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薬学科発足以来早くも5年Q校舎もなければ教授もいないところで,種々の苦労を重

ね,切 りぬけてきた第1回生は今年の3月,ふくれあがる希望を胸に抱いて社会へ,あ

るいは更に学校で研究にと,みんなそれぞれの道に巣立 ってゆき,第2回生も,もう来

春3月には卒業である｡

今年はあたらしく日本薬学会 東北支部会が結成され, 第1回の給金が今秋催された

が,我々薬学科は専門課程早くも3年目にしてここに多数の研究発表を行い,ますます

発展の一途をたどらんとしていることは喜ばしい限りであるo

この様に我々の薬学科の発展が軌道に乗らんとしている時,我々はここに第1回生の

意志を継いで薬学科学生の意気を結晶させた ｢あみこす｣第5号を送る次第である｡

遠く ｢あみこす｣第1号の巻頭言でのべられた ｢あみこす｣の性格ち,2代,3代と

編集者代を重ねる忙したがって,その説せられた任務も除々に変化してきたことはたし

かであるが,真理と人類の幸福を追求せんとする熱意に溢れる我々学生の意気は不易な

るものと確信する｡

燕友会規的もより合理的に改正された現私 ｢あみこす｣の薬友会機関紙としての使

命を再認織し,今後の薬友会発展,維持のために,また良き伝統をつちかうためにも,

大いに意義あるものとなりたいと願 う次第である｡
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薬 学 二 十 年

亀 谷 哲 治

私が学生生満を送り,その立場をかえてから相当の年月

がたってしまった｡この題をつけたのは昭和16年に東大薬

学科に入学し,薬学を専攻してから,かれこれ20年を経過

したからである｡これからも恐らく私と学生との関係が続

いてゆくものと思われるので,自分のこし方をふり返り,

若干の感塩をのべて学生栴集者の依頼に答えたいと思うO

私が学生との交際を始めたのは大学卒業後2年目に東京

薬専の教授として講義したことに始まるD私は中学生にな

るまでは中学の生物の先生になりたいと考え,中学入試の

口答試問で捌専束の希望をきかれた際,そのよう答えたこ

とをよくおぼえている｡その後高校に入る時は医者を志

望した｡これは私の兄弟に大病して生死の境地をさまよっ

たものが多く,私自身も肋膜,腹膜,腸ねんてんにて中学

5年半ばより3年間病気とたたかう羽目になり,奇跡的に

助かったので,医学は人間の苦しみを解く重要なキイと考

えたからである｡その頃はまだ純粋に若かったのだが,高

校末期には自分自身の生きるよろこびとある程の私的条件

のため卒業しても無給で研究しなければならない医学科を

敬遠して薬学を志望したO薬学をえらんだのは,化学が好

きであったからではなく,医学と何か関係があるだろうと

いうぱく然とした気特で,何んの目的もなく偶然のチャン

スであったO人間の社会にふみこむ一歩は割合いい加減な

もので,それで一生がきまってしまうものであろうO

さて薬学教育と周係のある東薬時代には私も若く,学生

がすべて弟のように思われ,自分が見合になったようなつ

もりで,自分の家によんでは議論をたたかわし,あるいは

屋台でのみ,文化部長になって共に青春を楽しんだ｡その

頃既に結婚しており,学生の恋愛相談係の感もあって,宿

をのむことを憶えたのもその頃であった｡時あたかも敗戦

困乱時で,研究はできず,複椎な虚無感も手伝って,若さ

にきおいたった青年教師であったようだOその中に恩師の

すすめもあって,東京以外に住んだことのない私が生まれ

て始めて阪大薬学科-ゆくことになったO東薬死しても離

れずと大言壮語した私もあっけなく大阪-行ってしまった

のは,われながら恥しい次第で,その折は大分文句をいわ

れた,しかし大阪-ゆく決心をしたのも半年を要したこと

を考えると,人間の進むコースの決定がいかに難しく重要

なものであるかがしのばれる｡しかし今でも恩師の指導に

は感謝している｡

阪大蒔代ではここでもまだ若さが残っていたO学生諸君

や教室員諸君とともに人生というのはおこがましいが,雑

論をたたかわして3時,4時まで時を忘れて語り合ったこ

とも多く,ある時にキャンプファイヤーで女子学生と手を

にぎって歌い,おどり感激し,またある時は当時はやりの

お好み暁を共につついてよくのんだものである｡勢いあま

って教授会に突入し,たまたま居合せた他学部の先生に,

薬学には元気のよい先生がおられると皮肉られたこともあ

ったO今時の若いものはといろいろ昔を忘れている自分を

考えるとなさけないが,致し方ないと思う｡そういうこと

もあって,おかげで大阪で家をたてるべく売った家の代金｢

も2年後,やっと大阪で豪をたてたいと思った時には何も

残らず,自分のだらしなさにあきれたものであるo

Lかしその後数年をすぎると私は学生諸君とのんだリ,

話したりするのが嫌になって来た｡やはり青年時代はすぎ

て社会のうらおもてが判り,自信をなくし,年をとって来

たのであろう｡学生への小生の努力が無駄に思われたこと

もあろう｡何か学生-の不信という気特が生まれて来たこ

とは否めない｡若い人との共存というあこがれも自信をな

くし,孤独の気特が強くなった｡時に戦後派といっては怒

られるかも知れないが,何か打算的な学生らしいエチケッ

トを知らない人達とつきあうのがおっくうになった｡とい

うよりも自己嫌悪で自信をなくしたのかも知れないO

そうこうするうちにイスラエル留学,東北大転勤という

ことになり,現在に至っている｡東北大に来てからは,ち

との若い時の気特に戻ったような気がする (もっとも肉体

的には白髪も多くおとろえたが)たとえ時代の差はあって

も学生の気特をできるだけ理解して進んでゆきたい と思

うOこんなことはあたり前ではないかといわれるかも知れ

ないが,人生には山あり,谷ありで,そういう気持一つでも

いろいろと変るものであろう｡やはり学生は深くつきあえ

ばつきあうほど可愛いいものであるO私は昔のように恋愛

などの人生相談係りを開業したいと思う｡人生となやみは

つきもので,私自身も恐らく死ぬまでそれに苦しむことで

あろう｡しかしもし諮君自身で解決できないことがあった

ら,遠慮なく拙宅を訪問してほしいDもちろん解決などと

いう大それたことはできないが,何んらかの参考意見を述

べることができたら,幸いである｡最近私はなやみには時

間をかけるということが大事であることを知った｡どんな

嫌なこと,また難問題があってもじっと我慢していれば解

決するD腐敗現象が自然界にとって重要であると同様に,

忘却ということは人間にとってはきわめて大切であると思

うO｢時｣はどなやみにとってよい拍療剤はないであろ
う｡私達が社会にいる以上,他人の悪口はつきもの,あま

り人のいうことは気にしないことである｡

どうも主張学20年という表題と無関係になってしまった

が,小生自身,学者らしい学問好きではなく,不良教授の

典型のような気がある｡人はよく土木業か新聞記者タイプ

というが,薬学科教授であってみれば,真面目な顔をして

講義もしなければならかハo講義と試験の採点は全く苦痛

であるDそうであれば大学教授を止めてしまえといわれる

かも知れないが,ほかにゆく所もなく致し方ない｡薬学

という幅の広い分野にもいろいろの考え方があろうO大学
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性教育機関であるが,研究という重大使命があるDこの研

究のやり力についてもいろいろと批判されるOやれアカデ

ミックでないとか,やれデ-タアJt,バイトであるとか,人

は勝手なことをいうO私は何んでもよいと思うO-つのこ

とを真面目にこつこつとやっていればそれでよいのではな

いか｡人間のすることである以上,不完全不満な点は美に

多い,自分のやっていることが,人に言忍められようとなか

ろうとそんなことはどうでもよいのではないかD私は勉強

しなくても出来る秀才というのは嫌いであるO

最後に諸君に希望することがある｡諸君とくに4年生の

特別実習だけは真剣にやってほしい,将来営業などに進む

人は尚更である｡どんなに後になってくいても仕方がない

であろうD人生最後の学生時代で,最後のチャンスである

仕事の出来不出来ではない｡がむしゃらに真剣にやり得る

最後のチャンスである｡私も高校受験勉強時代と大学3年

生の特別実習だけは一生懸命やったつもりである (あとは

あまり勉強家ではなかったが)｡そしてなつかしい思い出

であD,その時の心意気が現在の自分を支えているような

気がする｡スポーツ,宿,マージャン等々結構である｡し

嘱 息 塔

小 沢 光

列車が単調な山陽道を走って岡山をすぎ,20分もすると

倉敷-着くO

倉敷は今でこそ白壁の多いユニークな町として観光ブー

ムの注目するところとなったけれども,昭和15年頃には全

くの田舎町であった｡

大学を出てまもなくこの町に赴任した私は薄暗いハダカ

電灯のついた駅頭におり立ったときは,何かしら涙がでる

くらい淋しかったo

Lかしこの町には当時異色ある実業家の大原孫三郎氏が

住んでいたO倉敷紡績の社長として中国地方第-の財バツ

であるだけではない,彼は実業家として学問,芸術を愛好

する珍らしいタイプの人物として有名であった｡私財をな

げうって大原社会問題研究所,大原農業研究所,大原労働

科学研究所,大原美術館,その他病院,天文台等の設立に

つくしたが,そればかりでなく,多大の育英資金を出して

多くの人材を養成することも忘れなかったOわが国で今ま

でこれだけの社会事業に貢献した人物は少いであろうし,
今後も恐らく出ないのではなかろうか｡

これだけのことをするにも,その頃としては実業家の問

や軍部からは相当の圧力があったらしい｡

大学をレッドパージ (その頃はそんな言葉はなか った

が ･)で追われた森戸辰男や高野岩三郎氏らを迎えてマル

キシズムを研究させたことは資本家としては全く信じられ

ぬことであったDこれが社会問題研究所の発端で,マルク

かし学生時代には学問らしい何か一つを身につけて卒業し

てゆくべきだと思うO人間には気嫌のよll,時も悪い時もあ

る,人生は長いようで短かいO学生を好きになったり,嫌

いになったり,そんな風にして私は私なりに生きてゆくよ

うな気がするO私の好きな文句の一つを最後にかかげてこ

の拙文を終ることにする ｡

明日,命があるか否か

神ならぬ身の知るよしもなし

でも,もし命があったなら

酒をのむことだけは開違いないD

酒に酔っても

歌うな,解るな,政治を論ずるな

そこで味わうのは

苦い7酉だけだ｡

10月19日

十和田教室旅行に際L

酸ケ浜温泉にて

(教授 薬品製造学)

スの本ならどこにも負けないくらいあったと言うO

また当時の紡績事業はわが国最大の産業で あったが,

｢女工哀史｣にもみられる通り,サクシユ労働であった｡

地方から人買いによってつれてこられた女工は,大体4年

もすると結核で倒れるのが普通であったo恵がしこい資本

家は3年半のケイ約にしていた｡会社が療養費をもちたく

なかったからである｡大学の医科を出たばかりの-青年を

案内して綿ボコリのモクモウと立ちこめた中で働く紡績の

深夜業をみせた大原氏は ｢これが君のこれからやテーマだ

よ｣と言ったOこうして労働科学研究所は若い嘩峻義等氏

を中心として発足したというが,資本家連中のはげしい反

対にあったという｡

またこんな話も伝わっているOさる研究者が洋行したい

から金を貸して欲しいと申し入れたところが,即座に ｢自

分の金で行けなければ洋行なんかするな｣と断わられた｡

しかし,何日かしてから ｢洋行するならセン別をやろう｣

といって,貸して欲しいといった金額の倍額も包んであっ

たというo万事こんな調子であったが,外国に行くなら何

か面白い土産を買ってこいと注文した｡美術館も天文台も

土産を集めて作られたものである｡

何か変った土産をと注文された白面の小児科の医員はオ

ランダのライデンで珍らしい物をみつけたOそれは噛息塔

といって世界に一つしかないというシロモノであった｡テ

レビ塔のような高い鉄塔を建てて,高層からの新鮮な空気

を吸い入れて病室に送るという仕かけであった｡この病室

の中に鳴息患者を寝かせれば,アレルゲンフライの空気が

呼吸出来るので噴息がなおると言う着想であった｡この設

計図を買い求めて帰国した医師は早速,同じものを漢大な

ー 4-



費用をもらって作ったOそしてオランダの追試 をしてみ

た,その結論は全然効果がないということであったO

その発表をする医師もえらいが,それをさせる大麻氏も

見上げたものである｡その青年医師が後に京都大学の総長

となった服部峻次郎博士であった｡

多くの人材を出した倉敷の町は薬学でも変った逸材を生

んだ｡それはアリナミンの研究で学士院費をもらった松川

泰三博士である｡

彼は私立薬専を出るとすぐ大原氏の病院の調剤見となっ

た｡しかし彼は全然調剤をやらずに,もっぱら合成の勉強

をしたOそれも全くの独学でやったのであったOそのJL,が

まえとそれが許されたフン囲気とは大原氏の感化の偉大で

あることを物語るものであろう｡

アメリカ滞在生活を省りみて

山 中 宏

｢果して間違なくOysterBayに到着出来るだろうか?｣

たどたどしい英語を気にして,こんな馬鹿気たことをまじ

めに考えながら,飛行機に乗り込んでから約二生の歳月が

流れ去らんとして居ますO帰国してからも丁度一年が過ぎ

ました｡僅か一年の滞米でしたが,その間私なりにアメリ

カ式のものの考え方や暮し方について或程度の事を学ぶこ

とが出来ましたO又それにも増して色々の梅がたい経験を

頒むことが出来た事を心から有難く思って居りますO

ニューヨークの近くに滞在して居りますと,よく日本か

らの旅行者の観光案内をおおせつかることがありますDわ

づらわしいことに違いありませんが,色々な職業の人と色

々な問題について話し合えるのでそんなにつまらない仕事

でもありませんOその時に経験した事ですが,或る県庁勤

めのお役人(A氏としておきます)は私にこう言いました｡

｢二三日前,郊外のスーパーマーケットを視察して来たが

商品が沢山あり店内もよく整理されて居るのには感心させ

られた.然し,買う人が少なくガランとして居るO私は日

本に帰ったらアメリカは消費物資が生産過剰になって居る

と報告するつもりだO｣所がよく聞いて見ると,A氏は火

曜日にスーパーマーケットに,両も午前利こ行ったと言う

のです｡私は一般にアメリカ人は一過一度,それも大低は

金曜日の午後にまとめて買物をする慣向があること (これ

は週給労勤者の給料が金曜日に出ることと土曜日曜が休み

の点から自然とそうなるのですが)を話して,もう一度金

曜日の夕方同じマ-ケットを観察し,結論はそれから出し

ても良いのではないか,と言ってお別れしましたD

似た様な話は沢山ありました｡例えばB氏は ｢アメリカ

のレストランにはろくなものがない｡高いうえにまずいし｣

と言いましたし,C氏やD氏は交々口を極めて ｢床屋が

短かい期間ではあったが私は大原氏に接触していまだに

忘れられない言集がある｡

｢日本人は思いつきは決して悪くないが,実行しないか

ら駄目だ｡着想は実行によって始めて生きてくる｡

失敗を恐れて実行を渋るな｡失敗も貴重な体験である｡

いい研究のためには研究所の一つや二つツプレてもかま

わない｡研究の成果こそ至上のものである｡｣

大原孫三郎氏は自らこの精神を貫いた人である｡

倉敷の町には今もなお,｢ぜん息塔｣が高くそびえてい
る0人あるいは無用の長物と評するかも知れないが,しか

し,私はこの中に ｢大原精神｣が汲々と波うっているのを

感じるのである｡

(教授 薬品作用学)

高い,而も乱暴だ｡｣｢汽車が時刻表通り走らないOひど
い時には一時間も二時間もおくれるO日本の汽革は世界に

誇るべきものだ｡｣と語って居りました｡夫々の人がかなり

細かく観察したつもりで,内心一寸得意だった様でしたが

これにはすこし問題があるのではないでしょうか｡まずB

氏の感じですが,日本に居れば私達は大低誰でも自分のロ

に合った店とか店構えが小さくても味の良い店,つまりそ

の道の通の行くような店の一つや二つは知って居り,外食

する時はそんな所-行く事が多いでしょう所で外国の而も

はじめての町で,そんな店を自分で探すことは困難ですか

ら,どうしても通り-ペんの食堂に行くことになります｡

アメリカではキヤフテリヤ (セルフサービスの食堂)が発

達して居り,英語をほとんど話さなくても好きなものが自

分でえらべますから,日本からの旅行者はよくそこ-行き

ます｡B氏はニューヨークの町角のキヤフテリアと銀座の

一流のレストランを比較して居た訳で,これでは比較され

る方が可愛想です｡床屋はニューヨーク市の附近では1ド

ル50セント前後,これに25セントのチップを加えると2ド

ル近くになりますから,円に換算すると恐ろしく高く,こ

の点C氏のお話しに間違ありませんが,一般の所得にくら

べると必ずしもそうもいえませんO滞米中私の給料は手取

り約400ドルでしたから,床屋代は2/400となり現在私が仙

台で払って屠る料金より比率はJトさくなりますD (丁寧な

事は日本の方がはるかに丁寧ですが)最後に,D氏の語ら

れた如く,汽車が時刻表通り走らないのも本当です｡駅の

時刻表も二行になって居り,第-行は時刻表,第二行はそ

の日の予想時刻を書き込むための欄となって居る所が多い

位です｡でも今Elもはや汽車はアメリカの主要交通機関で

はなくなって居る事も見落してほならないと思います｡長

E巨雑は飛行機を,短い所は自動車を利用する人が多いアメ

リカでは汽車がすこし位ルーズに走っても,そのために迷

惑を受ける人もすくなく,又事故も起らない (汽茸の運転

回数が少ないから)のです｡こういった事情を日本におけ

る汽車の重勢陸と考え合せた上で,比敏するのが本当では

- 5-



ないでしょうかO恐らく汽車が時刻表通り走る必要があれ

ば,アメリカの鉄道会社は日本の国鉄と同様に正確に走ら

せることが出来ると思います｡

色々と他人の揚足を取る様なことを書いて来ましたが,

要するにたとえそれが自分の体験した事であってもそれに

或意見をつけて発表する場合はよく条件を分析してからに

する事が大切だと言いたかったからです｡この事は,自分

の専門とする分野の学問的報告では誰もがキチンとやって

居ることなのですが,その分野から一歩外-出ると,意外

になおざりにされてしまうものの枝です｡つまり相当正確

な基礎知識がなければ,断片的事実をつなぎ合せて全体を

浮きぼりにするという事は困難な仕事なのです｡帰国して

からよく｢アメリカの市民生清はどんなですか? ショッ

ピングとか社交とかデイトとかについて話して下さい｡｣

と言われましたが,以上の様な事を考えると社会科学や宗

教の事をよく知らない私をま断片的なお答えしか出来ません

でした｡私なりに答えは出してあってもとても一般論をプ

ツ勇気がなくてそれ以上の事は言えないという訳ですO切

イリノイでの出来事

内 山 充

イリノイ在任中の出来事について何か書くようにとの編

集者か弓の依緬があったが,アメリカという所は大きい国

であるにも拘らず総てが規格化されており,全国の衣食住

はもとより人間の考え方迄殆んど均一であるから今更米国

生晴の紹介でもなかろうと思われる｡そこで私の在米中イ

リノイ大学の学生新聞 TheDallyIlllniに投稿されたコ

ホッ教度の論文が因で起った事件でも紹介しようと思うO

レオ･コツホ博士は一般教養の生物学のassIStantPrO-

fessorであり,勿論契約制で1959年9月より1961年8月迄

の2年の契約で執務していた｡実は私はこの事件迄コツホ

氏を知らなかったし,又 Daily111iniの読者でも無かった

ので,問題のコツホ氏の論文を掲載当日の3月18日に読ん

だわけでもなかった｡私達がこの事件を知ったのは大学の

学長室から1960年4月7日付でイリノイ大学全職員に配布さ

れた緊急通知書によってであった.それはレオ･コツホ博士

号邑免の通知書であって免職の原因として彼がDailyIlllnl

に投稿した手紙が著るしく非道徳的であることを述べてお

り,それに問題の投稿のリプリントが添えてあったO大学

側の態変は一貫して彼の論旨の正否には放れず,ただ要す

るにこのような非道徳的な文は大学のスタッフとして書く

べきではないといったものであった｡この44才の博士の職

を奪う程背徳的な論文は皮肉にもこのリプリントに原新聞

よりもはるかに鮮明に印刷され, DailyI11iniの読者でな

い我々にもあまねく行き渡ったのであ1),更にその一部は

角一年間滞在しながら自信を持って人に話せる事があまり

多くないことは,情けないことだと言わねぼなりません｡

今となってつくづく反省するのですが,海外で暮してそ

の国をよく理解し多くのものを学び取るためには広い領域

での豊富な知識が必要な訳ですoこの文の最初に私は或程

度の事を学び,得がたい経験を積めたと書きましたが,著

し私の身につけて居たものが多かったら1私の滞米生活は

もっと実り多いものになって居たことでしょう｡留学とい

うと誰でも語学だけを準備の中心においてしまいますが,

社会科学も芸術に関することも外国人が特に関心を持って

居る日本の古典 (これは彼等との社交を円滑にするために

も必要です)についても豊富な知識を備えておくことが大

切だと思いますO

これから海外に出て生汚される機会の多いアミコスの読

者の方々に,広く深く外国の市民生滑を洞察し,貴重な機

会をより一層有効に生かせる様な準備をふだんから心掛け

られる様お願いして,私の滞米反省の記といたしますO

(助教授 薬化学教室)

遠くEl本に迄持ち帰られることになってしまったO

さてその投稿の内容であるが,顔念乍らここにそのまま

披露することは出来ない｡要するに男女学生の交際に関す

ることであり,お互の意志に反してまで本能を抑制するこ

となしに大いに進行させた方がよろしいというような骨子

であった (と記憶している)｡これはわざわざ学長命令に

より読まされたのであるから今尚記憶に新らしい｡尚序で

乍ら投稿の題目は LLAdviceonSex"であった(と思う)0

これは私の居た一年半の間の唯一の学長室からの東急通

知であり,又唯一の新聞のリプリンl-であるOそしてこれ

に対して又唯一の学生のデモが起ったのである｡ただしス

ローガンには ttコツホを救え"というのは見当らず "Sex

の自由は欲しないが言論の自由を抑圧するな"というのが

すべてであった｡我々の考える程彼等にはすべての点にお

いて悲壮感が伴っていない｡それもその筈コツホ氏はその

後1960年9月から東部の或る有名大学に職を得たし,又そ

の後の男女学生の交際は相変らずで,我々日本人の眼には

甚だ自由で開放的であるように見えた｡更にイリノイ大学

はコツホ氏を4月17日付で免職にしたにも拘らず8月分迄

のサラリーを支払ったD例の学長通知には彼の家族を困ら

せては良くないからと付記してあったのである｡

(助教授 衛生化学)
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C>薬 品 作 用 学 教 室q

今年度は,人員が′ト沢教授以下特別実習学生7名を含む

計15名とふくれあがったため,福田助教授以下薬理,電気

生理関係は,医学部法医学教室の二階を借用している｡し

かし,生化学関係は昨年同様,新館の三階である｡教室は

二分したが大して不便もないし,秋ともなれば散歩がてら

の往復もまんざらではなく,別荘に向う気分である｡研究

テーマは昨年来のものに加えて生化学方面ではuncoupler

の研究が新たに取りあげられた.これは Thyroxineの酸

化的リン酸化の uncoupllng効果をみるもので,マウスの

脳やラッチの肝臓のミトコンドリアを分離して,酸素消費

をワールプルグ検圧計ではかったり,リン酸化を調べたり

している.このため,いともしとやかなお嬢さん方の手で

マウスの頭ガイ骨が,バリバリとはがされて脳 が取出 さ

れ,連El数知れないマウスがワ-ルプルグの蕗と消え去っ

ていくO又 CoQの研究の方では,大きな牛のハートから

こんなに少ししかとれないとぼやきながらも CoQの抽出

に余念がない｡ CoQを抽出して,その酵素的役割を酸化

還元電位によってはかり,ヒドラジン類の CoQの酵素的

反応の阻害をみているO又寄生虫の駆虫薬も研究され,辛

の肝臓や肺から肝蛭,肺虫をビンセントでつまみ出し,ア

D衛 生 化 学 教 室4

欲深いこの頃,一日の実験を終えて暗い家路につく時,

ひんや りとした秋風の肌ざわりがなにか過ぎ去った日々を

思い起こさせる｡

果物屋の店先の明々と電燈にはえた果物をみても,母に

むいてもらったあの頃を思い出す｡

当教官の仕事の一つは,各種果物にかけられた農薬の検

定である｡それ故,その季節ともなればぞくぞく持ちこま

れた果物を農薬中毒もなんのその,しかしきわめて化学的

な判断によって実験に差しつかえない限り項だい してい

る｡もも,すいか,ぶどうは終 り,今までナシがさかんに

来ていたがそれももう終ったのか,そろそろみかんの恋し

い季節になった｡

男9人,女6人の割に大所帯の当教室も他に劣らず和気

合々として,この10月18･19日には全員の一泊旅行も計画

されている｡

昼食時には教授以下隅の大部屋に集まり世間話に余念が

ないD奥井教授の豊かな経験談,見聞談は聞いていて面白

ルキルフェノール類の薬理作用を検討し,いわゆる駆虫薬

のスクリーニングテ哀トを行っているO-方生化学的にも

肝姪の代i封をしらべているO

薬理関係では,昨年の筋弛緩薬研究が新に電気生理と改

称し,オッシT]グラフを備えて張切っているDそしてグア

ニジン誘導体の骨格筋に対する作用をしらべているDこれ

は有望な簸多の物質の出現によって,急速に発展し,課せ

られるものは鋭敏な感覚,知と技とである｡薬理試験では

鎮啄薬,催眠薬,下剤,血圧降下剤などの検定が行われて
いる ｡従ってその為の動物類は大変なもので,マウスをは

じめとしてラッチ,モルモット,ウサギ,カエルなどが卓司

われている｡時には,ラッチ,モ/レモツトのお産もあった

りで,さながら小動物園といったところであるOもっとも

ラッチ,モルモットは一見虫も殺さぬ様な紳士に撲殺され

て気管,腸管を取 り出され,マグヌヌ装置につるされて,

種々の薬物を投与され,やれ収縮したの弛緩したのと,そ

の薬理作用を検討されている.鎮咳薬の試験では,気管に

穴をあけられて,無理に出したくもない咳をせねばならな

いし,ウサギは台の上にはりつけにされて血圧を下げられ

たり,マウスは下痢をさせられたり,ねむらされたりして

いる.この様に書くといかにも殺伐としたようにきこえる

が,実際はその様なのではなく学問一筋であるOこの動物

達迷わず成仏したところをみると,後藤僧わ御経が効を奏

しているに違いないO

近頃新たに動物の保温箱などが購入されたO着々と設備

も整い,これからというところである｡

いし,為になることも多いO時折興が乗って時間の過ぎる

のを忘れるこ ともあるが大低は一時には菅又実験にとりか

かる｡

又,御らんの如く若さあふれる奥井先生を筆頭に全員ス

ポーツマンで,それぞれ野球,バレー,テニスに長じてい

る｡そろそろ屋外スポーツのシーズンも終 りに近づいたが

寒くなるに従って又卓球熱がもりあがる事だろうO

この6月に配属された我々5人の四年生も,すっかりそ

の雰囲気にとけ込み,脂質代謝の内山助教授,ミクロゾー

ムにおける毒物代謝の黒岩先生,ミトコンドリアにおける

酸化還元系に鈴木先生にそれぞれ率いられ,やさしい,高

橋 ･福士丙嬢や,大学院生の百瀬,水柿両先輩のよき指導

のもとにいっぱしの研究者然とした面構えを持つにいたっ

たo

K君は近頃なに故か食道付近の痛みを訴え,好きな煙草

もやめているが,相変らずのファイトを頼って広範な文献

読みと実験を進めているo又Hさんは Achesterase阻害

に関する実験とかに余念ない｡我々にしてみればその果物

さえあれば Achがどうあろうとかまわないのであるが,

彼女はいささかの惜し気もなく,それを試料に供してしま
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う｡ああ,あのうまそうなぶどうに毒薬が隠されているとは

Ⅰさん,SさんQ)気の合ったジュニットは,フンワリと
したノ､-モニーと豊かなセンスとで開く耳は快い｡

0君も相変らず歌に生き,○に生きで,時折教養を疑が

わせる歌も歌うが,その祐乗などは身にしみているのか堂

に入ったものだ｡

以上,教室内の最近の様子を四年生を中心に記 してみ

た｡研究室のくわしい仕事の内容については前号にものっ

ている事だし,小生などの書き言己せることではないので省

略させていただいた｡

♭薬 化 学 教 室<

完成した新校舎の一階東側,薬学科の玄関番を相つとめ

ますのが薬化学敬重である｡いつも問題になることである

が,薬化学というのは有機化学部門を分担しているのはい

いとして,薬品製造学とはどのような点で臭っているので

あろうか｡発生源をさかのぼってみれば大きな流れに合体

してしまうが,少くとも現在二つの教室が存在しているの

には大きな意味があるのに違いない｡一つの反応を例にと

って考えてみよう｡反応であるから反応物があり,条件が定

まってくる｡そして条件を変えていくと様々な変化が生ま

れ,そこに考える段階ができてくるO有用な反応生成物を

できるだけ容易に,収率よく得るにはどのような条件が最

もよいだろうか反応物を反応生成物とを比較換討し反応物

の表われている性質をさらに追求していくためにはどのよ

うにすればよいか｡すなわち前者の考えがより薬品製造学

的であi),後者は薬化学的だといえよう｡もちろん一つの

まとまった研究の中の一つの反応をとり出してみれば一つ

一つあてはまらない場合もあろうが,全体の筋道立った考

えの流れには明らかにこのような違いを兄い出すことがで

きる.わかり易く教科書を例にとれば一つの項目について

述べてある｡即ち前半の製法的面に対して後半の性質を中

心とした面を取扱うのがこの薬化学教室であるO前置が長

くたったので早速教室をのぞいてみよう｡それには金曜の

正午が最適であるO毎週この刻になると教室の連中が弁当

箱を下げて左右から集まり,教授室に全員顔をそろえる｡

中央のいすにどっしりひかえ,全体に気をくぼっているの

は,御大加藤教授,側kひかえるは教授とぴったり息の合っ

たバッテリーを組んで教皇の推進力となっている山中助教

授,最近ますます張り切って一日を二日分に使いその急が

しさの中にも嬉しさがこみあげて来て仕方がないといった

北川さん,ぐっと落ち着き円熟味を発揮して来た後藤さん

新進の山本,柴田,林,近藤の諸先輩,教室全体に優しい

寡婦気を作り出す安田さんと,ずらりと顔をそろえるO弁

当も終り,話題も-くぎりつくと,ぐっとひきしまってく

るDそして教室の人たちが,現在行っている事の報告に移

る｡全体として前から引き続いて ピリジンN-オキサイド

系列の反応を取り扱っているが,現在の中心的問題となっ

ているのは,ピリジンN-オキサイド系列の活性メチレン

の反応性と最近事業的にも重要祝されるようになって来た

が,まだ体系的にまとまっていないジケテンとピリジンN

ーオキサイド系列との反応の追求である｡ この発表によっ

て各人の行っていることを系統的にまとめることができ,

多くの人と同じ問題を検討することによって,新しい考え

方,実験の進め方,解決方法などの糸口をつかみ出そうと

することを大きな目的としたもので,様々の議論が続出す

るD今後は方向を変え海外文献の紹介に移る横位であるo

特別実習生も今の所説明を追っていくのがやっとだが,い

ずれは本領を発揮せんものと,トレ-ニングに余念がな

いD毎週各一回 Gattermannの 『DlePraxISdesOrga-

nlSChersChemihers』及び GelSSmanの 『PrlnSiples

ofOrganicChemlStry』の輪読会を行っているo始めは

文字を追うので終止していたが,最近は議論も括発になり

的を得るようになり,北川先生のしめくくりと共に最大の

効果をあげている｡しかしあくまでも実験が中心でその訓

練もびしいoそして常に考えながら進めていく線度が要求

される｡特別実習生の場合だと最初の2-3週間は未知試

料による有機定性分析を-せいにやらされ,有機化学の基

本である物質の分離,精製,確認の基本を身をもって体験

する｡

教室という環境は個々の個人プレ-で成 り立っているも

のではない｡個々のカを一つにまとめあげそれを数倍にま

で高める原動力が必要であるOそういった意味でのスポ-

ツのはたす役割は大きい｡夏の長い日も暮れんとする頃,

実験で疲労した気特を白衣と共にぬぎ捨てて,いっせいに

医学部グランウドに飛び出し,しばし白球を無心に追い続

けるO全身汗まみれになった体を実験室のシャワーで流し

合うと後にはさっぱりとした充実感が残る｡知らず知らず

のうちに全体の気持ちが溶け合う｡有機化学という共通の

目的をいだく我々の労働の友情は美しい｡実験,討論がそ

れを充実させ,卑しい感情の発展する余地を与えないから

である｡その日の収穫をお互いに持ちよって,実験が終る

と悦んで集まり話がはずむ｡我々は同じ失敗を二度と繰り

返さないようにそれに全体で対抗し,成功には共に喜び合

うのであるD勉強というのは本ばかり平面的に読むことで

はない｡それでをま得る所が少ない｡いかなる場合に而しても

それを正確に見きわめ,適切な考え方ができ行動に移すこ

とができる実力を養う事こそ勉強ではあるまいか｡したが

って我々が気持よく実験できるような環境は重要であるO

全体の融和の中に各個人がそれぞれの持ち味を生かす事こ

れが薬化学教室の理想とすることであるo
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D,薬 品 分 析 学 教 室4

現在核酸に関する仕事は多くの研究室で広くおこなわれ

ているがそれを大きく三つに分けることができると思う｡

まず第一にヌクレオタイド関連物質,又オリゴヌクレオタ

イドの化学的合成の分野,次には OCHOA の酵素によっ

てつくられる単一な塩基組成をもつポリヌクレオタイド,

天然のリボ核酸,デオキシリボ核酸の物理化学的研究,≡

番目にはリボ核酸,デオキシリボ核酸の生物化学的研究で

ある｡

ヌクレオタイドの化学的合成の分野では,TODD,Ⅹ0-

HRANA等を始めとして,種々の りん酸化剤の改良と共

に活発におこなわれているDさらに関連誘導体を合成しそ

の生物学的作用なども研究されている｡当教室でもこの方

面の仕事を行いつつあり,現在ピリミヂン塩基の誘導体を

種々合成しており,その生物学的作用をみようとしてい

る｡

物理化学の面では核酸の一次元的構造と二次元的構造の

問題があ′る｡一次元的構造すなわち塩基の離別J鳳事の決定

はリボ核酸の場合には原理的には可能であるDすなわちタ

ンパク質の場合のように作用特異性の知られている核酸分

解酵素を働かせてオリゴヌクレオタイドとし,次に過ヨー

ド政教lt:によって末端からJ跡こ塩基を遊離させ,べ-バク

ロマト,液紙電気泳動で固定するのであるOしかし現在の

ところ均一な (homogeneollS)リボ核酸を分離することが

不可能であり,得られるリボ核酸は色々な塩基配列をもつ

ポリヌクレオタイドの混合物である,

核憩の二次元的構造は主にデオキシリボ核酸について広

く研究されており,その遺伝情報の伝達,複製の問題との

関連において非常に重要な問題と思われるD WATSON-

CRICKによって提出されたデオキシリボ核酸の構造はポ

リヌクレオタイド分子が二本ラセン状にからみ合った,い

わゆる二重ラセン (dotlblehellX)であり,塩基問の水素

結合によって一定の二次元的構造を保っている｡

細菌 デオキシリボ核酸の熱による変性と その形質転換

(transformation) の働きの 消失の問題は P･DUTY等

によって詳しく研究されているが分子生物学 (Molecular

Biology)の面で意義深いものと思われる｡Ⅹ線回折,赤

外線吸収,紫外線吸収,施米分散,粘度,その他高分子研

究に必要なテクニックが利用される｡また種々の金尿イオ

ン,低分子化合物と核酸水溶液の相互作用は核酸の高分子

電解質としての性質を知ることができる｡

当教室では市販酵母リボ核酸を分解し,オリゴヌクレオ

タイドを分離,精製し,その物理化学的性質をしらべよう

としている｡またヌクレオタイドおよび高分子デオキシリ

ボ核酸と種々低分子化合物の相互作用に関する仕事も始め

ている｡

核酸の生化学的面の研究は日進月歩である｡リボ核酸の

生合成,デオキシリボ核酸の生合成,新しくはデオキシリ

ボ核酸の存在下でリボ核酸の生成があるということ｡タン

パク合成とリボ核酸との関係,細胞内の酵素(タンパク質)

合成の調節機構とデオキシリボ核酸との関係等であるD

これら生化学的研究の成果は超遠心分離の発達,ラジオ

アイソトープ (主として ユJC,32P,3H)のトレ-サとして

の利用によっていると思われるO

当教室ではこの方面の仕事は現在やっていないが近い将

来にはアイソトープを用いての核酸の生化学も行うことが

考えられる｡

以上核酸と当教室の関係を簡単に述べた｡

>薬 剤 学 教 室<

薬剤学は他の学科と比較してかなり実学的候向の強い学

問で広範囲の知識が要求されるoそれに各種の文献を読む

必要から語学力がなくてはならないo当教室でもそのため

に過二回コ｡キュームが行われる｡月曜は"EmulsionHの

倫読会で火曜には交代に各自の研究発表を行っている｡現

在の教室のテーマを大列すれば,消化制酸剤,軟膏,妹の

dlSguisingの三つになる｡特別実習生もそれぞれの分野

に別かれて実験を行っているD各日の研究テーマなど経過

(10月現在)を紹介してみようD

片桐-第七局から採り上げられたイオン交換樹脂を用い

て得られる脱イオン水は蒸留水に比放して比抵抗が高いこ

と,細菌吸着作用があるという長所と容易に採水出来るこ

とから広く用いられている｡しかし実験して見ると意外な

点,即ち樹脂筒の中の樹脂をうるおす水中の細菌が放置に

よって驚くべき繁殖をすることで蒸留水より優れているは

ずであるが,水は細菌学的にもっと考慮すべき点があるこ

とが分ったO細菌数とKMnO4消費量の関係,殺菌燈も

用いて果して真の純水が得られるかを試みようと思うo

斎藤一皮膚細菌は一過性のものと定住的なものとに分け

られるが,これらの細菌に対する軟膏基剤の影響はかなり

以前から議論されて来た｡ 現在の実験では Priceの細菌

定量法を用いて手についている細蒸を定量し,合わせてそ

の時皮膚から脱落する 角質を kjeldal法で定量しての両

面から各種軟膏基剤の皮膚細菌に及ぼす影響を検討してい

るO

を坂-薬はその苦味,酸味,戯味などによりのみにくいも

のがあるoこのことは特に小児科にとって大きな問題であ

るD外国には局方収載の多くのシロップ剤があるが我国で

はあまり研究されていない｡そこで我々は Flevor,粘性

物質,甘味料を用い各々の各種の薬物に対する影響を調べ

その組合せによって製剤の向上をはかることにあるO
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山内一新しい制酸剤,DihydroAlumlniumSodiumCar-

bDnateの効力を検定しているO試験方法は制酸性,試量

過剰の際の上昇PHの測定,胃模型,吸着力試験を行って

いる｡また重曹に Mgが入った際,C02の発生がどう変

化するかを苦心して装置をつくって測定,検体は速効性で

良い唐具を示している｡これからは生体実験を行なうと胃

に食物をつめこむのに懸明である｡

以上の如く身近な問題でも渚果が数字やグラフとなって

かなりはっきりと表われて来るので,その点でも興味が出

て来て,実験に更に拍車がかかるわけであるO従って全員

はり切って研究にいそしんでおり,日曜も出て来る場合も

稀ではないo恐らくこの辺から薬剤学の人はやる時にはみ

っちりやるというすこぶる当を得た評判が湧き出てくるも

のと思われるのである.当教室の親分の岡崎教授は人も知

る人情豪で,我々実習生をよく考えてくれ,池田助教授も

わからない問題は薬剤学のみならず社会学,一般教養に至

るまで懇切丁寧に教えてくれる親切さである｡従って教室

の空気はすこぶる明かるい｡単に勉強面だけでなく,教室

員相互の結びつきも重要視されて過一回懇親会を行ってい

る他,最近では十和田旅行,地方色豊かな′′いも煮会〟な

どが行われたOこれは山形,福島地方の行事で広瀬川のほ

とりで舌づつみ打ったが非常に好評だったので,マージャ

ンと共に薬剤学の新名物の一つとなると患われる｡更にも

う少しPRをさせていただくと現在各社で は製剤学に非

常に力を入れて来ているので進学にしろ就職にしろ将来性

は多いに期待されるO頗わくは向学心のもえたっファイト

ある後輩諸君が続々と薬剤学に希望して来ることを望んで

いる次第である｡

D,薬 品 製 造 学 教 室<

新館の二牌中央部にあってパ-ナーや真空ポンプなどの

昔をたてているのが我が薬品製造敬重である｡

どの教室にも独得の教室の雰囲気があるように,この薬

工にも独得の moodをもっている｡

第一回生より伝えられた ｢安さ!火の如き fight,石よりも

かたい意志と身体,羽毛よりもやわらかい heart｣がそれ

である｡一歩我が教室に足をふみ入れた人は,この様な

moodを直感するにちがいない｡なにも薬工だからといっ

て有機合成ばかりやっているのではない｡有機化学は勿論

社会学,経済学,人文科学,しいては哲学までがこの教室

で教育されるのである｡特にスポーツ学においては識者の

集まりで野球をしらずに入って来た者は毎日が悲劇に終る

に相異ない｡野球の ｢ヤ｣の字も知らなかったS君もこの

敬重に入ってから興味をもち,プロ野球の創立から勉強,

現在では誰が何本ホームランを打ったとか打率がいくらか

細々と説明できる様になった位である｡教室では ｢薬工｣

tortoisesを結成 数回の試合に放けた事はなかったが ｢猿

も木から落ちる｣ではあるまいが教室対抗では決勝でまげ

てしまったO然し実力は薬学科随一である事はうたがいな

い事実であるDといって野球ばかりやっているのではない

スーポッで鍛えた強い意志と肉体とをもって連日の研究,

実験にぶつかっていくのであるD朝早く登校し美貌室に入

って当日の実験の準備もし実際に実験にとりかかるのが9

時でなければならない｡即ち時間厳守が要求され,だらだ

らした実験は許されないOまして実験中に腰掛にすわって

実験をするのはもっての外であるO

又実験室に入って気がつくであろうが ｢慨梅の箱｣と称

するものをつくってある｡いたずらに器具の破損を防ぐの

と事故を防ぐためにも,どんな/トさい器具でも注意を払っ

てあつかうという趣旨によってつくられたもので,破損し

た度に10円玉を入れて倣悔するのである｡この様な規則正

しい厳格さの中に,烈火のごとき flghtをもやして実験研

究に励んでこそ未来の化学者が育っていくのは当然な事だ

ろう｡教養部時代サポリに於いては右にでるものもなかっ

たo君が夏休みも献上して実験にとりくみ,朝早くから実

験台にむかっているものも不思議ではないo

さてその様な教室の雰囲気をもりたてていく顔ぶれは愛

称//亀さん〟で通る御大亀谷教授をはじめ,外国に出張中

の高野助教授,病気で休養中の野村助手とさびしいが,そ

の中にあって近くパパになるというflglltまんまんの福本

助手,それに研究補助の佐藤,早坂,琉山さん,未来の若

き化学者を夢みる中野,柳瀬,佐藤諸氏,それにたむろし

ているのが,今年は以外にすくなかったが特別実習生の小

笠原,渋谷,矢沢の三君である｡

当教室でやっているのはわざわざここでかく事もないが

主なテーマは複素環の化合物の合成研究であり,クラリン

及び関連化合物の合成,ロツンジン及びベンゾヒノリチン

誘導体の合成,イソヒノリン誘導体の合成が主なるもので

あるDこれについてはアミコス薦3号に精しくのべられて

いる｡

実習の外に週三回POC(PrlnSipleofOrganicChem)

の輪読会がある｡一日の実験が終ってから調べてきた所を

発表し,それに対しての質疑討論がくりかえされるD有扱

化学の苦手な者にとっては苦しい場所であり,又新しいな

にものかを吸収しようとする場所でもあるO又土曜日には

コロキュームが行われ手に触れた事もない様な独英の論文

をわたされ,必死になって解訳したものを発表する場であ

るOこのあとで教授を囲んでいろいろな話題について話合

うのも薬工ならではの moodといってよいO又年二回位

は教皇旅行をし,今年も十和田方面に行く計画もたてられ

ているOその間には掛こ山に行き,かたぐるしい実験室か

らはなれていこいの場所をもとめ新しい英気(Linesplrit)

を貯え,明日-の ftghtの源とするのである｡
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この枝にしてこそ烈火の如き flghtと石よりかたい意志 保っているのも他に類をみないだろう｡よく研究,勉学L

と身体,羽毛よりもやわらかい heartがつくられ るので 厳しい実験にも耐え又野球に興味をもつ人の来るのを我が

ある｡上から下までの和が調和しあかるい教室の雰囲気を 敬重では望んでいるのであるO

D,生 薬 学 教 室4

7月のはじめ,特別実習生の歓迎会をかねた植物採集

早,私たちが誇りに思い又痛みにしていた一期生の一人,

京田さんを失なってからは,どうにかしたい,何とか戻っ

て来てはくれないかと,かなわぬ望みをかけるのみで,実

験する気力さえ持たない状態だった｡けれどもいつまでも

悲しんではいられない｡いつまでも涙を流し,実験も手に

つかないようでは,故人の心にも反するだろうO-日も早

く元の状鯉で実験をはじめることが,京田さんが一番喜ん

で下さることだと思いなおし,ときたま京田さんの事など

を話しながら,今では全員元のように実験に力を入れてい

る｡

私たちの教室では,主に植物中の成分を検索する｡新物

質を単離し,構造決定,薬物学的応用を調べることが,負

大の目的であるOある時は野山で採集して来た新鮮な植物

を水蒸気蒸留にかけ,又は何ヶ月か風乾して抽出し,又あ

る時は古いくすりやから求めた生薬を抽出する｡あそこの

茸とここの葺は,ニオイが違う,味が違うと言ってはその

成分を細かに分けよう,と小さな事にも神経が働く｡

近藤助手と中島さんは薬理学教室の一階に,竹本教授は

法医学教室の二階に,そしてヒキノ助教授及び横部助手は

東学科新館の三階に居をすえ,はからずも一階,=階,≡

階にまたがる大世帯となってしまった｡竹本先生は,海藻

やキノコの殺虫性酸性アミノ酸に目をつけられ,数々の成

分をとり出したことをはじめ,多くのご研究をすすめられ

ている｡

｢皆がよいと思う方法をとることが一番望ましい｣と言

われ,どんな′トさなことでも開いて下さる竹本先生のお言

葉にあまえて,私たちは自由に器械を使い,のびのびと実

験することができるDのびのびとおおらかに,そしてたゆ

まぬ努力のすえ,10月7日の薬学会東北支部会では,四年

生の及川君,杉山さんの研究冶異の一部がすでに発表され

たことは,ご承知の通り｡

わが教室の最大の特色-それは,気の合った者同志が研

究に専心する時,一番よい結果が表われる,という竹本先

生のお心を反映して,何といっても一番気の合うのは夫

柿,ヒキノ御夫妻,近藤御夫妻と,二組ものカップルがあ

ることだろう｡いやその楽しそうなこと｡一人でモソモソ

実験台に向っているより,はるかに能率をあげているよう

に見受けられる｡明朗にしてエネルギッシュな好青年,横

部助手のファイトある実験態度と合わせて,私たちはいや

がおうにも実験に熱が入るC

わが教室のもう一つの楽しみは,時たま行なう植物採集

である｡なにしろ前にする相手はス1)ルに富んだ天然物,

季節を争うものだ｡ある植物が必要となれば,全教室員揃

ってワッと採集に出かけ,まるで楽しみどころか,死に物

狂いに近いことさえある｡時として植物より人間の数の方

が多いという珍現象も生ずるが小 ｡行く道々新鮮な空気

を吸い,土のニオイを喚ぎ,木々の色,空の色に目を奪わ

れ,そしてクリ,アケビの人体実験を試みる｡大きな荷物

となった採集植物を汗水流して背負い,元の実験室-と急

ぐ,快い疲労感が明日からの英気を養う｡

しかし,-つの器械が北四番丁の薬理学教室と,北六番

丁薬学科新館の三階との間をェッチラオッチラ往復,今最

大の願いは,竹本先生以下,教室全員が一つ屋根の下,辛

ュッとまとまって実験できるようになることだ｡そうなれ

ば,設備もますます充実,おちついて,気の合った同志の

研究が,もっともっと成果をあげることだろう｡

及川,移山がそれぞれノ､マボケの成分,ノ､ナヒリノキの

成分について一応発表した他,現在四年生が行なっている

実験としては,岩動,宮沢は二人とも一連のオケラ属の精

油成分の検索,及川はマオウの成分について行なっている

他,ガスクロの操作をマスターし,皆の実験に大いに貢献

している｡杉山は桑根皮の,永谷はホツツジの成分を検索

中｡
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電子状態と癌の化学療法

小 池 克 郎

ここ数年間,癌発生のmechanismが化学的に研究され

てきたO発癌物資の分子構造と癌を誘発させる能力との関

係がある程度確立された｡過去2･3年間に於いてこの研

究分野は電子構成と分子の抗癌性 (antltumOraCtlVity)

との相互関係を確立する問題に迄伸展してきた｡一部では

あるが,これらの研究結果を皆さんに紹介しようと患い筆

をとった｡

最も重要な研究は,代謝措抗物質 (antimetabolites)の

分野に於いて得られたO この typeの化学療法剤 は癌 の

分野に於いては purines,pyrimidines.folicacid,glu-

tamineなどを含んでいる｡この間題への approacbの方
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図1 denovosynthesisofnucleicacids.

precursors- Inoslnicacid く

法やプリン代謝括抗物質 (Thepurineantimetabolites)

kついて次に書くこととする｡

量子化学による分子軌道法の LCAO近似式がこれら分

子のあらゆる電子の特徴,即ち分子軌道の energy,電荷

の分布,bondorders,freevalenceなどの計算に用いら

れている｡

(I)関連化合物(Refrencecompounds)0adenine(

Ⅰ),guanlne(Ⅱ),〔式1参頗〕-核酸の構成に入っている

二つの基本的プリン塩基｡hypoxantbine(班)一核酸の再

合成に於いて大切な鍵となっている｡この再合成に於いて

inosinicacidからadenyllCaCld又は guanylicacid-

の転換の lnhlbltlOnとして purine代謝括抗物質の 抗癌

性が大きく関係している｡図1

(2)抗癌性を示すもの｡ これらには 6-mercapto-

purine(Ⅵ),tll10guanine(Ⅴ),2.6-dlamlnOPurine(Ⅳ),

8-a21aglユanine(Ⅶ),6-methylpurlne(Ⅷ),2-aza-

adenine(Ⅸ),pllrlne(Ⅹ)がある｡これらは実際すべて

が根本的なものばかりである｡
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(3)前述のものと関係があるが抗癌性のないもの0
8-aza-6-mercaptopurine(ⅩⅠ),8-aZia-purlne(Ⅹ
刀),8-aza-adenine(ⅩⅢ),8-a2;aXanthine(ⅩⅣ),6
-carboxypurlne(ⅩV), 6-cyanopurine(ⅩⅥ)O其の P

他多くの Potentialな purLne代謝括抗物質は抗癌性を少

しも示さない｡この構造は活性な代謝措抗物質からは一般

的にずっと異っている｡もし不満性な化合物が活性な化合

物と表面分子構豊でほんの少ししか異っていないならば,

actionの mecllanism について重要な知見が得られるだ

ろう｡また多くの理論は,ある分子の形状が tllenatllral

baseの形状と広い範囲にわたって異っている様な場合に

は抗癌性に欠けるという事をかなり確実に推論した｡

更に詳細な実験によって得られた種々の盾某から次の様

な結論に至った｡即ち,一つのはっきりした相関関係が,

electronlClevelに於いて代謝措抗物質の構造と抗癌性の

間にある｡〔この関係はプリン骨核の環状窒素にある様で,

更に二重性を有している〕｡図2

図2 プリン骨核の原子の numberlng

/＼
N/ 6＼ N

l去 引 87[
＼ 3/＼ 9/
＼＼､/ ＼＼〉/
N tlN

(1)Hydrogen-bearlng NOの electricalchargeと

抗癌性の関係Cプリン環の 疋-電子 poolの共役 に於い

て,この lonepalrの関与故に多くの化合物が規則正し

くposltivechargeを有しているo この chargeは関連

化合物に於いて 十0.400eから+0･419e迄の範BEに,活性

な代謝括抗物質は +0399eから +0･431e迄の範囲に,

不活性なものは +0.437eから +0･441e迄の範囲に位置

しているO -版的法則は 〔N9の posltlVeな規則正しい

Table l 塩基性と抗癌性

2.61diamlnOPurine
2-aza-adenine

Adenine

Gllanine

81aZaadenine

puTlne

81aZaguanine

6-methylpurlne

6-mercaptopurlne
81aZaPurine

6-cyanopurlne
8-a2:aXanthine

図3 Calculatedverstisexperilll.entalbasICltleS･

inpurinesandpyrimidines

~2 ~7 0zQp(d%p)･
chargeは不活性な代謝括抗物質に於いては活性なものよ

りも大きく,活性なものは naturalbaseと同じ程度の大

きさを持っている〕｡この関係は一つの簡単な生化学的解釈

をもたらした｡即ち Ngは塩基の metabolicrlbosidat10m

の部分であり,ribosidesの安定性は,少くともこの窒素

が posLtivecharge であると云う事が分る｡活性な代謝~

括抗物質の rlbosidesは この様に不治性な Tlbosidesよ

り安定でなければならない｡実験的に判明したことは,実

際次の事柄を示しているO即ち Potentlalな purine括抗

物は一定した ribosldesに変化した時にのみ抗癌性を有

し得る｡要に drugsの作用に対する生体の抵抗性の増加

が,それらを ribosldesにする能力の欠如に関係している

とさえ思われる｡
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(2)Theremalningringmtrogensの塩基度と抗癌

性との関係O凍りの hydrogenfreeringnitrogensは規

則正しく負の chargeをおびているOこれらの塩基度は直

接protonに対してある引力を及ぼすと考えられるcharge

にもとずいている｡しかし最近の研究に於いては次の様に

云われているO即ち,polyaza-compoundsでは,塩基度

は更に複雑な式によって示されていて,

B-C2+∑ Qp(dd/pp)
p≠d

Qpは窒素原子の規則正しい charge,(dd/pp)は窒素原

子の lonepalrの electronと原子 Pの7トelectronとの

間の Coulombintegral,合計は環のすべての原子 Pにつ

いて計算される｡この方程式は図3からも分る様に関連化

合物に於ける相対的塩基度を予言するのに良好な結果を与

えるO図3では ∑p≠dQN (dd/pp) の量は一連の生化

学的に重要な p11rlneSや pyrimidinesの実験的 PKaの

値に対して考えられている｡ (円印は,各化合物 の最 も

basICな nitrogenを示しているO)

抗癌性と関連して考えると, これらの結果は Table1

から推論される様に,抗癌性と塩基度の間にたしかに満足

しうる様な相互関係が存在していると考えられるO従って

明らかに抗癌性を有する化合物は,抗癌性を有さないもの

よりもずっと塩基性であるOこの相互関係を更に詳しく表

わすと,活性な代謝括抗物質の塩基度は不活性な化合物の

それよりは naturall⊃aseに近く,活性な代謝括抗物質の

最もbasicな rlngnitrogenはNlかN7のどちらかで
もあると推論される｡これは adenine,gllanLneに於いて

ち,最も bas】Cな rlngnitrogenが Nl,NTであるのと

一致しているO

抗癌性と塩基性との間の関係が 重要なことが pyrazo1-

pyrimidlneSの抗癌性に関する最近の研究から強い支持を

受けた｡

式2

N//＼ー N N//＼- NH
と_十 1 - 日､､1lT
N NH N

XⅦ ⅩⅦ【

S S
I

HNr1-¶ N HNn r NH
N NH N

XⅨ ⅩⅩ

NH色 NH皇

Nd(lh N入 - NH

H2N/Y Y HN HEN/kノ【＼メN
N

XXI XXⅡ

NH_Q NH2-N//＼- N//＼-NH
HL､いN LL.._-＼-NNNH N
XXIⅡ ⅩⅩⅠV
O 0I

HN/＼- HN//＼- NH

H2N/LJU rN k人 メN
NNH H2N/N

XXV XXⅥ

pyrazolpyrimidlneSはimldazole環に於ける窒素原子の

位置のみが異った化合物で prineの異性体であるC この

二つの基本的な pyrazolpyrlmldlneS環は (ⅩⅦ), (Ⅹ

Ⅷ)である｡式2｡これら多くの誘導体は抗癌性という見

地から実験的に研究されて来た｡そして研究された化合物

は活性な plユrineの類似体を含んでいた｡例えば,6-me-

rcaptopurineの類似体 (ⅩⅨ), (ⅩⅩ),2.6-dlamino

purineの (ⅩⅩI),(ⅩXII),adenineの類似体の (Ⅹ

ⅩⅢ),(ⅩⅩⅣ),guamneの (ⅩⅩⅤ),(ⅩⅩⅥ)もま
た研究された｡約100種もの分子が研究されて, adenine

の析似体だけが抗癌性を持つという重要な結果が得られて

いる｡

抗癌性と塩基度との関係について現在の知識から直ちに

分る様になった｡それから研究された結果,すべてのpyra-

2=01-pyrimidinesに於いて,pyrazolpyrlmidlne,adenine

叛似体を除いて,最も境基性なrlngI)itrogenは3の位置

にあり,naturalbaseの adenineや guatllneに於ける

と同様に,又は括性な ttclassical"な pllrine代謝括抗物

に見られる Nl,N7の位置には存在しない事が分ったD

最も 強い塩基性の nltrOgenが Nlであるのは (ⅩⅦ),

(ⅩⅩⅤ)に於いてのみである｡更に,活性な adenine

類似体の塩基度は adenlneの塩基度の近くにあるし,

活性な "classical"な代謝措抗物質の塩基度位なければ

ならないO-方不活性な (ⅩⅦ)の塩基度はずっと小さく

て,活性な "classical"な代謝持抗物質の塩基度の程度よ

りもずっとはなれている事が分ったD (これら二つの化合

物の∑Qp(dd/pp)の値は各々 -1.67,-123である｡)

この様にして塩基度と抗癌性との間の関係は不活性な多く

の化合物から活性な化合物の群を分けるのにすぐれた選択

法となっているOごく最近では pyrazolpyrimidlneSの塩

基度は実験的に決定されてきた.又これによっても,化合

物の塩基度と抗癌性との間に一つの関係があると言う結論

に達しているOそれにもかかわらず,この関係にはある数

の例外があったoこれは次の様な事実にもとずいてV-､る｡

即ち,分子表面の最も塩基度の強い nltrOgenの位置 と

いう点に於いて考えられてきたからである｡種々の化合物

が抗癌性に欠けている場合には, ごく一般的に pyra2,01-

ー 14-



pyrimidinesの最も強塩基性を有する nltrOgenは NB

でなければならないし,】菅性な代謝持抗物質に於いて

最もt)asicな nltrOgenは Nlになければならない (場

合によっては N7になければならない｡)と言う理論に疑

問が生ずるが,この疑問に対してはっきりした解答は未だ

なされていない｡しかしそれにもかかわらず pllrlne骨核

の Nlは hydrogenbondを通じて DNA の purlne-

Pyrimidinepalrを形成するのに関与している nltrOgen

である点は注目される｡この様にして naturalbases(一

つの procedureがそれらの抗癌性に関係づけられる可能

性がある)の面で核酸へと入り込む potentialanalogsの

能力は,絶対的,相対的な塩基度の値の両方に依っている

ことが推量されている｡NTの重要性に関しては,酵素の
中心や金属イオンを有する終局的には複雑な formatlOn

に於いて,この位置の関与が考えられている｡

蘇局,pyrazolpyrlmidinesの系に於いての抗癌性 と

hydrogenbearlngな Nsとの問には関連性がないと言

う事が付加される｡実験的 dataによれば,これら分子群

に於いての rlbosidationは抗癌性を有するには 必要な条

件ではないことを示した｡

Submoleclllarstructllreと抗癌性の関係に於けるこれ

らの研究は全く始まったばかりであり,得られた結果から

結論することは冒険ではあるが,この関係を我々が更に理

解しようと努力することは,経験的な現在の化学療法の面

に於いて一つの合理的な化学療法-向う道であることが期

待されるD発癌物質の化学的分野に於けるこの理論の成功

は,既知のものよりもずっと強力な発癌物質の創造へ導か

れたoやがて,この創造が癌の化学療法の分野でなされる

ことが期待される｡

ElectronicbiochemlStryの分野に於いて現在研究され

たもののうちで,ここでは書かなかった他の重要な問題と

Table 2
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しては次の様なものがあるD即ち, theelectronicStru-

ctureoftheenergy-richphosphates,themechanism

ofactionofhydrolyticen2=yme,themechaTlism of

actlOnOfdecarboxylatingenzymes,胆汁色素の eト

ectronicstructure,PorphyrlnSのelectronlCStrnCtnre

と生化学的役割等である｡

ElectronlCbiocbemistfyは理論化学の最も興味深く発

達したものの一つであり,生の神秘の根本的理解-と向う

Submolecularbiologyへの広い入口でもある｡
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紙上の波を見て窒素の

立体化学を覗うこと

生薬助手

近 藤 寡 和

一 現 在 の我 々の仕 事 -

酒を欽むには金がなし,映画を見るには時がなしと言っ

た学を究むるには最高の環境に置かせていただいています

ので,アミコスの編集子に請われるままに一文を革するこ

とにした｡

私が核磁気共鳴 (NMR)に興味をもったのはと言うよ

りむしろ持たせられたのは大学院に入って間もない頃でし

たo当時佐々木先輩と二人でギリアムの輪読をやっていま

したが,それが一回二時間30頁と言う進みぶりで,終ると

身心共にフテフラした感じでした｡その後いつもの様にグ

タウスキの例の文献を持ち出して,ケミカルシフトとか,

カップリングコンスタントとか聞きなれない単語を並べて

私を煙にまいたものでしキOその時程敗北感で身をしめつ

けられたことはありませんでしたD

幸い東北大学に職を得て,しかも望むべくもない池上先

生に御指導を得てNMRをやる機会が出来たことは何とし

ても狂喜に近いものです｡

アミン類,アルカロイドに含まれる窒素の｡-ンペアは

周囲の状態により若干具って来ることはよく知られていま

すO例えばブラウン教授はN-ア/レキルアニリンの0-位

に置換基を入れると反応速度恒数が低下すると述べられて

自 然 の 美

章 紳 恵 美 子

｢あの風景の美しさはとてもロに言い表わせない｡｣｢言
語に絶する美しさ｣よく人はそんな風に言う｡旅をして,

大自然の中に身を直してその意味が理解できたD自然の美

しさ,すげらしさを讃える詩,言葉はたくさんある｡しか

し ｢ああ松島や松島や｣これが本当に自然の美しさに接し

て心から発した言責だと思うOそしてその美しい自然の景

観の上に重要なウェイトを占めているのが水である｡水は

全てH30 それなのにその色,その水鏡に映るものはそれ

ぞれ違う｡

北海道を旅行していて数々のそれぞれ違った美しい水の

色をもつ湖をめぐったが,特に印象深く残っているのは,

原始的な美をたたえている摩周湖と然別湖であるO

-種異様なひきずりこむような神秘さをたたえている摩

周湖,岸:近くまで原始林の壁,断崖を湖岸に降りる道もな

ければ注ぎこむ川も又流れ出る川もない｡それでいて深さ

は常に変わらず静かに横たわっているO水の色は其蒼とい

うか何と言うかとにかく言葉では表わせない.数々の伝説

いますOこれはとりもなほさず,0-位置換基によりロー

ンペアが取り囲まれた状鮭になるからです｡では置換基が

全くなくムキ出しのローンペアだけの場合を考えよう｡今

此ローンペアが何かの都合で少し向きが変えられたらどう

だろう(cis一及び trans-quinoli之idineの場合がそれ)こ

の変えられ方が少い場合はもはや我々は化学的にこれを知

る手段はありませんO

我々はこの少しの違いを知る手だてはないものかと思い

廻らしまして,ここにNMRを導入した訳です｡

その原理と言いますのは,このしらべようとするアミン

に酸を加えてやります｡酸はプロトンを出しますので,こ

れはアミンのローンべァ目がけて飛びついて行きます｡こ

こで我々は一つの仮説を立てましたOプロトンがローンペ

ァ-飛びついて行く(これを exchangeで表現)時,ロー

ンペァの垂直方向から行うと言うことですOそうすると広

々とした空間につき出しているローンペァ程プロトンを受

け入れやすくなる訳です｡環状アミンの場合,餅近所に水

素がニヨキニヨキと林立しているので,個々のアミンによ

って窒素のローンペアの邪魔され方が違う訳ですから,こ

れ-プロトンが飛びつく度合いをしらべればよい訳です｡

これがNMRのシフトの差になって表われて来るのです｡

我々はこれから進んでローンplァがどれ鎧傾いているか

まで知ることが出来ればと,取らぬ狸の皮算用に余念があ

りませんD

この様に夢想が夢想を生み,そしてそれが現実となった時

薄給の身で王者の心境にいたれるのです｡

はともかくとしてただアイヌがこの湖に神が住んでいると

信じていたことだけは十分うなづかれる｡

葡ずれる人も少ない静寂境然別湖,複雑な湖岸線をもち

白樺などの原始林におおわれた周囲の山々の裾が湖岸に迫

り,雲のたたずまいや雲の去来にもこの湖は高所にあるた

め,平地には見られない神秘的な変化があり,早朝或いは

夕碁に湖畔を誼造すると,しばし人を忘れ自然の子にして

くれるO

二つの湖に述べた様に水の美しさは対岸の美 しさであ

る｡山や木やそして空や雲に依る｡しかしその水の色を賓

に言葉で或いは絵画で表わすことができないのではない

か｡ジェイムス･トムソンも次のようなことを育っている｡

｢だがだれが自然のように色を塗ることができるだろう

か｡そのあでやかな創造物の中では想像力も自然のような

色合を誇ることができるだろうか｡｣ (2年)

忠幸~
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考 え て 見 よ う

我 々 を と 9 ま く 問 題

編 集 部 -

×-本学医学部薬学科は,他大学の薬学科と若干異 り,単なる薬剤師の養成のみを目的とするので･×

×･･･なく,むしろ高度の知識を有する薬学者を養成 し,医学と薬学の連繋度を高めるため,その学.A×

×･･.科目のうちに医学関係科 目を多数加えた総合的薬学の研究に重点を置かんとするものである -×

上の主旨を掬げて,東北大学医学部に,薬学科が誕生し

て,早くも5年,既に大学院も設立され,各研究がいよい

よ軌道に乗ろうという現在,私達は,ここに私達をとりま

く問題を,出来るだけ正しく見つめ,今後の薬学科の発展

の′トさい礎石となるよう,各方面から検討を試みてみた｡

まず始桝こ,各民間会社及び第一期生として,実社会へ

巣立った先輩に対し,その意見を求め,更に学内に於いて

をも 大学院及び学部学生の考えをまとめ,次いでそれを基

に検討を進めたD

その1-先輩はどんな分野に進んだのであろうか｡

貸一期生のうち大学院進学者を除く就職者の約8割は,技

術関係 (現場及び研究所)につとめ,その大半が研究所で

働いている.なかには,会社より大学に派遣され,更に研

究に従事している者もある｡特に化学工業系への進出が目

立ち,これは現在の好景気による化学系学生の不足と,製

薬部門への進出によるらしい｡これは今年度も同様な傾向

が見られる｡各会社よりの解答によれば,これが全国的な

候向であるかどうか,直ちに結論し難いが,特に目立つ事

は,化学工業系会社でも,営業部門に薬学系出身者が,非

常に多く,いわんや製薬会社に於いては,それがきわめて

甚しく,数社の集計によれば,研究所,現場の人員構成に

対し,営巣のそれは,2倍半に近いものであるDこのよう

な営業部の,薬学出身者の吸収の原因とは,一体なんであ

ろうかO-卒業生は,この事を ｢薬学系出身者の特徴の一

つは,その仕事が,事務,営業,技術系などの何れの仕事

でも,やる気さえあれば,一応処理出来るという有能性だ

と思う｣と述べているが,はたして単なる有能性という膏

薬で片づけられる問題なのであろうか｡むしろ逆にいえば

｢何らの特殊性を持たない｣という事になりはしないだろ

うかoそこで次に特別実習をも含めた,カリキュラムを,

広い立場でながめてみた｡

その2-カリキュラムの編成はどうなっているか｡

当薬学科は4年の6月までで,一般教科を終え,7月から

特別実習として,各教室に配属される｡この間学生は,何

度となく試験に悩まされる事になるのであるが,結局我々

には,

そD2Dl-盲り17i国家試験が待っているのであるD

実際には,一期生で,殆んど全員に近い者が,資格を取得

したものの,いわゆる病院或は開業薬剤師となった者は,

皆無であり,現4年生にもその希望者はいな∨二｡では何の

為に国家試験を受けるのであろうかOこれに対し殆んどの

者は,｢現在それ程必要でなくても,取得しておくに,こ

したことはない｣｢就職上必要｣｢受験資格があるのだか

ら受ける｣等の意見をよせている｡しかも,その大部分が

｢授業内容にかかわらず,ある程度独力で準備出来る｣と

いうのであるから,国家試験を多分に意鼓した,現在のカ

リキュラムが至当なものかどうか疑わしくなってくる｡

その2の2-そこで薬学科のカリキュラムを同学の他学

部のそれと比戟してみた｡

理学部化学科では,分析,有機2,無機2,物理化学及

び放射化学,全部で7科目,工学部応用化学では,それと

対席的で,実に教科が多く約20科目,更に実習の科目が14

しかもこれらは単位取得に最低の線であり,更にこれらの

5割増ほどの全科目の中から,適当に選択出来る仕組みに

なっている｡農芸化学科まこれもまた相当な教科数を有す

るが,同時に選択教科も,かなりの数にのぼる｡いずれに

せよ,応用学科たるものは,幅広く,しかも学生に自由に

選択出来る機会を与えているのが目立つO然し我々の薬学

科は,その科目数も決して少くなく(農芸化学と同じ16)
しかもそれには一際選択制は謬められていないO応用学科

としての薬学科であるから当然のことかも知れないが,秦

学科学生としてht,むしろ ｢研究第-主義とし,その幅広

い基礎にふさわしい,はり下げた内容のもの｣を望んでい

る意見が,圧倒的だとあれば,近い将来何とか改善されね

ばならない問題ではなかろうか｡又これを単に科目数から

だけでなく,その特徴を他の学科と比故すると,単に有機

化学という一面を取り上げても,その理論的根拠となる物

理化学の方面に,他学科はかなりのカを入れている｡

又農芸化学科は,その性格が,基礎を生物に置き,ものを

化学的に考え天然物から生産物を作ることにあるというが

それに特徴づけられるように,就職者の8割は微生物簡酵
関係をやらせられるという｡つまりその科全体が,ある-
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つの傾向を持っているのが,強みといえば強みなのであろ

うOこれと薬学科の授業内容を比較すると,例えば有機化

学に於ける理論的な面 (物理化学等)に欠け,しかもその

科としての性格 (目的を意味しているのではない｡目的は

医薬を作ることは自明である)があいまいであり,その事

は就職した先輩の意見にもうかがえるのであるO

その2の3-カ9キュラムと就職の関係はどうなのであ

ろうかO

まず,現在勤めている先輩の発言を聞いてみようD先にも

ふれたように,基礎理論面の欠如について,ある先輩は,

｢ミクロの技術なら他学部の者にひけはとらないが,理論

面ではダメである｣と言い,又 ｢薬学系の者は数学的な取り

扱いに欠け,これは社会に出た場合に,他学部のものとの競

争に負けてしまう決定的要素のように思われる｣というの

であるから,如何に彼等がその方面の知識の必要性を痛感

しているかがわかるO加えて会社-のアンケートにも ｢薬

学系出身者に望むことは,技術上の理論面の習得である｣

と言うことからも,この辺の事情を推察出来るであろう.

又その特徴についても ｢薬学系出身は他の学部では得られ

ない薬品の生体への反応,解剖,薬品作用学的なことなど

を身につけていると,東学系として認められ尊重されるこ

とになる｣とも言っているが,まことにもっともなことで

あり,又当然そうでなくてほならないと思う｡はたして薬

学科に於いてこれらの問題に対する十分な教育体制が行な

われているだろうか｡

以上の様な点からほぼ薬学に於けるカリキュラムの性格

のあいまいさが,伺われるのであるが,今後,他学部と共

存して学科としての独自性を保っていくには,学問的特徴

が当然裏付けされなければならないと思うO現在に於いて

は有機化学に於ける理論面(例えば物理化学,電子論など)

更に有機物の生物活性,或は製剤にからむ一連の生産手段

上の理論 (化学工学,工業管理など)等の方面の教育も必

要だとあれば,いきおい二年間という限られた期間内で教

育を行うことが無理なのかも知れない｡それなら当然考え

られる結果として

その2の4-分科制にするか,終業年限延長制にしたら

どうであろうかD

分科制を主張する意見の代表されるものとして ｢結局は限

られた時間内で広く深く知識を求めることは困難であるか

ら分科制に踏み切って一分野の知識を深く身につけたい｣

と述べている｡しかし薬学というものが有機化学,生化学

を通して最終的には,薬品を生み出す事に渚びっくと考え

れば,むしろそういった各分野のギャップを埋め統合して

いかねばならないのであるから,分科制はむしろ逆コース

となる恐れはありはしまいか｡というのは現在の講座制の

もとでは,それらの学問上の統合が,殆んど行われず,た

だその分野のみに深く突込んでいくことになりかねないか

らであるOしかも分科制はそれに拍車をかける結果になる

かもしれないO延長制については,3年の学生に賛成者が

多く4年生は反対者が多いという興味ある対席が見られ,

これは少なからず特別実習に入ることが,その考え方の奥

機になると思われる｡しかしこの反対意見とて必らずLも

現在の内容で満足したものでなく,殆んどは専門課程の延

長を望み,それが教養部短縮の形で実現されることを望ん

でいる｡しかし教養部-のくい込みを認めない意見 もあ

り,教養部はそれなりの使命があるはずで,一般教養を深

める期間であるべきだと主張している｡もっともな意見で

はあるが,一般教養なるものは,何も学部進学と同時に終

ってしまうわけではなく,むしろ学部でも当然行われなく

てはならないものである｡しかも一般教養青々たる性質の

ものがとかく大学受験後の反動で,暇にまかせて,ただ慢

然と過していることが,ありはしないであろうかO又化学

の講義一つを例にとってみても,教養部と学部の連絡が,

殆んど無いように見受けられ,これらの問題点を解決する

一番の近道を,教養部短縮の形で求めるのも当然のことか

も知れない｡延長制を主張する者は ｢研究部門-進出する

ならマスターコースを出ればよいという考えは,誤ってい

る｡元来東北大学は研究者養成を標傍しているのであるか

ら,その主旨にそうような延長制はやむを得ないであろ

う｡｣と述べている｡又表面的には出なかったが,経済的問

題は大きな比重を占めているだろうし,或は社会的問題,

例えば仮りに薬学のみが,一年延長したところで,それ相

当の待遇で社会が受け入れてくれるかどうかという疑問も

生じてくるであろう｡この間題については色々と現実との

矛盾を含み,一つの結論として打出すことは困難である｡

その2の5-特別実習について

これこそ,国立大学の最も特徴とすべきところであり,

我々学生の一つの憧れであり目的でもあるDそこに於いて

始めて,薬学者としての研究旗度養成のスタートラインに

つくわけであり,特別実習の意義は l実験技術と自主的計

画検討"を含む捻合的訓練にあり,更に同じ研究を通じて

の tl人間的な触れ合い''をも含んでいるわけである｡この

ように特別実習そのものは,我々が将来,一人前の技術者

としてやっていくのに欠かせない基礎を作るものなのであ

るが,実際に特別実習をやってみると色々な問題がないわ

けではない｡その間題の大きな点は,学生実習との問の飛

躍にあるようだ｡つまり学生実習の何ヶ月かを終え,その

間きわめて間口の広いしかも浅い知識しか与えられず,い

きなり,きわめて専門的な問題にとり組むわけであるから

そこに当然ギャップが生ずることになり,｢大学生時代は,
むしろもっと基礎的実験を数多くやり,[allroundな英学

者として成立つようにしてもらいたい｣という意見を生む

ことにもなるO卒論と就職とは全然無関係ではないが,

｢学士卒で入社したものでは,特別実習のテ-マきま考慮し

ない｣のが実情であるらしいOこれは次の数字が物語って

いるものと思う｡
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各部門-の人員配置の仕方 (修士課程者も含む)

① 個人の希望による配置決定 17%

◎ 出身学科の特殊性をみて 45%

㊥ 卒論の内容によって 50//.

④ 卒業時の成舷 11%

(亙 その他 11%

編集部注 (以上化学工業系会社5社,製薬会

社4社の総計による)

又,特別実習期間に入ると講読の欠如などにより学生間の

｢共通の考える場｣というものが失われ,更に変に一人前

の研究者ぶって悪い意味での ｢研究者かぶれ｣してしまう

などということが,たきにLもあらずである｡確かに与え

られたテーマのみに終始して,他の分野を顧みず,次第に

柔軟性を失うことがあるとすれば,残念なことである｡又

ここで考えられることは,特別実習に入ると,その教室の

研究に参加するわけであるが,｢与えられたテーマについ

て実験を進めていくうち,学生にとって,新たな疑問と興

味ある問題が生ずるのであるが,それを深くはり下げたい

と思っても,それが教室の研究方針に合致しなければ,釈

究の対象外とみなされる｣と訴える者がいる｡恐らくこう

いった意見は,特別実習は,その教室の研究に従事するこ

となのか,或は学部の学生として教育を受けるのだろうか

という疑問を意味しているのではなかろうか.勿論,特別

実習は研究を通しての教育だろうが,学部の一年足らずの

講義を受け,直ちにきわめて専門色の浪い-いい換えるな

ら,狭い分野を追求していくということは,限られた二年

間で allroundな薬学技術者を養成するという意味から

も問題があるのではなかろうかOこんなことからも,｢特

別実習期間は,せめて期間をおいて二つ位の教室に入り,

教育を受けたい｣･とか ｢この期間にも,週に二 ･三回の講

義があってもよい｣という,意見が生ずるのだろうと思わ

れる｡

その3-私達は現在,何を必要としているだろうか｡

私達は,ここでもう一皮当薬学科の創立の主旨を,と〈と

考えてみよう.実際,社会が薬学というものに,期待して

いるものは, "よりすぐれた医薬の開発"ということであ

ることは,だれも疑わないであろう｡そこにこそ薬学科の

使命と目的があるOだが〝英〟を生み出すということは,

なみ大抵のことではないoそれは常に医学の発展と共に歩

み,そこには切り離すことの出来ない辞がある｡私達はも

っともっと医学を意織してもよいであろう｡だが単にそれ

だけでは/J薬〟が生れるものでもなく,やはり,それ以前

に薬学科自体のまとまり-換言すればスムースな横の連絡

が,絶対に必要である｡最早l′薬〟というものを,個人プ

レーで生み出すことは至難である｡現在まで,厳重な予防

と治療の網目を,くぐり抜けて,生きのびて来た,又新た

に生長しつつある病根に対し,薬学を志す者は,総力をあ

げて,立ち向かわねばならない｡このことを単にムード的

なものでなく,実際的な軌道にのせる為には,如何なるこ

とを為せばよいのであろうか｡凍念なことであるが過去の

薬学に於いては,横の結合が殆んどなく,薬学の使命に決

定的打蜂を与えていた｡これからの薬学者は,何とかしてこ

の点につき,よりよい方向に導かねばならない.誰もが認

識しているが,又誰にとっても,むづかしい問題であり,

あらためて,ここにもう一度考え直してみる必要があろ

う｡この問題については,ともすると,理想的な空論に終

ってしまう傾向があるが,出来る限り現在を基として,な

がめてみた｡まづ最初に考えられることは,各講座には,

各々その教室の研究対象をパックとした主義主張があり,

それに基づいて各人各々考えることが,異なるから,そこ

に,最大公約数たる Lt共通の考える場を持つ こと"これ

が何はさておき,真先に行われなければならないことだろ

うO具体的には,或る程度共通性を有する講座問の合同ゼ

ミ,特定テ-マを各講座より追求する交換ゼミ,又は持ち

廻りゼミ等のゼミナール形式をとることや,定期的な各人

のテーマを発表することなどで,これは大部分の学生が,

努力如何により,その実現性を認めている｡又 ｢これらの

ことが出来ぬ様では,以後の発展は望めそうもない｣とい

う意見も最もと思われるOだが東北大学薬学科 は,まだ

若いO若い時代にこそ夢もみれば,理想も掲げ,それに向

って前向きの姿勢をとらねばならない｡現実をよくみきわ

めて,高い理想をいだくなら,必らず実現される日がやっ

てくるだろう｡私達が,最も理想とするところ,それは古

い過去の思想にとらわれることなく,或る特定テーマを基

盤とした,各講座の共同研究,いい換えるならば,現在の

講座制にとらわれず,一つのテーマに対し,生化学的,育

機化学的,物理的,その他あらゆる方面から経合的に追求

することであろう,その場合にこそ,今までの講座に於い

て,深くつっこんだ研究が,始めて意義あるものとして使

用され布る｡事実,欧米,ソ連では, この system で研

究を進めていると開くO又国内に於いても,理論物理学方

面(素粒子論研究グルーブ)ではこの system が採用され

て相当の成果をあげている｡現在の率学を評し,或る卒業生

は ｢現在の場合,狭い知識を持った似たような考え方の

人間が集まって,ああでもない,こうでもないと議論する

ことが多く,違った方向から考えてくる人が少い｡薬学の

畑で育った人のみでなく,臭った分野の人間も入って,討

論出来る体制が,望ましい｣と意見を寄せている｡しかし

ここまでいかずとも,せめてテーマの進展につれて,関係

する教室に自由に出入りして,指導をあおぎたい,という

のは,学生の偽らざる気特ではなかろうかO結局のところ

共同研究の体制をしくには,それなりの準備が必要で,現

在の段階としは,やはりゼミナールあたりから,除々に解

決の糸口を造り出すのが最も順当と思われる｡ただゼミ,

ゼミといったところで,現在の状態は,与えられた仕事に

追われ,その余裕がないことは,皆のロにするところであ
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り,又大学院学生のゼミナール中断によっていかに難しい

問題かが推察出来ようが,ある程度 SystematlCなものに

することによって解決されるのではないだろうか｡要する

に,殆んどの人間が,その必要性というものを認識してい

る｡我々にとって最も要求されることは,それに伴う種々

の障害を乗り越えて行く,若いエネルギーの集積ではなか

ろうか｡

その4-薬学の歴史的背景と今後のあり方

以上とりあげた現在の薬学に放ける,諸々の矛盾-それは

過去の薬学の歩んで来た歴史的背景によって裏付けされた

宿命であったのかもしれない｡｢明治の初年に,既に西欧

で出来あがっていた職業教育としての薬剤師教育,及びそ

れに伴う生産の場から販売の場に転じた薬局形鯉,精密化

学工業としての製薬生薬の有効成分研究と表裏の関係にあ

った,18,9世紀の有機化学等が atrandom に, 完成さ

れた形旗として,輸入され,何ら組織化されることなく各

々の分野が,そのまま受け継がれた薬学の歴史一資本と技

術の欠如から,直接生産に結びつかず flneCllemistryと

称して,象牙の塔にたてこもった,大正初期,そして弟一

次世界大戦による輸入停止と,その場しのぎの既知薬効物

質の合成,生産化,戦後の行程変更のみに終始するパテン

トくぐりの技術者を,生みだしたEl本の兵学｣ (自然15の

9参照)我々は,今ここに,日本の薬学の持つ歴史的意味

を正しく理解すると共に,今後の学科の独自性というもの

を,切 り開くよう,努力せねばならない｡それは単に薬効

のある桑をみつけたとか,作ったという事のみでなしに,

もっと広い見地から "複雑な生体反応の一つの現れ"とし

ての diseaseを医す L物質"を研究することにある｡ そ

のときにこそ,医師の下にいっも置かれる薬剤師の問題

ち,就職に際しての民間会社の偏見も,自ずと氷解するで

あろうO

あとがき

以上 当薬学科の発足以来,浅学ながらも私達の考えて

きたことを,まとめてみた｡私達の考えは,まだほんの入

口で,考え至らざる点も多分あるだろうし,文章自体に矛

盾を含むものもあろう｡又個人の考え方でこのような問題

を解決し,順応出来ると主張する人もあるだろうし,事実

それをやり抜いて来た者も,なかにはいるだろうが,個人

的に努力するのは勿論必要ではあるが,それを,ただ個人

的にのみやれという温度では,いつまでたっても学問の進

歩は,望み得ないし,結局その本人自体,壁につき当って

しまうのでないだろうか｡やはりsystematlCなものとし

てこそ,始めて学閥として進歩し得ると信ずる｡自分の現

在の仕事を実行もせず,こんなことを述べて来た私達を,

とやかくいう向きもあろうが,実際k教育を受けているの

は私達なのであi),その点からいえば,私達の感ずる悩み

は,私達にとっては,非常に大きな意義があることを知っ

てもらいたい｡そして私達の持つ悩み-換言すれば, "そ

れに伴う困難ぎ'の核心は,我々が,そして薬学全体が,

正しい方法論を持つことにあると提言して,この拙論を閉

じよう｡

≡--+ :_;-= =芸 風

-20-



教養部時代をぎう過 したらよいか

薬学科学生に対するアンケートから

教養部の目的は広い教養を身につけ,人格の高揚を目指

すことであるという｡しかし実際に学生は教養部時代をど

う過し,どこにその意義を見出しているだろうかDそれを

知ることは,教養部の今後の在り方を考える上にも大いに

興味ある問題だと患う｡

そこで編集部ではこの点に間して,薬学科の学生を対称

に種々の面からアンケートを求めて見たO回収率は50%前

後だったが,ある程度薬学学生の教養部に対する考え方と

いうものはその中に反映されていたと思う｡

以下アンケートの内容から教養部の在り方について検討

して行こう｡

先ず最初に問題になるのは,教養科目というものが一体

どの程度の意義を持っているか,ということだと思う｡

-教養部の学生は学習の目的を ｢広い教養を身につける｣

ことに置いている者が最も多く,これを裏書きする様に文

科系科目と理科系科目に対する興味が同程度に示されてい

た｡しかし ｢語学,化学を特に勉強しておきたい｣という

ものが次に多いということは,｢もっと専門的な勉強を早
く始めたい｣｢実験をきちんとやる｣等と共に学部に備え
ようとする者が割合多いことを示している｡そして学習の

反面,教養部のうちに ｢活発にサークル活動をしたい｣と

か,｢マージャlン,ダンス等興味の対象があれば出来るだ
け多くのものに手をつけたい｣などの意見と数多く見られ

たが,これらのどの点に重点が置かれるべきだろうかD学

部の学生に対する 1教養部はどうあるべきか｡2教養部

でやっておけば良かったと思うことO3教養部で収穫があ

ったと思うことDという3っのアンケートに対する回答か

ら検討して見よう｡

1については,ィ,学習本位17.2%｡ロ,社会学 ･雑学

本位4418%｡ノ､,サークル本位138%O二,その他24.2%

という結果が得られたO各々の主な理由は,イでは ｢先づ

勉強しておかなければ駄目｣或は ｢学部における学習の基

礎だから｣というもの,ロでは ｢時間的に一番余裕のある

時期だから広く浅く何でも一通りやる｣というものに代表

される｡そして/､については交友関係,それによる人間形

成という点が強張され,ニに於いては ｢何本位ということ

なく'やり得る範囲で悔いのないようにやるべき｣といっ

たものが目立ち,｢教養部を短かくすべき｣とか ｢学部を
3年にすべき｣とか現在の制度について触れたものもあっ

た｡

2については ｢勉強｣というのが非常に多く,中でも英

会話を含む語学が最も多かった｡そして次が有機化学或は

化学というものだった｡又勉強とほぼ同じ位に見られたの

はサークル活動で,これは概してサークル活動に入ってい

なかった人に多く,または加入していた人でも ｢もう少し

活発にやりたかった｣というものである｡

最後に3の回答中には特に目立って多いものはなかった

が,その中では ｢親しい友人を得ることが出来た｣｢雑学
のせいで種々の遊びを憶えた｣といったものが割に多く,

学習に関するものは一つも見られなかったD

以上の結果を見て先ず最初に気付くことは1でロが他の

どれよりも上まわっているということである｡教養部の重

点は社会学 ･雑学に置くべきということだろうが｡しかし

ながら2について見ると勉強しておけば良かったという着

が非常に多いという一見相矛盾した事実を発見するOこの

ことから次の様な解釈がなされよう｡即ち,社会学 ･雑学

とはいうものの,あくまでも基本になる科目の勉強は怠っ

てはならないo但し所謂がり勉主義にはならず,暇の許す

限りいろいろと手を出しておくべきだということであろ

う｡この場合基本になる科目とは語学であり化学であると

見られる｡このことからも,学部に於ける語学及び化学の

必要性の大きさがうかがい知れるが,実際には所謂社会学･

雑学と呼ばれるものに悔いを旗している人は一人も見当ら

なかったのに反して,前提になるべき勉強に悔いを残して

いる人が多いというのは,どこにその原因を求めるべきだ

ろうか｡そして又教養部2年間に学習については何も収穫

がなかったという3に見られた事実についても同じことが

言えよう｡勿論この責任の多くは学生自身にあるだろうか

ら,今後心して改善すべきであろうが,そこには何か制度

的な欠陥はないと言えるだろうかD｢受験勉強からの解放
感を味わいたい｣とか ｢教養部は長すぎる｣｢専門課程を
長くすべき｣等の意見と共に大いに考えなければならない

問題だと思うC

結局,これまで多くの人達はむしろ学習以外のものに教

養部の意義を見出して来たと言えるようだDその一つは上

に見た通りであるが,人格高揚という教養部のもう一つの

目的は果されているだろうか｡

友達は第二の自己であるように,その人の人格形成とい

うものは交友によって左右されるものが大であると思う｡

そしてまた,教師或は先輩との接触から得られるものも大
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きいだろう｡次にこれらの点について見て行こう｡

薬学荊学生の交友関係のあるところはアンケートの鹿泉

によるとクラス,サークル,下宿 ･寮の順に多かった｡

薬学科の他学部に見られない特色の一つは少人数であると

いうことで,そのためお互が身近に揺することができるこ

とは恵まれたことと言える｡しかしこの中にのみ閉じ込も

っては教養部の利点を最大に生かしているとは言えないだ

ろう｡他学部の学生と交流するという機会も,この時代を

除いては少くなって来るだろう｡その意味でサークル活動

が大きな意義を持って来ると思う｡薬学科学生の約8筈1山ま

何かのサークルに加入し,その満足点として ｢サークルの

雰Bfl気が良く気軽に楽しめる場所をもつことが出来た｣等

の他に ｢多くの人と接触でき,人間関係の勉強になった｣

といった意見を多く挙げているということからも明らかだ

ろうOそして前にも見られたように,学部の学生でサーク

ルに入っていなかった人達も多くは今そのことを後悔して

いるということなどを考え合わせると,自分に適したサー

クルを見出して疲極的にその酒劫に参加することは有益だ

と思う｡

教養部に於ける教師と学生の結びつきという点はどうだ

ろう｡大部分の学生は結びつきはないと答え,その人達全

員が何かの形で教官との接触を望んでいた｡確かに一週に

一度か二度の講義,しかも多くの場合壇上に立っ者と,ノ

ートをとる者の間には何ら意思の疏通は見られず,両者の

関係は単に機械的なものに過ぎない現状では,教官と学生

の人間的接触は不可能と言える｡要するにいかにして接触

のチャンスを作るかが問題であろうが,結局学生の例から

積極的に働きかけることが必要であって,タナからポタモ

チ式の消極性は棄て去らねば,この間題は解消しないだろ

ラ.コンノ,.,レクリェーション等に招待するという方法も

あろうDそして思い切って先生を訪問する位の勇気も持ち

たいと思う｡その点 ｢当ってくだけろの積りで近づいて成

功した｣という-意見は大いに励みになるだろうo

又,上級生と下級生という縦のつながりも現在余りない

という意見が多かったが,強い縦の関係というものも薬学

科という小学科に於いては望まれることだろう｡英友会と

いう親睦機関もこのために生れたものと言える｡薬友会に

よって行われる様々な行事,或は又来年は医学祭もあるこ

とだし,それら交流の機会に各人が参加すべきだと思う｡

最後に学生運動をこついて触れておきたいD

最近学生運勤は目立って激しさを加え,昨年の安保問題

ではその頂点に適した｡これらの運動は東北大学の場合常

に川内分校学生自治会が中心となって行われているので,

教養部に於いて,誰しもこの間題に関心を持ったことと思

う｡実際に恭学科の学生はこれをどう消化して来たか,過

去勤評問題,安保問題を経験した学部学生に対するアンケ

-トから採って見ると,その7割は直接に学生運動に参加

している｡そしてこれらの人達に最も多く見られた意見は

｢学生も国民の一人であるから,政治について考え,行動

に移ることは必要であるが,良し悪Lを真剣に考えて対処

する必要がある｣といったもので,その他 ｢運動には賛成

だが,全学連幹部など少人数のはね上りは良くない｣｢学
生生活をはみ出さない程度にや るべし｣｢手段を選ぶべ

し｣などがあった.一方参加しなかった人達では ｢授業放

棄等の実力行使は良くない｣｢学生運動より自分の勉強が

大切｣｢今の学生連動は単なるエネルギーの発散的傾向が

見られる｣などの批判が見られた｡

アンケート中に多く見られるように学生も政治に関心を

持つことは必要であろうDそしてある問題について学生運

動が必要かどうか,その手段が適しているかどうかなどは

各人がよく検訂した上で決めるべきだと思うD学生運動に

限らないが何時でも自己の立場を正当化できる確固たる信

念を持って事に当ることこそ重要だろうDむやみに単なる

エネルギー発散のために学生運動に走ったり,逆にやたら

にこれを毛嫌いすることは忌むべきである｡そして勿論ア

ンケート中にも見られた様に ｢見えのためや,友達付合い

のための参加｣などは決してあってはならないと思う｡か

えって真の学生運動の発展を妨げることになるだろ うか

ら-･･-｡

以上種々の面から教養部の在り方について見て来たが,

教養部時代をどう退すかは結局その人その人で様々であろ

う｡そして何をするにしても,あくまで後に悔いを残さな

いようにやることが大切であり,そうすれば将来いつかは

役立つことがあると思うO教養部を意義海く過す上に,こ

のアンケートが何らかの参考になれば章だと思う｡

(編 集 部)
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後 輩■諸 君 - 中 野 阜 雄

今春薬学科もようやく第1回卒業生を世に送り出し,更

にはこの4月に薬学会の東北支部の発足をみ,その本部が

本薬学科内に置かれるなど,新しい意味での第一歩を踏み

出した｡また施設及び研究面でも充実をきたし,揺藍期よ

り成長期-の移行をみるに至ったことは,大叫こ喜ばしい

ことであるBそこで私は第一期生として今迄に経験したこ

とや,印象に蘇ったことなどを我々のあとに続く後輩諸君

のため何らかの意味で参考になれば重いと思い,老婆心な

がら思いつくまま綴ってみることにいたしました｡

まず私は教養部の人達に,私のにがい経験から少なくと

も語学とフイ-ザ-の有機化学を徹低的にやってもらうこ

とを注文いたしたいO特に語学力の不足はあとになって必

ず後悔する｡

教養課程のころは時間が余りすぎており,暇で眼でとか

く倦怠の渦の中に巻き込まれがちで,何をするのもばから

しくなり,天を仰いでは ｢ああ,大学とはなんてつまらな

いところだろう｣などと歎息することも度々であると思わ

れるが,全て青春のなせるしわぎこんなとき何も考えず大

いに遊んだらよい｡欽むのも結構であるが,要所要所を絡め

ることを忘れないでほしい｡特に自分で考える時間的余裕

のあるこの時期は ｢よく学び,よく遊ぶ｣コツを得るのに

またとない機会であると思う｡｢よく学ぶ｣とは私に言わ

せると,それは ｢勉強する方法を学び,それに基づいた血

となり肉となる本質的なことを体得する｣ことであるとい

いたい｡とかく俗にいう｢点取り｣と解されがちであり,
｢何勝何敗｣などという新語までとび出すにいたっては何

となく一抹の寂しさを培えると共に,それを無意識のうち

にみとめさせている現実という圧力に恐しさを感じ,この

ような絶好の機会を十分にとらえることが出来なかった私

は何かと悔いられてならない｡とにかく語学はやっておい

てほしい｡

次いで,私が4年間の在学中特に有意義に感じたことは

｢特別実習｣であった ｢特別実習｣とはどのようなことか

というと,これは講義終了後,4年になってから各教室に

分れ,卒業迄各自専門のテーマと取組み主として実験に慣

れることを目的として行なうシステムであるが,これが私

の場合いろいろな意味で役立った,例えば実験のみに関し

て比較してみてもそれ迄の実験より壮るかに.真剣味が加わ

りやる気をおこさせ｡その他気がついた点を上げると｢研

究する上での基礎的なテクニック｣に慣れること｢長く立

っていること｣に慣れること及び教室という一つのまとま

った小集団の中で,コロキュームというディスカッション

の場を通して,家族的な雰囲気にひたれること,また別の

面よりみれば春秋の恒例の旅行,その間に行なわれるコン

パなどを通してお互の意志の疏通の出来ること等数え上げ

ればきりがないが,とにかく｢まず実験に慣れる｣という

実験化学の基本の上にのっとった良いシステムであると思

うOどうか良い意味で大いに利用し,更によいものに成長

させてもらいたいと思う｡尚教室割を決定するにあたり,

私達一 ･二回生の場合はあくまで学生間の話し合いによっ

て,その調壇をはかったDこれは他学部にはみられない特

色であると思うのでこの伝統は守りたいものと思う04年

になって教室を決定する場合,あれこれとだいぶ迷うので

はないかと思われるが,その時は我々先輩の意見を聞くの

も役あることと思うO

さて4年になると就職 一進学の問題が大きくクローズ･

アップされてくるが,就職の事はさておき,私はここで大

学院のことに関して簡単にふれてみたいと思う｡私は今春

修士課程に進学したが,恥しいながら大学院使命である

｢学術の理論及び応用を教授研究しその深奥を究めて広く

文化の発展に寄与する｣という目的にそって全面的に進学

しようと決心したのではなく,あまりにも浅学であり,あ

まりにも無知であるため良心の珂責に耐えかね,｢実力を

つけなくては｣という単純なことがその軌横の大半を占め

ていたようなわけであるo修士課程の試験は9月に行なわ

れ,受験課目は英独仏のうち2科目と'講座七科目のうち

4科目選択ということになっているo講義としては,7許

座の時論が各々Ⅰ,Ⅱと講座外の科目すなわち細菌学特論'
有機化学時論,生化学時論,放射化学特静,化学療法剤学

時論とゼミナール,課商研究の学科目が置かれ,二年間

30単位以上取得すればよいことになっている｡30単位にす

るには講座の科目2,溝塵外の科目3,とればよいが,ゼ

ミナールと課題研究は必修であるのでもちろん含まれるo

以上述べたような講義があるが課題研究が中心となり,特

別実習の延長の様なものであるが当然のことながら,社会

に出た人達と同様,自覚と責任感が力強く芽生えてくる点

が大きな違いであろうE,

以上2,3のことについて,耕面の許す限りごく表面的

にふれてみた次第であるが,内容の詳細とか裏面的なこと

については次回にゆだねることにしよう｡お互に意志の硫

通をもっとはかるべきではないだろうかO

(大学院薬品製造)

後 輩 諸 君 -

盲 瀬 和 享

これから御話しすることは特に教養の方々に知っていた

だきたい事柄を思い出すまま筆を走らせましたO教養部の

生活は歳月の去るのも早く,また学生生活を最もエンジヲ

イする時期でありますoジャンをおぼえ,トリンケンをた

しなみまた思わぬ方向に脱線し,あげくの娃て娃ビーコン
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やむなきに至る頃,週一回の専門科程の講義が始 ま りま

すO三年になれば場所も北四番丁に移り,八時開始の講義

星が出なければ終らない実習と,通日デートの間もない忙

しさでまたたく間に卒業式を迎えることになってしまう様

です｡こんなわけで四年間もあっという間に過ぎ去ってし

まいますが,この卒業後の方向について,はなはだ拙い先

輩ではありますが,一言のべさせていただきますO卒業後

はよほどのことがないかぎり就磯か進学いたすことでしょ

うO就職となればどの会社にするか,どこの研究所にする

か,これは生涯にとって最も重要な岐路となりまたここで

失敗したら,一生とりかえしのつかない意見を生み出すこ

とになりますO結論を先に申し上げますが,私の考えでは

有名な会社-入ったからといって必ずしも充実した生満が

送れるかということですDどなたも一度は有名な会社大き

な会社などいわゆる世間で評判の良い所に一度は興味を引

かれるかもしれませんが,こんな所は飛び入むにははなは

だ危険性を併います極端なそして最も悲惨な例を申します

と,私の知人に人物学問共に非常にすぐれた人が居りまし

た｡彼はそういう自分に自信があったのでしょう｡そこで

いわゆる超一流会社にコネも何もつかわず唯実力のみで入

社t/た様ですOもちろん彼は研究所志望でしたoLかし彼

のすぐれた才能はまったく無視され,毎日同じ仕事を続け

る器械と化したのです｡何故こんな仕事にありつかなけれ

ばならなかったか皆様充分衆知のことと思います｡こんな

わけで,就職というむずかしさは一昔の考え方からいうと

全く具る非常にぜいたくな考えではありますが,生涯を支

配する問題でありますので実際に自分はどの職場にありつ

けるかを十分に担んでから入社を望む様心がけたいもので

す｡と申しますのは現在は希望する会社に余程の事情がな

い限りほとんど就職出来る槌ですQ

就職される方々は盛挙という性質の学問を修める上には

何か特技というべきものを,しっかD身につけることが大

切ですOこれは四年の後半に特別実習がありますので,そ

こで身につけることができるでしょう｡同期生で抗生物質

に非常に詳しい人が居りました｡事実彼は川内時代から抗

生物質関係の仕事をしている研究室に足をはこび,また専

門科程に入っても英習が終ってから毎夜遅くまで仕事をし

ました｡こんなわけでもちろん彼は其製薬会社の抗生物質

関係の研究室に入 り,今では入社半年であ'りますが,欠く

ことのできない研究員となり将来も大いに期待されて居 り

ますo彼は多分同期生中では最も恵まれた人でしょうoこ

れから卒業される皆様は学生生活中に何か一つ特技とでも'

言うべきものを身にっける様お厭いします｡その時は何の

役にもたたず無駄だと思うでしょうが,教授が良く｢自分

でやったことでそのときはつまらない様なことでも,将来

必らず後に立つ｣と口ぐせの様に申して居りますD

(大学院衛生化学)

X X X

薬物作用に於ける-展望

福 島 英 明

薬の作用に関して ｢耕造の似たものは作用も似ている｣

ということが成 り立つ反面,｢構造が少し異なると全く逆

の作用が現われる｣という場合も多く知られているD特に

強い抗菌作用を有する Sulfa剤が, 神菌の必須代謝物質

であるPABA(p-Aminobenzociacid)と構造が類似し,

その作用を阻害することにより抗菌作用を現わすのである

という考えが出てきて以来,その様な関係が多く薬物に於

いても兄い出され,又,有益な薬物も合成されている｡例

えば VitaminK とDicumafOlの関係や,最近では′iル

ビタール中毒に特異的に括抗するBemegf'lde等であるD

一方,薬物を keyと見なし, くくkeyandlock"との関

係における "lock" としての 韮物の reCePtOrと言うも

のを生体内に仮定して,例えば上述の Sulfa剤と PABA

の場合,その reeeptorに於いて,互に措抗すると言う考

えが行われている0時に receptorとしての研究が進 ん

でいるのは,Aeb(Acetylcholine)の re亡eptOrとしての

chE(cholitleeSteraSe)であり,最近特に発展のいちじる

しい生化学的手法を用いてかなり喋く研究され,その成果

として現在,中毒事件が多くクローズアップされている｡

パラチオン等の農薬,有機リン製剤の解毒薬 としての

PAM が創撰されているO

さらに MorphineとPethidineを次の様に平面に並べ

蔓/二二二二‥I二
I-I-I:-:

Morphine Pethidine

ても,なぜ同じ強力な鎮痛作用を現わすか推定出来 ない

が, Pethidineの構造を匹の様に書き改めると, かなり

の類似性が見られる.,

H望

この様な関係は女性ホルモンの EstradiolとStilbestot
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との間でも見出されているD又最近では鎮痛剤の立体構造

より,鎮痛作用に対する立体的な receptorも仮定されて

いる｡これに関して Morphineの 11体の方が d一体より

も効力が数倍強いという報告も現われている｡この様な事

実は 1-EphedriTleが d一体より, かなり効力が強いとい

う様に多くの例が知られている｡

以上,述べてきた様に,構造と活性の相互関係というこ

とが,薬学の中の薬理学としての薬品作用学に於いて強く

打ち出されている以上,構造上よりの類似化合物が合成さ

れ,より効果のある薬物の発見に力がそそがれるであろう

か,今後特に立体的な面からの追求が強くなされるであろ

うと思われる｡従って,ただ単に平面的にのみ化学構造を

理解するだけでなく,立体化学的にも考えてみる様にすれ

症,今後大いに役立つものと思う｡

又,一応 receptorと酵素とは別のものと考えられてい

るが,今後ますます酵素的な両よりの薬物の作用というこ

とが研究されるであろうから,生化学的方面もよく勉強し

ていれば大いに役立つと思う｡

以上,薬品作用学教室に来て,今までにもっと勉強して

おけばよかったと思ったことを記す｡ (大学院薬品作用)

..t..I....J.ノ
◆."
...I_...

..L一,"..ノ･.A"..,･."
..,,

佐久間 慧 子

星のモラル ニーチェ

星の軌道に予定されたお前には,

星よ,暗黒は何のかかわりがあるか｡

この時劫を貫いて,浄らかに進んでゆけ.′

お前は時の不幸を離れ,遠くあらねばならぬ.′

最も遥かなる世界に,お前の輝きはある｡

同情は,お前に対する罪であるはずだノ

ただひとつの命令がお前には当散る,純粋であれ

と/

雑 感 右 近 左 青

ポーリングが蛋白質のα--リックス構造を考えついた

のは生化学者とのコ-ヒ-を飲み乍らの談笑か らだ と云

うOこれ程でなくても,例えばダーウィンが ｢種の起源｣

の構想を得たのはマルサスの ｢人口論｣に負うところがあ

ったと彼自身述べている｡このように他人の示唆から,自

己の思想なりアイディアを育てて大きな仕事に完成するに

は,それなりの学識や努力あるいは才能がなくては出来得

ないにしても大きな推進力を与えてくれる事は確 かであ

る｡かって,高名のS教授が ｢専門のことだけにしか関心

のない専門家は偉大な専門家にはなりにくのではないか｡

素人の発言に耳を傾けられないようだったら,その専門家

の頭脳は弾力を失っている｡｣と言う意味のことを述べら
れたが,これも自分の専門をより深くより客観的ならしめ

るためにはやはり人とのフランクな意見のやりとりの必要

性を説かれたものと恩う｡いたずらに他人の批判を恐れた

り,また秘密主義に陥いるのはその人個人の領域を狭める

ばかりでなく,大きく言えば学問-ブレーキを与えるよう

な結果となる｡

不可崩なるものそれは人間である

妻 神 恵美子

人間の生斜ま永遠に流れる時の一瞬にすぎない.そ

の短い生命を延ばす医薬療法の発見と,その生命を縮

める核兵器の製作が人間自身によって同時に行われて

いる｡何とll,う矛盾.′

画 期 的改 良 が な され た

☆ Toyo新 製 品 額

角型重量式フラクションコレクター 記 録 型 濃 紙 光 電 琴 座 計

遠 心ぺ -パークロマトグラフィー マグ ネ チックス ター ラー

亡新 版 型 録 進 呈コ

東 洋 科 学 (秩)仙 台 出 張 所
仙台市北二番丁 125 TEL⑧3859⑤0926
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′′香 り〟

酒 井 格 -

たった一輪の花,その芳香が私に潤を与え,心の栄養剤

ともなってくれるo｢香りなんて,別に何の役に立つもの
でもない｣という人もいるけれど,しかし,香 りを感じる

喜びなんて･他の何ものからも得ることが出来ないのでは

ないだろうか?O下宿住いの誰れも尋ねて来ない部屋に香

りのいい花を匿いたりしているのは,来客用に,応接間へ

花を飾ったりするのとはちがって,人のことじゃな〉ヽ ま

ず自分がそれによって喜びを感じたり,いい気特になりた

い･というのが本当のところであろう｡さらに香水をっけ

るのも･人にいい匂いだと思わせ様というよ9自分の好み

の香Pが･目のさめている間,自分の身の固りにありたい
という状鰻からだと思う｡

普通･良い "香り≠をっけるも･のと言えば,まず春水が

挙げられるが･この香水というものは子供は別として成人

は動物の生殖腺から分泌された香り,又はこれに近似の匂
リ立ちのする香 りのものを好むそうだ｡私はよく女性 に

香水の好みを尋ねる事がありますが,必らず思い恩 l,,に

whiteRoseとか vi占Ietだとか, 或いは Bo｡quetだと

か花,或いは花束の名を挙げで陸的な Ib香 り1-1など嫌いで

すOと答えるのが普通ですが,しかし,考えて見ると本当

に彼女等はバラの匂いや,スミレの匂いを知っているのか

と疑いたくなって来るのです｡と言うのは,彼女等はそれ

等の香水の中に配合された Amber(マッコケ鯨 の病的産

物)とか Musk(ジャコウ鹿の牡の分泌物)とか civet(シ

ペット猶の分路物)とかcastoreum (浦狸の肝門と生殖告

の間にある小嚢を乾燥させたもの)の性的な匂いに引きつ

けられているわけだからですOもっとも普通の店で売って
>I

いる安物の香射こ払 この様なものは使われず,例えば,
バラの時はゲラニオール,ロジノール,ジャスミンの時は

酢酸ベンジル･スミレの時のヨノーン,鈴蘭の時のヒドロ

キシシロネラール等という合成香料を用いているわけで,

これらのものは動物性のものより"香 り≠は良くなく,い

わゆる安物の "香 り､､がします｡

ところで,この香水は'その持っているニオイから特有

の雰囲気をかもし出すことが出来るもので,令,流行のム

ード,それを作るためi=欠かせないものでありま+oそれ r

故使用方法の如何によってはムードに弱い人間 (女性もそ

うでしょうが,ここでは男性)を誘引するIのiこ役立つらし

いのですo私の友達であるM君なんかも,その一人で,彼

は≡度目の初恋に破れてから,すっかり女嫌いになってし

まい,会うたびに, "女はウソっきだから,その言ってい

る事の反対のことでも信用出来ない芯と口癖の様に言って

たものだが,ついに四度目の初恋に落ちてしまった｡な

んでも彼は "彼女の持っム-ド,それに引きつけられたの

き札と説明してくれたが'多分,その女性も ≠香 り"とい

うものを上手に使い,彼を陥落させてしまったのだろう｡
それなら'ことは簡単'誰れでも香りの良い香粧晶を頭

から振 りかければ良いんだろうOと言うヤツがいるかもし

れないが,ちょっとまってくれ,香 りというものは科学で

あると共に一つの芸術であり,絵画や,音楽と比べ碑J{き

芸術の一つであることを忘れてはいけない｡上利こ自分の

持味とノ､-モニーさせる事が大切で,もしそれが出来ない

と ltなんとヤポな人だろう≠と言われ,いかに美人であろ

うと,価値は半減し,強いては教養まで姪がわれますから

御注意のほどを-･･･.｡

さて,話しは少し変 は すが,普通,女の人を訪問する

時･男はよく花を持って行きますけれど,これは何か別の

ものを持って行くより香9のある花のほうが,真情のある

やり方,心に何か訴えるもののある人,といった感じを相

手に与えるためでしょうoロに出して言えないLの思い,

言葉で表現出来ない微妙な感情,それを ≠香り≠で相手に

訴えることが出来るのですから,なるほど ､滴 り心とは便

利なものですね｡

しかし･化学を学ぶ者'露草を学ぶ者として,この Ⅴ香

りLytも少し注意して喚いで見ると同じ芳香を放っ在も,時

として,同じ "香り"とは感じられないことがありますO

勿論7普通の健康状旗の時と,病気の時とでは香りが少し

異って感じられますが,ちょっと言葉で表現し難いのです

恥 ともかく病気になると喚覚が鋭敏になる様に思われま

す｡今,適例を上げることが出来ませんが,例えば普通陸

庶人がなんとも感じないソーセ-ジとかカニの料理に対し

てこれは少し古いと判定を下す時は,病気のひどい晴であ

り,実際にリトマス試験紙をごく敏か虹青変させるアルカ

リ側の匂いを健康人は徴酸性の料理の匂いと区別出来ない

のを発見して思わず自然の妙に驚ろかされるのですO

この様に考えて来ると "香り≠ (香料)は各種の香粧晶

の着香や,滑薬品の矯味･姉兵のため嘩香されることは現

在行なわれているけれども･今後･きっと,病気の早期発

見に対する香りの好みの変化の調査,或いは,ノイローゼ

塘神病の治療,ストレス除去,等の目的のため香料が積極

的役割を果す時代が来るかも知れないと思いますD

(大学院薬剤)

壷
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分子生物学に期待するもの

山 本 紀 -

20世紀後半は生命現象解明の時代と言われるが,最近ょ

く耳にする u-分子生物学丘の登場こそは某に象徴的であ

る｡この名前は実際には古くから使われていたらしいが,

最近この名前を一般的にしたものは,1959年の Jounalof

Molec111arBiology〔E,AcademicPress.)の発刊に続い

て,昨年他界した蛋白化学の権威 KurtFelix教授が名付

け親となった A Cympodium onMolecularBiology

(A,Chicagouniv.press.)で,彼はこの本の中で分子

生物学を ｢分子のレベルで,生命現象を支配する基本乾則

を解明する学問D｣として定義した｡彼は又 ｢近代的生化

学の発展によって,生命に関する多くの化学的過程が明ら

かになったが,その一番重要な成果の一つは,動物,植物,

細菌,ウイルスの間の混沌とした差異が分子レベルでは消

失してしまい,生命に関する統一的見解を可能にした点で

ある｡｣と言い,又 ｢間もなく心理学者や哲学者までも参加

して思考や記憶の問題を,神経組織の分子とか化学反応と

かの言葉で考察する様になるだろうO｣とものべている.

実際,今までの科学はあまりにも非生物的であ りす ぎ

たoそれらは抽象的であり,しかも数学的言葉で鮪単明快

に,しかも優雅に説明出来る概念があるD同時にそれは,

幾何学的な調和を併っている｡これに反して ｢生き物｣に

関する科学は一向に進歩しなかったD 生き物は簡単な概念

で言い表すことは出来ないD生物全体を,又部分部分とし

て,更に環境との種々の関係に於て,同時に理解す る方

法と言うものを我々は持ち合わせていないDそれlこは種々

の科学が必要であるDありとあらゆる方法が用l/,られねば

ならぬ｡しかもそれらの科学の一つ一つは,各々その方括

御 通 学 は

スマー トな背広で

学 生 様 割 引

東北大学指定

大 丸 服 準 店
仙台市東一番丁 東北大学正閏前

TEL @ 3365

に制限された範閣内のものしか知る事が出来ない｡如何に

生理学や生化学が発達したところで,それら柱依然,生理

学であり生化学でしかなく,真に生き物を知る事にはなり

得ないO生命現象の基本的理解を目指す場合はなおさらの

ことである｡ところが,この生命現象の基本的理解を,令

子のレベルまで引き下げた分子生物学こそは,分子と言う

-線上に,生理学者,組織学者,生物学者,生化学者,物

理学者らが互に相まみえ,我々の祖先が最も苦手とした生

命現象の解明に,急速に肉迫しつつある｡掛 こ,遺伝や自

己増殖の担い手である核酸の研究は,分子生物学の突破口

となったばか野でなく,その後の爆発的発展を促した｡我

が国に昨年発足した,分子生物学研究グル-プ (現在,京

大ウィルス研と各大理学部生物学教室にその中心がある｡)

も,当処の目的として,重要でかつ早急に成果の規待出来

るO遺伝,増殖現象の研究を,その活動方針と為している｡

この外に分子生物学の問題として,筋肉の分子構造とその

機能,神経制御,エネルギー転換,蛋白質 の問題等があ

る｡蛋白質は常識的には生命体に重要であるが,その生物

学的意義は,酵素との説もあるが今だに明らかでなく,核

酸に比して造かに未知の分野であるO又臨床医学に於ても

分子レベルで疾病をみる立場からMolecularDiseaseが

取上げられ,ウイルスや癌,免疫問題の有力な手段になり

つつある｡更に,いづれの日にか, Felix致隈の予言通

り,思考,意識,記憶を含めた神経生理の秘密があばかれ

る目こそ,人類が人間を知るときであり,人類が人間を支

配できる日,となるであろう｡

過去に於いて,人間はまづ第-に.生きなければならな

かったO加うるに,人間は元来簡単なものを好む.あらゆ

る複雑な現象を数学的に体系づけようとする慣向が,天文

学を始めとして物理学や化学を素晴しく発展させたが,人

々は返ってその見事な進歩に魅惑されて,如何に生命現象

が宇宙の遅行のように正確でかつ遥かに不可能な法則に従

株 式 会 社 徳 田 製 作 所
倉 田 高 級 耐 火 物 製 造 所
五 福 電 機 工 業 株 式 会 社
シ1)ユニット高熱工業株式会社

代理店

柴田化学器械工業株式会社特約店

理化学器械 ･磁製耐火物及

石英製品 ･分析用硝子器具

雲提 星理化学器械店

仙台市肴町73番地

電 話 EBZi至芸…呈墓
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亡

1.あのむし暑い昼下 り

川の水はうす青 くよどんで

一瞬にして君の生を奪った

黄昏の田舎道を黒い車が帰って行 く

自動車はきしみ,ふるえ

皆んなの目には異様な光がある

2. 片頬にシニカルな微笑をうかぺ

あまりにも素直な君ではある

あの潜刺 とした精神は

強 敵な力は一体どうしたとい うのだろうか

過去を想わず明 日を知 らない

唯,現実の一点を凝視する

君は本当に遮ったのだろうか ?

いったのだ

いってしまったのだ

衣

柳 瀬 良 文

3. この一葉の写真を見ると

君元気に頼 しそうで

道端に腰を下 して桧を書いている

向こうの方に川が流れ,街がかすんでいる

君の手許をのぞき込む人達 もいる

こんな時 どんなに楽しいことだったろうか

それなのに

今,君は亡 く

冷い風丈が吹いている

4.静かな夜である

かすかに虫の声がする

語 り合った健気な友がいないのだ

短かかった友の生命を思 うとき

何か寂 しく,鬼気せまり

深夜に遠吠えする声がひびく

(大学院薬品製造)

うものであるかと言うことを見逃していたoLかも.その

間に物質の科学は恐るべき近代文明を創りあげてしまっ

たO生命と言うことを知らない人間の頭で創り出された文

覗-それは人間が創った文明でありながら,人間の体力に

も精神にも適していない｡科学は,何らの計画無しに,天

才の精神や好各Ltの赴くままに発達し,常に ｢最小の費用

と最大の生産｣と｢最小の労力と最大の効果｣と言う原則

に基づいてのみつくして来た｡現在,環境の大革命は我々

に非常に深い影響を与えてl/.るO最早,我々は,その進歩

について行くことは出来ないし,正しい操作も出来ず,絶

えず恩かな行為をくり返し,その文明が進めば進む程,過

化して行く｡この近代文明の敗残者,廃人の出てくるのを

くい止めるには,今や,生命現象を正しく理解すること以

外に道はない｡近代文明が,自然的なものを一掃してしま

った今日では,あらゆる科学の中で最も必要なものが,坐

命の科学一即ち分子生物学であると言っても決して過言で

はないだろう｡

p生命に関する無知が人間の知識の特徴であるihと言う

ベルグソンの青菜は,急速に塗り変えられつつある｡又塗

9変えるように努力することが,我々20世紀後半の人類に

課せられた最大の課題なのではないだろうか?｡

(4年薬品作用)
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京田守弘君の死後に思うこと

草 野 源 次 郎

人間の行動や社会のできごとは,水面にあらわれる波の

ようなものだoその下にうずまく底流があり,地勢 があ

る｡ためにその波にはある種の特徴がある｡海や河のその習

性を知ることは案外鯖単であるが,人間の行動や社会甲で

きごとをみて,その習性を見抜くことは難かしい｡しかし

それを見抜き,地勢なり底流なりを知ろうとする努力は,

常に払われなければならなllto

5月2日の朝京田君が血相を変えて教室に入って来たo

今日教授会があるOその膚で第二期工事完了後の教室配分

が最終決定される｡しかも今の今まで新校舎に入れると思

っていたのに,生薬は医学科の校舎に残ることになるOと

いう｡そんなばかなというと本当にそうだ｡4月12日の教

授会で内定され,今Elが最終決定だという｡4月12日なら

竹本教授は九州へ学会で行っていたときだ｡その席でそん

な話が出るなんていう非常識が通用するわけないじやない

かと思ったが,事実はそうで,打つ手は一つ,竹本教授に

談判することになった｡先生はいわれた｡医科の校舎は水

の出がわるい,火も危いoLかし水はポンプを仕付ければ

よくなるO凍ることにしようD生薬が凍れば,他の教授達

もそれに感謝し一ポンプを仕付ける位のことは,一番先に

やってくれるよ.このとき京田君は即庭に先生の観卦 こ反

対したDポンプ優先という証文をとるんですかoそうでも

しない限り'既成事実をつくられて,前のF]約束などは反

古にされます｡証文をとらないのでしたら,新校舎は絶対

に譲らないで下さいD彼のその反論を開きながら,僕はそ

うまでしなくともと思うと同時に,彼が前に何かこれと類

似のことで打撃を受けたのだろうかと考えた0

枚は生薬学を専攻したが,生化学に魅力を感じていたD

生薬学専攻にふみきった去年9月払 ■とるものが手につか

ずとl,.った感じだったOあんなに行き葡ってしまった彼を

見たことがなかった｡彼は夏休み中にいろいろな人に会っ

てアドバイスを受け,自分の進路について考え,決定した

直後だったためもあって打撃は大きかった｡話は特別実習

の教室配分のときまで逆のぼるD 第一回の志望調査では生

薬がなく薬工19人とY､う具合だったDその調整は難行した

が,数授会からの次のごとき意向によりこの片寄は幾分是

正されたoすなわち'就職は特別実習で題んだ教室には関

係しないo大学院の特別実習と娃関係しない｡別の方がむ

しろ好ましい○京田君は生薬を題んだ｡ところが夏休みを

終えて来てみると大学院と特別実習とは関係しないという

ことは反古になっていた｡彼の希望していた教室はほぼ内

定という事実に出逢ったO彼はいろいろやってみたが,節

の約束は床古となり,既成事実には勝てなかったo生薬を

やりながら,生化学もやるというところに希望を見出し,

立直った｡しかし,このことは世の中の運行を支配するも

のは'それまでの既枝事実で,そのた｣めに約束ごとなんか

どれどん反古にされていくんだということを身にしみて感

じさせられのだろうDそれがあの彼にしては別人のような

断固とした反論を生んだのだろう｡

しかし全件の秩序とは無関係なばらばらの既成事実によ

って運行されていく社会を剖氏津だO各人がひねこびれた妥

協からではなく,彼の意に従ってなす行為が全体の秩序と

その発展に役立っていく社会が理想だ｡それまでいくには

各人の誠意と意志の交流とが大切だ｡京田君が大学院生の

ゼミを脅えたのもそこにあった｡その彼は今いない｡彼が

生前,神経質すぎると思える程憤慨したことの一つは,全

体の問題として誠意をもって解決すべきときに,わしは知

らんといって傍観者の立場に立ってしまう生き方に対して

だったoそしてその卑劣な生き方を見抜けない社会は対し

歯がゆく思っていた｡その生き方の犠牲者になりっぱなし

のまま彼は死んでしまった｡

｢自分が一番大切だ｣ということはよくいわれる｡いう

人によってニュアンスはあるが,僕は次の如く解釈する｡

最雀に頼れるのは自分だけなのだから,他人にかまわず,

自分の生活第-にして生活設計を立てなければならない｡

更に,生存読争の激しい現代である｡他人にかまわず,先ん

じて他人を刺さなければならないDLかしこういった考え

が一般化していくのは,現代社会に我々を支える強烈な念

いがなl/.こと,賓に各人が現代社会の枠を越えて考えよう

としないことによるものと思う｡食いとはわれわれに貴の

生き甲斐を感じさせるものだ｡われわれはその念に従って

生きるとき充実感に諦されるOところが現代は小市民的な

安易な念いが氾荘している｡そしてそこから生れる空虚さ

はスポーツや娯楽を耽溺することによってごまかしてい

る｡また ｢他人を押しのけても自分だけは｣という考え柱

人間の本能でなく社会環境によってつくられたものである

ことは社会学的に証明されている｡節度が身につくことが

前提だが,必要なものがすべて与えられ,社会の発展と幸

福に役立つ行為が最上のものと評価され,各人が自分の才

能をのばすことにのみ熱中していればよl/,社会,そういう

理想境がくれば,誰も自分が一番大切だなどという自己護

身に窮々することはないだろう｡

われわれは今講座制の枠の中でくらしている｡それはよ

いものも培ってll,るが,自己護身と結びつくと手のつけら

れないものになるO■新しい社会を開拓する意欲がなくなる

と,またその自信がなくなると,更には講座制の枠の内で

うまく立ちまわり,それを利用した方がよいという計算が

成立すると,悲しい生活設計ができ上ってくる｡セクト主

義,不誠意,正義感の喪失,掛引き等がそれであるD映画

｢武辞なき闘い｣を観ては,またある人に接してその感動
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から二晩も≡晩も眠れなかったといっていた京田君が反抗

せずにいられなかったのは,このような社会に対してであ

ったD今こそ,われわれは講座制の構造を分析し,その欠

点を知り,それに陥いらないように用心しなければならな

いDそのためには,一見つまらないように見えるできごと

でも,見落さずに注意して,それがあきてくる背景を考え

かすればならないOその努力を続けていくとことの大小に

まどわされず,根の深いものと浅いものとを直感的に見分

けることができるようになる｡現象に圧倒されずに,底流

を知り,おもしろくない底流はなくさなければならない｡

すべての人が生かされ,気持よく働けるところにしたいも

のである｡ (大学院生薬)

仙 台 の 友 に 高 石 勝 夫

A君-

海事既ありがとう.相変らずの奮闘振り日に見える様で

す｡さて,たまにはお前の苦労話や会社へ入った感想など

書いて寄こせとのことですが,営業部に属して,いわゆる

プロパー稼業を始めてから5ケ月目,まだ西も兼もわから

ずの毎日ですので,近況をお知らせして返事に代えたいと

思います｡東京に居る連中は機会あるごとに集まって居ま

すが,夫々の会社の特徴が出ている様ですね｡しかし研究

室に入っている適中が多く,純粋に営業にいるのはポクぐ

らいでしょうか?ところで営業たるものの正体を掴むには

至っていませんが,病院回りを通して種々の人々と面会し

て話をしなければならず仲々むずかしいことですねO特に

医師が社会的にもまた学問的にもかなり高い水準にある人

々なので尚更です｡そこで医師と話をするにはまず知識が

必要であるとされ,薬の知識は勿論のこと苦手のドイツ語

から医学用語解説などまで,会社の先輩の話では学生時代

の何倍もの勉強が要求されるということです｡そして話術

の巧みさは先天的要素もさることながら,多くはその知識

に裏付けされるものだそうです｡従って先天的要素にも余

り恵まれていなさそうなボクなどはさしずめ,まず勉強と

いうことになるのですがそれが,相変らずなんですよ ｢営

業部での勉強ってどんな事だい｣って君はきっと尋ねるに

ちがいありませんDまあ会社での勉強の一婦でもお話しま

しょうか｡それにつけても思い出されるのは京田君の死で

す｡というのは彼の死の原因が副管の萎縮に基くショック

死であったというからです｡ちよう_どその頃 (現在もです

が)ポクは副腎皮質ホルモンについて教育されていました｡

君も既に御承知の様に副腎皮質ホルモン 〔時にこの場合グ

ルココルチコイド)には15種の薬理作用があり,生命維持

作用,抗ショック作用,抗アレルギ-作用,抗炎症作用は

特に薬としても利用される作用なのですo副腎が萎縮して

いるということは副腎機能の低下即ち副腎皮質ホルモンの

分泌も悪かったのでしょう｡従ってストレスに対しての対

抗,防禦力が弱かったのではないでしょうか.そしてこん

なことも生前には全然自覚症状もなかったのですから皮肉

ですOもっとも副腎皮質機能検査には副腎皮質の分路する

グルココルチコイドの好酸球減少作用を利用したThorn's

testという方法もあるにはあるのですが,健康人ではやら

ないのが普通なのでしょうねDこんな風に副腎皮質ホルモ

ンの初級から教育され,知掛ま拡大されるのですD今ここ

に全部にふれることは出来ません.が,機会がありましたら

お話したいと思いますD

入社してまだ半年,苦労預といわれてもお話するほどの

ものはないし,たまに行われる試験が頭痛のタネです｡な

どいったらお笑いでしょう｡そんなこんなでまだお話する

様な話は持合せていないというのが現状なのです｡不悉,

健康を祈りますD (塩野義製薬株式会社営業部)
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雑 感 村 松 誠一郎

特別実習に入って5ケ月近くなる｡実験が日毎に忙しく

なり面白嬢を増してくるのは愉快なことではあるが反面,

自分の生活が妙に単調に思われて非常に淋しく思う時があ

るOあの教養部時代のように自由に好きなことを考え,実

行し,読み度い本を読むことが最近ずい分少なくなってし

まったO思想問題に至っては一時のマルクスかぶれが憤し

く思われる位,小市民的な考え方をするようになってきて

時折,他学部の連中と議論を戦わす時,自分の思考の浅薄

さに情なさを感じる時があるO

勿論,人より多くの知識があるからとか,人より多く本

を読んでいるからといって,その人間の人格が高いという

ことはいえないが,人格を形成する一段階にある自分には

あらゆる方面から知識を吸収し,がむしゃらにさまざまの

話題について考え討論しあうことこそ今後の人生に於いて

プラスするものと思っているO朝から晩まで実験生活をく

りかえしていると何か化学のことしか考えていない様に思

われて,ややもすると自分が学生であることすら忘れてし

まうような錯覚におちるときがあるO世の中の事象に対し

て傍観的な態度を取るのは実にやさしく又楽なことではあ

るが,再び又自分がそれに対して何らかの些細な手をflつ

時がくるだろうと思いながら毎日コルペンを振り回わして

いるのである｡

☆ ☆

lLァミコス-iのような雑誌があるから俺のようなものに

も何か一筆書いてくれと頼みがくる0人に原稿を依頼する

時にはわからない悩みが,この時初めて身にしみて感じら

れる｡友の母が亡くなられた時,可真相だ｡さぞつらかろ

うとは思っても身に迫った仕事に追われたときは,一時な

理化学機械器具

各種顕微鏡販売

西 商 会

仙台市霊屋丁79

電 話 (2)0395番

りとも他人事として忘れていられるDしかし自分の母親が

大病を患い医者より余命いくぱくもないと宣告されて,初

めて友の苦しさ,辛さ,というものが腹わたに泌みわたっ

てくる｡そして自分の体験を通して初めて,友がその苦し

みを脱却し新たなる目標に向かって遭進しようと努力して

いるのをみるにつけ,その心根というものが傍から見る簸

平凡なことではないということに気付くのである｡他人事

としておこったあらゆる事象を自分のものとして把握する

ことはできるようで仲々できない｡自分がその事象の中心

にまきこまれて初めてそのことの重大性が認識できるので

ある｡そしてこんな簡単なことが日頃わかっているようで

わからないというのが現実なのではあるまいか｡

他人の身になって物事を考えそれを実行することはたし

かに崇高な行為である｡しかし自分がそれをまだ為し得て

いない現在ではそのことをまだ実感として把握することが

できないo凡人の凡人たるゆえんなのであろう｡

☆ ☆

学生生活もあと数ヶ月,長い人生の光にもあたるこの学

生生活を終ろうとする今は新しいこれからの生治を知らな

いだけに感慨も又ひとしおであるO同じ教室をでた先輩が

学会その他の用で時々教室に見えられて ｢学生生活はよか

ったo大いにやり度いことをやっておけ｣といわれても,

そういうものなのかと思う位でこれといっ手を打とうとし

ないDそのくせ自分が社会に入って後輩にあった時まずい

う言集は ｢やり度いこともやれず残念だった｡君は大いに

やっておき給え｣なのであろうと思う

わかっていながら十二分にカを尽していないのは一体何

に起因するのかO中途半端な思索に迷って手がでないため

なのか｡或いは物の見方の転換期にきているためなのかO

☆ ☆

人からいわれなくても梅のない学生生活を送れる人もあ

れば,そうでない人もいるOこれが世の中の合理性という

ものとすればおかしなものであるO (4年 薬化学)

若 林 薬 局

本店 荒町小学校向い

TEL⑧ 3233

支店 東-広瀬通り角

TEL ③ 6035
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工場実習をやって

庄 司 竪 次 郎

来春,化学工業会社である新日本窒素に入社することに

なり,会社側が夏休みの2-3週間,就職内定者を対称に

工場実習を催すことになったので早速私も参加を申し込ん

だ.7月20日より8月5日迄熊本県の水俣工場がその実習

地となった｡この工場は'硫安,塩化どこ-ル,DOP,
酢酸,カーバイドetc,種々の有機無機薬品を製産し,従

業員3,500人を要するこの会社の主力工場である｡

薬学出身者は製薬会社-という固定したコースに広い意

味で疑問をいだいていたし,かねがね私は化学工菜の lk現

場ttという所に一種の魅力を感じていたので,好機到来と

ばかり喜んで行くことにした.

全国15の大学から集まった学生が28名,北は北海道大学

から南は鹿児島大学に至るまでそのにぎやかたこといった

らない｡そのうち,600/Oが工学部の化学系,200/Oが理学部

の化学,残りが農芸化学,横城,電気,文理学部などの出

身でもちろん薬学は私の外はいない｡

工場のおえら方の訓辞があって第一日目は終り(つまら

ないし,ねむい)

舞二日目は,広い工場を引っぼりまわされて現場の見学

(熱くてまいった)

第三日日より各自専門により3.4名が-グループとなっ

て各種のテーマにわかれて実習に入った ○

私達 (協同実験者は千葉,京都,熊本大学から出た三君

であった)のテーマは 『酢酸低掛分中における各成分の定

性ならびに定量』という機韓分析をやることになった｡

ガスタロ,ポドビル,赤外,紫外等の機器を駆使しカ-ル

フィッシャー法による水分の定量,滴定による酢酸の定量

を行い不純物として6種の有機物を定性定盈し得たD

このサンプルは同工場で製産している酢酸 の廃液であっ

た｡

私達は頭と腕が良かったせいか,罪-番目に1週間でそ

.の含有率を算出することが出来'後の1週間はのんびり工

場を見学したり,昼寝したり図書館で卒論の勉強をするこ

とになった｡

私は丁度英化の特別実習で誘導体を作っての有機分析を

やったぽかりであったし,今度は扱者岸分析と思うまま磯城

をいじらせてもらったので,大いに有機分析に関してため

になった｡

日本の最南端の化学工場の一つであるのに以外に東北大

学出身者が多いのに驚いた｡技術部長,同次長,可塑剤課

長,カーバイド課長と主脳陣に新しい先輩を加えて10数名

がおられたことは非常に心強いものを感じた｡その大先輩

達が我々 (来年度は応化,理化,選任,農学の4人が内定

者)のために歓迎会を開いてくれ,親しく談笑することが

出来たし,その後工場内でもなにかと面倒をみていただい

たD

ある先輩は化学工業は自転車の様なものでたえず新しい

ことをやって動いていないと倒れるものだといっておられ

た｡或時は抗を承知で企業する場合があったりするし,た

えず他の会社の企業に注意しすばやくキャッチしたらその

会社を出し抜いて,製品を市場により早くより安く送らぬ

ば会社がなり立たないOまさに戦国時代の感じがしたD

外国から苦心してパテントを買い,プラントを輸入して

も完成しない内にそれより良い方法が発見され畠と.(,うほ

ど技術革新の波は荒い｡

､今までの化学工業は一品目を何万トン赴達し商売したけ

れどこれからは小刻に百トン単位で経営の多固化をはかる

という幌向にあるそうだ｡そこに我々の様な有機化学に堪

能な着く?)が活躍できる時代がやってきたと言えると思う

耐 性 ブ ド ウ 球 菌 に ノ
米国メルク社連携

CATHOMYCIN ※キ ヤソマイシン

CAPSULES
基準名結晶 ノポ ビオツンナ トリウムカプセル

通 好 性
葡萄球菌感染症 :敗血症,髄膜炎 (脳膜炎),心内膜炎,産婦熱,化膿性腎孟炎,蜂巣織炎,よう

(カルブンケル),庁 (フルンケル),乳腺炎,耳下腺炎,肺腺癌,膿胸,脳腺癌,乳様突起炎,
中耳炎,化膿性関節炎,膿肝疹,皮膚感染症,眼化膿症等o

変形菌による尿路感染症 :尿道炎,腰肋炎,腎孟炎等o

m3'l 耶 呂製 菓 傭 武 芸 壮
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或lS図書館で昼寝をしていたら,先輩がやってきて自分

の作った工場を見せるから一緒にこないかとさそわれた｡

縦横に走っているパイプをくぐる様にして重合タンクや真

空蒸留塔,精溜塔を登ったり,降りたりした｡先輩掛まこ

らしげにこの工場は始め 2億500万円の予算だったのを

2億万で完成させ,8ケ月の建設期間を 5ケ月で仕上げ

た｡そして従来30名の従業員が必要だったのをオートメ化

して3名で間に合うOそれもただメ-クーを見ているだけ

だと説明してくれた｡さらに ｢君がこの水俣工場にきてく

れたらこの工場で働くだろう｣という現場につれていって

もらったDその工場もその先輩が作ったものであった.ケ

テンと水から酢酸をつくる所であるが,優に30mはあろう

大きな精溜塔が2本立っていた｡アセトンを熱分解する釜

も三意敷位の部屋位はあったOすべてがおどろくばかりに

大きいので原理は我々が実験室で組む装置と同じであって

ち,ややもするとまったく別の現象の様な錯覚におちいっ

た｡

｢君が来たら新しい誘導体を作ることになろうから,化

学工学は常識として知っておくべきだ｡月産首トンも作れ

ばどんなものでも売れるから安心だ｣とあっさり言われた

のには又驚ろいた｡

自分の頭で考えた反応が自分の腕で作った工場で穀達し

えたらどんなにすぼらしいことだろう｡真に男子の本懐だ

思うことなど 今 江 真 理

懸念されていた女子の就職が,秋迄にほとんど内定した

ことは,毎年の例から推して碁から来春にかけてとの見方

が強かっただけに嬉しいことである｡思い返してみて'こ

の一年程 ｢女であること｣を好感したことはおそらくなか

った様に思う｡｢おめでとう｣と言う同じ言葉の中に'男

の人にあびせる底ぬけに明るいひびきとは一寸違った,お

互にいたわりあう何かがこめられているのを感じるO

同じ教育過程を同じ様にやってきながら結果的にむかえ

られたものは差別された求人と待遇であったことに直面し

て,改めて自分の立場を考えざるを得ないD大学に入るこ

と自体が,いわゆる女の生き方から言って相当のノ､ンディ

となることは予想してのことだっただけに,その道を選ん

だからには,実験,教室活動を含む全てに対して誠実で真

剣であろうとすることに於いて,女である前に一個の学生

でありたいとした｡白衣を着た時には,甘やかされようと

は決して思わないかわり,割り切った対等な見方以外のも

のが入ってほしくなかったOけれども一方,どこまでもそ

れが通用することではないと言う考えも同時に持っていた

と言ったら矛盾になるだろうか｡求人の対象か らはず さ

れ,受験資格すら与えられない事実に直面したときはじめ

ろうとその先輩が一瞬神様の様に思われたO

｢彼も人の子,我も人の子｣と私は自分自身にその時盲

いきかせたO

去年入社した東大薬学出身の方と話しする機会があっ

た｡彼は衛生学教室で農薬を卒論のテーマにした人で奥井

先生や,内山先生と柱同じ教室だったと語っておられた｡

現在は猫を使って水俣病の研究をやっておられるがその内

に合成の方に移るらしい｡

｢薬学出身で化学工業をやっていけますか｣ときいた所

｢応化とか薬科とかは単なるレッテルであって,その気に

なれば何でもやれるし,入ってから勉強しても充分間に合

うD畠違いの人でも一年もすると,その工場ではなくてな

らない人物になっているから出身にこだわることは全々な

い｣と強気に語っておられたOそして,

｢薬学出身者もどしどし化学工業にとびこんで,その持

味を生すべきだ｣ともいわれた｡

我々薬学生は常にミクロの物を取り扱っているせいか気

特までミクロになっている幌向にあるのは何としても残念

なことだと思う｡

今の世はアイデアの時代だと言われるO我々も薬学とい

う地盤のアイデアを持って方々に勇飛しようじゃないか｡

(4年 薬化学)

に感じられた急使は,一歩はなれて客観性をとりもどして

みると,いかにも空虚で持っていき所のないものであるか

にやがて気づくのであるO

卒業後の仕事なり研究に対して自分がどれだけの心がま

えをもってあたろうとしているか問うてみるOよしんばそ

れには何か答えられたとしても,はたしてどれだけの永続

性を確信できるかに至ってはあいまいにならざるを得な

い0本賓的なことをぬきにして,このことだけを考えてす

ら,余りに露骨ともみえる現実を冷静に受け入れかすれば

ならない｡それでもなお割り切れないものが残るとしても

それは別な問題にもどっていくと思うD

屋上に出ると雨にうたれたあとの石だたみがひんやりと

して実に気特がいいOつい先頃迄はそうとも思わなかった

周囲の景色が,何かひどく美しい,大切なものの様に感じ

られる｡そしてもうまもなくそれらは ｢懐しい｣と言う言

葉で思い出すことになるのだろう｡

さまざまのことが,英にさまざまの形で過ぎていくこと

だD白衣を着た時と脱いだときの切りかえのきく者であり

たいとしながら,着ながらにして脱いでいたり,ともすれ

ば白衣を着てばかり過してしまった様であるO

クラスの誰かが言ったことだが ｢その時々のことはその

時々にそれ以外になし得なかったこととして考えたい｣と

私も思いたいo (4年 葵作)
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断 片

薬物の心理的効果の問題をめぐって

高 橋 和 年

いままで犯罪心理学研究の途上で,多くの覚せい剤噂癖

者や麻薬の常用者などとの面接の機会があったが,それら

の経験を通して,薬物の心理的効果というものは,それを

使用する人間のパーソナリティや生酒変の特質との関連を

無視しては,具体的に捉ええないのではないかと考えるよ

うになった｡いま覚せい剤 (化学名フェニール ･イソプロ

ピルメチルアミン)の場合を,退去に取り扱ったことのあ

る二 ･三のケースをあげて述べてみよう｡

K少年 (昭和29年調査時19才)は,無力で塔極性の乏し

い弔い性格の持主で,かなり自己不確実,抑うつ的な債向

があi),対人関係においても従属的,同調的であった.彼

と覚せい剤 (ヒ1,ボン)との最初の出あいは,昭和25年末

当時朝鮮動乱によるいわゆる ｢金-んブーム｣の影響で多

忙を極めていた某古鉄商に住込み店員となった時である｡

古鉄商某は,仙台でかなり顔を売った復員者上りの遊び人

で,正業のかたわら党せい剤の密売をし,また多数不良の

徒輩を集めてトバクを開帳していたOここに住込み店員と

なったK少年にも,それまでに ｢金-ん｣を中心にした非
行歴があり,そのために古鉄商某とも関係がついたのであ

る｡

さて ｢金へん｣の買入れや整理で道日夜おそくまで作業

をしていた彼に,某は ｢眠くならないクスリだ｣といって

覚せい剤をすすめた｡おそらく,少年の正常な身体的限界

を越えて労働を強化しようとする意図が某にあったのだろ

うoLかし,彼にとってヒロポンの効果はすぼ らしかっ

たO目が冴えて眠くなくなり,抑うつ的な根本気分が吹き

払われて爽快 ･発揚的となり,一種の世界変化感がおこり

なんとなく自分の行動に自信が湧いてきて,その結果対人

関係においてもずっと積極的に振舞えるようになった｡要

するに,彼の消極的,自己不確実,抑うつ的な性格が,秦

物効果によって ｢補償｣されたのである｡このような補償

的効果のため,彼は急速にヒロポン噂癖に傾斜し,注射量

も次第に殖えていった｡かくして,党せい剤によって造り

出された ｢党せいと緊張｣のうちに,毎日深夜 まで労働

し,その後も眠くならないままに街を俳掴し,あるいは其

方において連日開帳されるバクチを観戦したり,またとき

にはこれに参加するようになった｡

しかし,昭和26年4月以降,朝鮮動乱による ｢金-ん｣

ブームは頭打となり,間もなく相場が反落幌向に逆転する

や,そのあおりを受けて古鉄商某はたちまち落目となり,

その頃からかっては自ら少年にすすめた覚せい剤の使用を

｢度がすぎる｣として制限しようとした｡しかしすでに抜

きがたい噂癖の段階にまでヒロポンの常用が進んでいた少

年には,この制脚ま受け入れ栽く,某の没落がはっきりし

てきた5月には,少年の方から見切りをつけて飛び出して

しまった｡それから約2ケ月,｢ボンの谷間｣のなかで,

完全な浮浪生活が続く｡夜は建築現場の空屋にゴロ寝し,

昼はGIの乗るリンタクのあと押しをしてボン代をかせい

だD当時進駐軍サヤンプ附近の坂のたもとに屯して,リン

ククのあと押しをし,GIやリンタク屋から,なにがしの

駄賃にありつく浮浪者や/ト遣かせぎのチンピラの一群があ

ったo少年はこの群に身を投じたのであるOこの仕事は彼

にとって身体的にも精神的にも,かなりきついものであっ

たOただボンによって補償された状態においてのみ耐える

ことができたのだといってよい｡

Ⅹ少年がヒロポンを打ちながらリンタクのあと押しをし

ていた丁度その頃,彼の小学時代の同級生S少年は,ヒロ

ポンを打ちつつリンタクのペダルを腐んでいた.

S少年 (K少年と同年令)は,小学校時代から運動が得

意で活発であり,よく人の意表に出ておどけることによっ

て級の人気をあつめ,積極的･行動的なガキ大将であっ

たoK少年の消極的で弱く,孤独に流れやすいのと対照的

であるoS少年と覚せい剤との結びつきは,昭和24年の秋

睡眠をギセイにして花札ト/ヾクにふけり出した頃にはじま

る｡ノト学校高学年から中学時代にかけての家財持出,窃盗

などの非行歴を-て中学3年の秋,S少年は,非行を通じ

て顔なじみであった某の仲介で,GI相手のリンクク屋を

はじめたOやっと15才を迎えたばかりであったにも拘 ら

ず,すでに骨太く肉蓮ましい彼は,よくこの重労働に堪え

ることができたのであるOリンクク商売は,たいてい正午

にはじまり深夜におよぶDその間進鉦軍キャンプと市の盛

場の間を重いGIを乗せて往復し続ける｡仕事は辛いが稼

ぎは大きい｡多い日は一日3,000円を越えたD仕事が辛い

だけに一日の仕事を終えた時の解放感も強いO緊張解消は

屋台店での ｢一杯｣からはじまるO気の合ったリンタク仲

間と夜明近くまで飲み,飯を詰めこんで帰宅すればもう朝

に近い｡数時間の睡眠ののち,たいてい彼はリンクク屋某

宅に現われる｡正午になってリンククを動かしはじめるま

でここでアソプためにである｡屋台酒と飯ぐらいでは一日

の稼ぎは使いきれない｡その金を使うためにでもある｡ア

ソビはきまって花札だった｡重労働のあとで夜明まで飲

み,少し眠って同じ目の午前に数時間も ｢アソバなければ

ならない｣彼の生活が,彼を党せい剤に強く結びっけたO

｢ねむくならないクスリだ｣といわれて,彼はそれにとび

ついていった｡打ってみると｢体がフワッと浮き上るよう

でよい感じだった｣という07ェニール･イソプロピルメ

チルアミンのもたらす覚 せ い効果の一種の気分爽快をそう

彼が表現したものと解 さ れ るO覚せい剤のもう一つの彼に

とっての重要な効果は , 重 いGIを乗せて9ンタクを走ら

せる際の充実した力の 湧 出感であるOペダルを踏む-歩一

歩にグットカがこもる 感 じだ｡このようにして彼は次第に
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打っては稼ぎ,稼いでは打つ危険な悪循環の中に入ってい

った｡
㊨

L覚せい熟にかぎらず,麻薬やアルコールのような薬物に

あっても,それら-の噂癖の問題は,心理学的に柱なはだ

興味深いO-人の人間が何故そのような薬物噂癖に僕斜し

ていくのであるか,またそれは人それぞれにどのような心

理的効果をもつのであるか,それらを彼のパーソナリティ

や生活史の特質と関連させて捉え意味づけていくとき,心

理学の新しい問題領域が開けるOそしてそのよ うな領域

紘,今日ほとんど未開拓なのである｡

(教養部心理学講師)

医学祭に参加するにあたって

畑 中 千 年

巨反 項! 義 夫

薄 田 宣 1亘

来年度,即ち昭和37年度の最大の行事はなんといっても

3年毎に開かれる医学界であろうO

我が薬学科も創設以来2度目の参加を迎えるわけで あ

る｡初参加の時は,第 1回生が3年に進学したそうそう,

専門的知識も持たず校舎もない,設備もない,人もいない

という全くのないないずくしの状鯉でそれこそ ｢無から有

を生ず｣という哲学的言葉を地で行くような状況のもとか

くも盛大に実施したという法度と77･イトには第2回目を

埴当する我々としては大いに学び,見習い,今後への試練

としたいものであるoそれにひきかえ現在の我々は,当時

なんかとは比すべきもなく,あらゆる点に於て恵まれてお

り,そういう点からも是非単に失敗の対立語としての成功

でなくもっと広い意味での成功を期待し,信じたいもので

ある｡

経験のない我々が医学祭を準備,運営していくにあたっ

て,請-に問題となるのは,当事者である我々学生の参加

態度である｡即ち我々は,自己を如何に積極的に医学集に

参加させるかということである｡終日,実験に勉学に忙が

しい日々を送っており,私的仕事だけで沢山だといいたく

なる｡しかし我々が,学閥の追求を基盤としている大学と

いう′ト社会において勿論それ等を愚そかにすることは出来

ない｡が,それと同時にあるいはそれ以上にそれらから得

るものが多大にあることは誰もが否定できない明白なる事

実である｡現代のように,文明,社会が加速度的に発達,

進歩し,物質的生活が合理的になればなる私 人間関係並

びに自己そのものは増々非合理的になってくるような時代

にあっては,集団の中の一員としての認識は,自己喪失に

よって消去され,人間はあまりにも他律的になりかねない

のであるoそれ故,我々は自己の無限なる可能性を強く期

∂

待し,なるべく多くの可能性を自己から,去聾なる態度て

引出そうと努力することによって,成長,発展しうるよう

に思われるOまさに医学祭は,参加しようによっては自己

の認識に,確立に,ささやかながらもプラスな るであろ

う.運動会で仮装行列に優勝したO金をかけたこともそo:

大きな原因であるが,衣裳,プラカ-ドその他の装備のす

みずみまで丹念に手が入っていた｡即ちこれだけ各人が参

加したことが大なる原因であったように思われる.薬学科

は医学科にくらべて人数が少ない,それだけ負担が各人に

かかってくるというハンディを克服して,立派な医学祭を

行うには我々ができるだけ医学条を自分のこととして考え

かついかほど協力するかにかかっているO我々は,各人の

自発的,積極的参加をお互に期待しよう｡第二に教養部の

問題がある｡今までの医学熱 こは,医学科,薬学科とも彰

養部は全然無関係であったO薬学科としては- たとえ教

養部が動員されたとしても 160名,一応七講座が全部参加

する予定であるから,一講座を約20名が担当することにな

る｡人見の点から,学部と教養部との交流を円滑にすると

いう点からも,学部と教養部は,その間に横たわる物理的

心理的条件をのりきり,一致協力して薬学科全体として参

加したいと患うO寓3の問題として医学科との関係があげ

られる｡同じ医学部内といっても,究極において対象とす

るものが人間そのものであるという以外その過程において

は,あまりにも性格を異にするのに我々は,少なからず当

惑しているのである｡それ故,我々は医学祭の運営にあた

っては積極的に協力し,テーマその他の展示物では協力可

能なものは出来るだけ協力してゆきたい｡その他会場の問

題,各教室がいかほど協力してくれるか,附属機器の使用

の問題等があるO展示物はなるべく視聴覚に直接訴え,抽

象的なものはなるべく避けたいという観点からも,機器の

使用に関しては当局側の誠実な考慮を敵いたい ものであ

る｡その他医学祭の目的であるO市民を啓蒙し,医学,薬

学の知識を普及するという大義名分的目的の他に,我々と

しては創設まもない薬学科,特に薬学という地味ながらも

秘めたるカを有す学問の性格を,認識,理解してもらうた

めにもある租空のPRが老えられるO (3年)

和洋書籍 ･雑 誌

文具 ･洋品･雑貨

寛一番丁⑭ 丸 善
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ライ ト と スイー ト

菅 原 邦 明

ジ ヨセフ･ライトは1855年ヨークシャの石切工の子とし

て生れ,1901年,オクスフォ-ド大学の比故言語学の教授

に就任,1924年退城と同時に名著教授の称号を受け･1930

午,その輝かしい学者としての生産を閉じた075才と言え

描,天寿を完うしたと言える｡

家が貧しかった為,幼少から製耕工場その他に勤めて家

計を扶けた015才で初めて文字を独習,聖書に親しみ･天轄
歴程を愛読したoやがて数学と語学に興味をもち,熱心な

自学によって,3年後には･夜学の私塾を開くまでになっ

た｡1876年,刻苦して貯めた40ポンドをもって,ノ､イデル

ベルク大学に11過留学,数学と独語を専習した｡帰英後･

小学校教師となり,各地に歴任後,再度渡払 ハイデルベ

ルク大学に4年留学ギリシャ語の音韻の研究で博士号を宜

たが,なお大学に留ま り,インドヨーロッパ語比較言語

学,ゲルマン語比較文法,古代英語を攻究した01888年帰

英し,オクスフォード大学詐師に推され,1901年･責に･
正教授に昇進し,比牧言語学を講じた｡その間1914年大戦

が勃発するや,オクスフォードの欠員となった種々の講義

をすすんで引受け,学園のため,日夜尽挿したo

ライトは,生来菖聾,質素,寛容,勤勉の諸美徳を具え
接触するすべての人に敬愛され,又教師としては,自己の

独学の体験を括用して卓抜な技偏を胆われた0

8才年下のエリザベス夫人は,ライトの骨ての教え子で

あり,結婚後,夫妻共著の言語学,文掛こ関する著作は,

可成りの故にのぼる｡貧家から身をおこしたのであるが,

天成の美質と異常な努力に依って,学者としての最高の地

位を得,家庭生活にも恵まれ,又多くの門弟に慕われたラ

イトは幸福な一生を送った人と言われるであろうD

彼の成功を祝う人は多かったが,それを憤侍と思った人

は無かったに違いないO日本にも,生前のライトを預って

いる数人の学者が居り,いづれも木調,雄大な印象をうけ

たことでは,一致している｡訪問客には,極めて親切であ

り,少年時代の労働を偲ばせる,毛むじらでEB扇のように

大きな手でグィと握手されると,ボクサーかプロレスラー

と握手しているような気がする｡あるいは片時も口辺から

離れることのない愛用のパイプ,巨大な体躯,底力のある

ゆっくりした口調等は,播じて北極熊を想わせる,と言う

のである｡

-ン9-1スイートは,1855年ロンドンの富裕な弁謹士

の子として生れ,1864年ドイツ留学,/､イデルベルク大学

でゲルマン帝学その他を研究し,帰国後,古代英語と音声

学に断然頭角を現わした｡スイートは,イギリスの大学に

近代語学の独立学科を設けたいと言う希望を抱き,この抱

負の実現に好都合な,オクスフォード大学教授の椅子を待

望したが,前後二回共に姪街に洩れ,1901年わずかに.普

声学講師の地位を与えられたにすぎなかった010才年少の

ライトが同年に正教授に任ぜられているD

ことを考えると,これに対する不満が後年彼に ttBitter

sweet"の異義 を得しめたことも, うなづけるであろう.
しかしスイートは,これがためにかえって発奮し,杜年時

代の鋭気をもって,専攻学に精進することが出来た｡

1912年その天才に対しては余りにも不遇な地位のまま,
67才で去った｡死後膨大なノート類の中に,哉独自の新造

詩で綴られた一冊が発見された｡内容は,生前の数人の論

敵に対する呪ヨ‖こ近い悪罵,痛烈な皮肉で範始しているも

のであったO

この2人の学者は略同時代に生れ,2人とも20世紀に入
ってから亡くなっているが,ライトが亡くなってからでも

既に30年経過している｡学者の生あ 業績の偉大さは,後

世に及ぼした影響力に依ってiBIJられるものとするならば,

この2人の評価はどうなるであろうか｡

ライトの著わした古代英語の諾作は,スイートの著に及

ばず,又中世英語の文法に関する著作はジョルダンの文法

が現われてから,最早時代遅れとなっているD給じてライ

トの著作の特徴は,懇切丁寧さであり,従来の諸説の集大

成であり,事実に即して正確であるが,天才的,独創的な

ところはみられない｡

今後更に研究が進むにつれて,益々その信腺陸の侵蝕さ

れる可敵性が強lllのであるo満々たる不平の裸に世を去っ
たスイートの著には,到るところ独創と天才のひらめきが

みられるo舌代英語の稿本は,今日猶+分に信揚陸を有す

る正確さを保ち,高度の理論と鋭敏な耳によって得た深い

造詣は,その音声学の数多の著述となって実を詰んでお

り,一般音声学に及ぼした影響力はiRrlり知られなlllものが

ある｡最古英語稿本において,最も原初の英語の相をあき

らかにし,大著新英文典二巻は極めて科学的で,イェスペ
ルセン･ボーッマ･カームを有する今日でさえ,いささか

もその価値を失っていないD又舌英語辞典は,形こそ小さ

いが盛大なボスワ-スを遥かに凌駕している｡英語学の真

の建設者と謂われるのも,もっともである｡彼の流れを汲

んだ者の中からイェスペルセンなる現代最高の英文法家が

現われたものも当然であろうC

ライトは,その木弧 親切,温かい抱擁力によって,つ

まりその豊かな人情味によって生前から多くの人に慕われ

たのであった｡スイートはその天才と狽介不帝の為,人は

寄りつかず,当然すぎる地位すら与えられないままに渡し

死後その著述により,世界の英語学徒の拠るべき権威とし

て,多くの尊敬を集めている｡ライトは生前既に有名であ

り幸福であったが,薮してからはその学名はスイ-トに遠

く及ばない｡これらを想うと私は複雑な感慨を覚えるので

ある｡私がもし50年早く生れていたとすれば,どちらを先

生として敬慕しただろうと考えてみたりするOやはりライ

トであろう｡ (教養部 英語講師)
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亡 き 京 田 さ ん を 偲 ぶ

日下部真一郎,敏子両氏は故京田守弘氏の御両親である｡掃集部では京田氏の研究,生活両面の懐度が′トさ

い頃の御両親枝の教育に深い関係があるのではないかと考え,科達の今後の生括の指針にもと思い御寄稿を

依頼したところ快く御引受下されたD茨に故東田守弘氏の御冥福を祈ると共に御両親様に心から哀悼の意を

表しますD

川内の大きな杉の木

日 下 部 真 一 郎

そうです｡彼はよく感じていてくれたと思います｡だか

ら今更何も書くことはないんですoそれで今書くこと牡,

それは,みんなっまらないんですけれどおゆるし下さい｡

川内の記念講堂の工事現場に私は居たのですが,そこの丘

での話,ここに彼のスケッチした ｢川内の大きな杉の木｣

があるとしましようO私達 (守弘と私)は茸の上に横tこな

って下宿に送って来たといって彼がノ､イザックから出した

家の柿を食べながら話したのです.よく晴れた日曜の午後

です｡

私は仰臥して話し続けました｡守弘は足を伸した姿で何

かをスケッチしながら聞いていますD絵の話から始めまし

たO彼の憤った語気で反間してきたのを今も忘れ得 ませ

ん｡それは素人といったことについてですo｢素人とは何

だ｣と言うような言葉で反撃して来た彼の語気に,私はハ

ツとしましたO｢おいでなさったな｣と不期待ながら,時

をはさまず私の信条のようなことを話しましたが,それを

だまって開いてくれたことは,それから後も,彼が亡くな

ってからも思い出す度に何だかしんみりするのです｡

してやることの少なかった私は何につけ彼が黙って開い

てくれていた姿を思うとただすまなかったと言う以外k何

もいえないのです｡川内の大きな杉の木というのは,彼の

通したスケッチブックの自筆の目次にはあってもその綾は

みつかりませんでしたが,そのとき私達の話が終った博に

見せてくれましたO寝ころんでいた傍の杉の木ですD何で

もない杉の木,でも私達が惰って寝ころんだ何でもある木

と後で因縁つけられますが,彼のスケッチの絵をみてひそ

かに驚かされましたD何でもなく国としてまとまっていた

だけなのですけれど,それは画というものと,画の生活と

言うことの希Lをしていたので,何でもない杉の木のいの

ちの生活を,よそながら彼の生活した一つの体験表現なの

でしょうO｢打ち込んでやれば木とでも話が出来るように

なる｣と言うような話で,私がかって遇った果樹園の老人

の話や,私の体験やを話したのでしたが,そんなことで

は,彼の教室の現実面で,希望を打ちくだかれてか,失意

の姿を推察して親心のはげましを加えて話したのですo

スペン-ディンの沙漠探検の話をして,冒険と,目的遂

行の意志,意力,努力忍耐の昂場,それは永遠の人狭-の

信頼と愛が導いてくれるんで,あせらずに自然を師として

信靖と愛に導かれて打込みなさい,打ち込んで行けば自然

が話しかけてくれる｡別に何かはなげなしいテーマを見っ

つけてかかろうとそれを探しにあせるのは見苦しい,謙虚

に自然を師として打込む生活をしなさいよ'失意の時も絶

望せず自然と共にする生活鰭度なんだ｡これは画の話で,

セザンヌの森の画を見て感じたことなんだが,いつ準をお

いてもそのままで画になっていなければいい画ではないの

で,まだ未完成だから見せられないというのでは素人の絵

なんだ.それはその人が画の生活をしていないからなので

当然のことなんだD素人と玄人と言うのはそれなんだo素

人は絵の生活をしないから未完成のときは見せられないと

言う時があるんだ｡勿論素人には画の生活は出来ない,画

の生活って私はこう思うんだが,一時間や空間を超越した

生活なんだD/､ツノ＼ツ,アブストラクトもわかるだろうO

社会人にはとても出来ないしすることでもないが,時にち

ょっとやって見てもいいが,その理解はしたはうがいい,

いつ死ぬかわからない,いつでも見せられる生活をするの

が玄人なんじゃないかな｡画人であろうとたかろうとね.

わが家の血には創造力はあるDが,野心がないO野心は

余り感心しないけど人並に少しは冒険心はあった方がよい

と思う｡冒険心には遂行する勇気と忍耐力がともなわねば

ならぬ｡それはスペン-デインの探検記から教えられるよ｡

成果の栄光はお預けにしておいてもまず勇気,それから忍

耐力が得られればいつも元気に行けるよ｡

私達はそれから街に出てミルクを飲んだ｡仙台のミルク

は濃くてそして安くて満足だった｡

開放弦

まだほんとの赤ん坊の頃,長イスに寝かされている時に

ギターの開放弦を聞かせたことしばしば,そのつどおとな

しく眠っていたような姿を思い出しますOやがて這い這い

から立っちの頃,ギタ-の置いてあるところにおばあちゃ

ー37-



んの手を引っぼってギターに押t,てやるのですOまだロが

きけないのでギターを鳴らせと促しているのです｡みんな

笑いました｡

小学-年の頃,おかしな歌をうたって皆を笑わせました

彼は意味は知らないのですがメロディ-だけなのですOど

こで覚えたの?ときくと,ラジオで,とすましているので

す｡正確なメロディーでした,2年で疎開して郷里に半年

おりましたが,親類の女学生のお姉さんがピアノの前で彼

を慰めようと,何を弾いてあげましょうか好きなのを言っ

てごらん,と言われたのに即座に/､イドンのサプライズソ

ナタといって面喰わせたのは,子供の友で読んだノ､イドン

のあの宮中でのビックリ昔を自分も一度きいて見たいと思

っていたからということだったそうですO

先年北海道に営林署のアルバイトに行ったときのEl記の

一節に,山でラッパ草と言うのを教わって,それを切って

昼食休みの丘の上で教わったようにうた口を切って吹いて

みたらうまく行って,イタリアン奇想曲の最初の勇壮なメ

ロディ-が広野に拡がり行く気分を楽しんだ情景は想像す

るだけでもほほえましい姿です｡

ウグイスの口笛

阿佐ヶ谷の家から石神井公園までは歩いて1時間位の田

舎道です｡2才の頃です｡途中で睡くなって歩 く元気が

なくなりましたOだっこしているうちに眠りかけました｡

むずがり坊だったので子守唄でもと言うところでしたが口

笛でウグイスの鳴声を真似ました｡ホーホケキョをきいて

｢コツコ鳴いた｣と言って安心したように寝入りましたが

何だか幼い者をだましたようなすまない気特ですOその時

も劇にあるカツコの真似嶋の場面を思い出しながらでした

が,物心のつかない幼ない子がウグイスの声ですなおに寝

入って,昔の世界にそのまま親しく成長したと思えば私も

救われます｡あの口笛はそのまま何も知らずに他界したの

です｡ラッパ茸で吹いた彼のメロディーはあの世で今度は

私がきかせてもらいましょう｡

ロビンソンの研石

ある日,貝って与えたコンパスの脚が折れているのを窓

辺の彼の前で見つけて,ひどくしかりつけたのをその後も

すまなく思いつづけていますoそれは小学生には勿体ない

けれど普通の子供用のプンマワシは粗雑で,どんなに子供

が熱心でも,道具が悪くては立派な円は描けないので可裳

そうだからと,コンパスを与えたのです｡多分コンパスの

脚の剣を他の用途に,こじる用途にでも使ったのかと邪推

したのでした｡そばに居た彼の兄の ｢折れてたんだ｣の助

け舟もきかず,｢道具を大切に使わないようではもう何も
買ってやらない,道具を大切に使えば手はどんな立派なも

のでも作ることが出来るものなのだ｣とあまり言いすぎた

のをくやんでいます｡ロビンソンクルーソーの漂流記は寓

諸であ′っても,彼が難破船から島に運び揚げる荷物の順位

計画の第-番目のものが研石であったのは,道具をいつも

役立つような状態にしておくことが人生の創造生宿の第一

位的要事との考えかと感心していた私の思いすぎの叱言だ

ったのですが,それを黙ってきいていたあの時の姿も忘れ

られません｡大きくなってから物を粗末にしたようなこと

は全くみられませんでしたし,時 創々造的な片鱗をのぞか

せたのを思い合せると,無言のうちによく事を理解してく

れたのでしょう｡

煤の裏と表

大雨のあった翌朝のことです｡座の掛 こある溝にきれい

な水が流れている中に一匹の太ったドジョーが流れ泳いで

いるのを掬って庭の池に放そうとしている時,それを窓をこ

惰って見ていた彼が,食べる食べると言って泣きながら盛

んに制止するのです｡まだ自分で箸も持てないこんな子が

生きているドジョーの姿から食慾を催すとはあきれて心に

赤信号を揚げる必要を感じました｡尤も口に入れられた肴

に骨があると上手に滑め出して決して口中のもの全部を吐

出すようなことをしないので前々から肴好きだとは思って

l''ましたが,少し大きくなってから彼の兄が食陣で鮭の白

い方の片身だけを食べて嘉を残しているのを見て ｢その半

身を食べてやろう,裏の方が肉も厚くアプラがあってうま

いよ｣と言ったのには驚きましたoあらためてみんなはそ

の通り盛の裏表には肉厘の差のあることを知られました｡

何年か経った或る日,知人の女子大生の娘さんが来て児童

心理のあるテーマで彼を試料(フ)にさせてくれと｢モツチ

ャンどう言う時が一番楽しいですか｣の間に答えて ｢お箸

を持っている時｣と答えて笑わせましたが,それは,何か

ら食べようかなと考えている時が一番楽しいんだそうでし

た｡仙台で仲間達によく変なものを食わせたそうですが,

思い当ることです｡

ニワトリと猫

レグホンのひなを育てましたOアカチンと言う名前のが

いました｡彼が目印にひなの頭にマーキュロをつけてそう

名付けたのです｡アカチンはよく卵を生むようになりまし

たOもうー羽の方は足のうらにおできが出来て拍廃してや

ったのですが,一ケ月位しても治らずとうとう或夜,とま

まり木からパタッと落ちて落命しました｡翌朝早く栗の木

の下に葬る時 ｢早く埋めないとお父さんが食べると言うと

いけないから｣と言ってたようです｡

ったい歩きの頃家で黒い金目の仔猫を飼っていましたO

その頃うちにねずみが出て困っていたので,ほんとは猫は

誰も嫌いだったのですが,その後その仔猫はもういなくな

って'歩けるようになった頃の或る日,石膏細工の象牙色造

りの動物玩具やの店頭で私はライオンを買わせようとしま

したがどうしてもまねき猫を握ってはなしません｡店のお
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ぽきんが,あんなに捜しがるのだから,それにしておあげ

なさい｡と言うのでそれにしましたが,どんなに猫がすき

だったのか,その猫ちゃんは,入浴の度毎に洗ってもらっ

てとうとう鼻がなくなりました｡それでも長い間はなさず

運んでもらlr,ましたO小学四年生頃にほんとの仔猫を飼い

ましたoオスだといわれて貰って来たのですがメスで し

た｡お母さんになって毎年2度づっ仔猫を産みました｡み

な育てました｡病気になればよく世話をしました｡死ぬの

もありました,卯を産ませるためにニワトリにホルモンを

注射したり,大きくなった猫が病気で死にかかったのに強
心剤の注射を打った少しました.家の他の者は無関心なの

に,彼だけがどうしてあんなに猫好きだったのでしょう｡

仙台に行くようになってからは潰された猫■に対して彼が早

く帰って来るのを待つようになりました｡もう今は猫が死

に絶えて何年かになりますが,彼の遺骨を家に宏還した翌

日から2,3日の問見知らぬよその猫がうちに入って来て

泊っていましたO何だか気のせll,か不思議に思いましたO

そのうち猫のことも忘れられ別に何のこともありませんo

彼が手伝って移植したクルミの二代目の木が珍しく初美を

沢山つけ,これも熟して落ちましたo久し揺りにその外皮

の汁でローケツ染を試み,そのうち彼の供養のしるLにも

と考えている或る日,可愛らしい小犬が庭に来ました｡そ

れが自然に住みつき,今日で半月近くになります｡昨日か

ら家の人の前に寝ころんで腹を見せるようにな りました

が,この姿は彼の幼時その友達の一人がその頃彼に教えて

いた ｢握手を求めている｣それです｡家もだんだん静かに

賑やかになりそうです｡

そ の 後

日 下 部 敏 子

10月12日｡しばらくぐずついた空が久しぶりに晴れあが

った朝でした｡あすは守弘の百ケ日になりますので,今日

はその前日の心ばかりのおまつりをして彼と共に語 りたい

と考えておりましたら,すぼらしい朝で,仙台ではこの日

運動会が催されるときいておりましたので,彼もやはり大

学のグランドで走っていることでしょうとうれしくなりま

したD快晴を幸い彼のまだ残っている衣類を彼の部屋いっ

ぱいにひろげで一枚一枚,買った時,着せた時の会話をな

つかしく思いながら整理いたしました｡いっも帰仙したあ

との衣類の整理と同じ気痔で一枚ずつ箱に重ねて容れまし

た｡来年の夏にすぐ着られるように｡実は私は自分でも彼

のものを整理するときに涙が出るのではないと危倶してお

りましたが,青空のもとであたたかい陽ぎしのためか悲し

くなりませんでした｡来年の夏に彼が帰った時にすぐ着せ

てやれるように,彼との再会の折をたのしむ気持で一日が

かりでいたしましたD大学に帰ってしまったのですDいや

少し長い旅行に出たのだ,そして旅先から便9をよこさな

いこんどの旅行なのだと恩えてなりません｡そしていつ

か,いえ近い中に必ずかえってくる旅行に出たとしか思え

ません｡いま仙台で走っているのだと思ったり'また仙台

でもお友達が思い出してて下さるだろうと考えたり,一日

中彼のことを思い出してすごしましたD翌日渋谷まで出か

ける電車で次の駅から何気なく私の隣に立った人がありま

した｡はじめ混んでいたので黒いものを着ている人だけ思

っていましたが,ふとみるとうすい黒の半袖セーターで衿

と前たてにあかい線がくっきりE当たのを着ているお嬢さん

だったのでほんとうにおどろきましたD彼が帰って来たの

かと思いましたぅそれから新宿までそのセータ-ばかりな

がめて,のりかえもその人の行く方ばかりたがめて,うっ

かりのりおくれて,私の乗る電車は目の前をその赤い線の

衿だけを見せて走りましたo彼はまた行ってしまいました

が何か昨日の運動会と思い合わせて,私に姿を見せてくれ

たようでなつかしく恩いました｡

最近まで一度も彼の夢を見なかったのですが･遺作展か

ら帰って2･3日して,丁度お彼岸になってから'美しllt

陽ざしの中で腕を組んで,にこにこ笑っている彼の顔をあ

ざやかにみました｡多分あの世に安住している彼の現在の

姿をみせてくれたのでしょうO短い生涯でしたが,みなさ

んからいろいろと身にあまるお托めの言菜で悼んでいただ

き,私としては ｢ほんとうによくやってくれたわね｣と肩

をたたいてやりたい思いでいっぱいです.

今春卒業記念に彼と二人余良に赴き薬師寺さんに三晩も

とめて頂いて奈良時代そのままのおごそかな苑会式に参列

しました｡ひる,衣,夜中と一日三回二時間にわたる式で

す｡夜は灯明の光だけなので,経本をかして項いても私に

はとてもよめないのですが,彼は身からきいてわかるらし

く二回目からは坊さんたちとともに大声に詞していました

しその中の ｢南無平等利益無辺界｣は殊に気に入ったらし

く奈良から知友-の便りのおわpに必らず書いておりまし

たo昨日薬師寺橋本官長さんにその便りをお目にかけまし

たら,｢これは辞世ですな｣と仰しやって下さいましたb
いまとたっては彼の心をうけつぐことが残された私のつと

めであり,また彼-の供養にもなるかと考えている日々で

ございます｡
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北上の夜の紅茶

一忘れ得ぬ京田守弘との二人行一

村 田 正 弘

事件の日以来三月の目が流れた｡･その日から僕を激しく

襲って来た悲しみと運命の鏡酷さに対する怒り,僕は自分

に抵抗しなかった｡深夜-人声をあげて泣いたし,一月前

の葺稀は京田,京田 ･ ･････と書いたまま涙でくしゃくしゃに

なったまま投げ出しあてるO然し今,僕はようやく亡き京

田の意志の何分の-でも実現するため最善の努力を尽そう

と決意した｡京田と供の友情をいささかでも傷つけようと

するならば何人といえども許さない｡何故なら僕等の友情

こそ人々の善意を信じ,真裏を貫き,不正を憎み,この研

究と教育の場に′トさい努力を積み重ねようとした絶対不可

侵の基盤に立っているからだ｡僕は今ここに在りし日の京

田の一面を静かに語りたい｡それは御母様のいわれたよう

に聖書の ｢一粒の麦が地に落ちて死ななければ一粒のまま

もし死んだなら豊かに実を結ぶ｣(ヨノ､ネ伝12.24)の通り

京田を後につづく宗学科の若い諸君の胸に蘇らせたい僕の

切ない願いからである｡

あみこす一号を編集していた57年末の頃である｡教養の

時代で部屋もなくもっぱら在京院の彼の下宿を使った｡夜

やるのでいっも11時半の終列車に乗るため凍りついた道を

歩いて帰ったものだ｡旧い家の八畳なのでひどく寒い,彼

は暖房にラジウスを使っていたが暖らないO考えた末部屋

の中に温室用ビニールでテントをはった｡夏みかんを買っ

てきたが,皮がビタミンCの豊庫だというのに捨てるのは

勿体ないといってマーマレードを作った｡渋味をぬくため

一回ゆでこぼすのがいいが,ビタミンの破壊湿度を考えて

沸とうさせてはいけないと理論的計算の上乗靖しいマーマ

レードを御馳走してくれたOラジウスの昔でつい激論がこ

うじても気付かず声がだんだん高くなる｡次の朝′ト母さん

に謝るのに弱ったそうであるO今はこの家もとりこわしに

なってしまった｡

の日岩泉から数時間パスと汽車にゆられて来たところであ

った｡大きなザックはとても担げそうもないのでサブザッ

クだけで夕方柳沢口から正面夜間登山を試みた｡一気に登

る気だったが残念なことに足がいうことをきかない｡副管

しいが若い女の子にまで抜かれる,八合日で12時をまわっ

たろうか,二人とも全く動けない位疲れてビパーグするこ
とにした｡考えてみると晩飯も食べてないが,食欲どころ

か飯を炊く気力もない｡京田は ｢危いな,飯を炊こう｣と

水場は扶したが思うように助けない｡しばらくして彼は熱

い紅茶をわかしてくれたD あんなにありがたかったことは

ない｡少し温ってシートにくるまって首だけ出して満月に

近い北上盆地の夜景を足下に仮眠した｡次の日頂上に立っ

た｡滑り綱張口に降りたが相変らずひどい疲労で前日の朝

の半ば糸をひく飯食の飯を水ですすりながらの悪コンディ

ションだった｡休日で人は多い,早く行かないとバスは満

員で乗れなくなりますよと親切に教えてくれる人があって

も,足が動かずバスもいってしまった｡仕方なく焼けつく

ような道を雫石まで歩き通した｡僕の重いキャラバンをか

わってはいてくれた｡｢いわて｣(彼の遺骨が東京に帰った
汽車と同じで僕は感無量だった)で仙台に帰ったとき二人

で三つのザックをタクシーで僕の下宿まで運んだO｢泊っ
ていけよ｣と誘ったら彼もその気になって風呂へ入って次

の目の昼まで眠りつづけた｡彼が泊っていったのはこれが

最初で最後である｡｢紅茶をわかしているとき僕も何度眠
りかけたかわからない｣京田がポッタといったとき僕も思

い出してぎくりとした｡有か こなってしまったが北上の夜

景をもう一度ゆっくり眺めたいね一 二人は7月20日岩手

から八幡平-の縦走に出発する予定だったD

(大学院薬品分析)

彼はよく山-登った｡西朋萱高会 (都立酉高校山岳部O

B)に属して北アの剣や穂高にもいったが近年はむしろ近

くの山々を気のむくまま歩いた方が多い｡奥秩父にいった

ときの創作風の記録をよむと彼の山を歩くという一つのテ

ーマに対しての貢げんな気特がよくわかる｡僕達が三年生 f

の59年の夏,彼を含めて5人で三陸梅岸を10日間徒歩旅行

した030キロのキスリングを担いで炎天下をもくもくと歩

いていく,彼の姿が目に浮ぶ｡そして心から愉快そうであ

った彼の顔o盛岡の駅で解散したが,僕と京田は目の前の

岩手山の美しい姿をみるとどうしてもそのまま帰りたくな

かった010日間の徒歩旅行はさすがにこたえているし,そ
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就職試験に失敗して

山 内 郁

雪の降る一女高での入学試験場で,私の前の机に居た長

靴をはいた0君を見てからもう四年にもなろうとしてい

る｡丁度男女同数のいる私達のグラスも,いろいろな事件

にぶっかりお互に成長してきたことと思う｡私はこの様な

形体の男女共学を経てきたことを嬉しく思う｡

卒業を半年後にひかえて,私壮丁社の入社試験 を受け

た｡女子の求人募集がまだ皆無だった頃であるので,割合

大きな製薬会社の試験をうけることができたO幸福にひた

って,是非合格したいと思った｡一緒に受けたMさんも同

じ気特であったことと思う｡もしどちらか一人でも合格す

れば,女子の多い私達の科の後輩のためにも道がひらける

ことを思うと胸のふくらむ思いだった｡筆記試験,二度の

面接試験,身体検査が,一口のうちにあっという間に終っ

てしまったO

不幸にも,休みも終りの日に受け取ったのは不採用の通

知だったoMさんも不採用であったO落ちたとlItう事は,

どんな場合でも気分の悪いものであるDもう二度と試験を

受けたくないと思ったのも無理からぬことであるO少くと

も成績底秀なるMさんだけでも合格している筈であった｡

自信を臭っている私達が聞いたのは,正確なことはわかる

よしもないが,東京在住を第一条件としたということであ

る｡私達は偶然にも地方の大学に在学していたために,は

じめから不採用の候補にあがっていたのではないかという

疑いもわいてくる｡

多くの女性が悩み,私達薬学科の女子も当面して考えて

いることは,進学には男女の差別はなくとも就職の際は区

別されているということである｡会社側でもはっきり女子

は採りたくないと言っているし,採用しても給料に大きな

菱ができるD二期生の女子も大部分就激がきまり,製薬会

社その他の会社に行ける人も数としては多いのかもしれな

い｡又,給料も男子とそれ程差がない所もあるだろう｡し

かしそういう所もどこかに穴がある様である｡男子が不足

の為に女子に採用したとか,昇給率や待遇に差が出てくる

とかであるDその他にも女子には種々の制約がついて く

る｡私の場合も女子寮がない為,安い給料で下宿なり自炊

なりをするのは,苦しいだろうという理由で女子を敬遠す

る｡そしてわずかに自宅通勤可能者のみを望むのである｡

ほとんどの会社は女子寮を持たないo持とうとさえしない

様であるO成績が悪く落とされたというのだったら気分も

すっきりする｡が,採用する見込みもなく試されていたの

かと思うと悲しい｡筆記試験もなくさっと採用される男子

がねたましくさえ思えるO

頭脳的に,また能力からみて女子は劣るところがあるか

もしれないDしかし男性以上の人も屠る筈である.このク

ラスにも入社試験に男性をぬいてトップの成紋だったとい

う人もあるという話である｡そういう人達をも,はじめか

ら差をつけないで欲しいものであるO

なるほど女子の仕事能率はおちるかもしれない｡そして

詰婚してやめる人もまだ多い｡家庭と職を二つかけること

は苦労が多いかもしれないO特に子供を育てる時は時間が

とられがちである｡女子もそのことにあまえてはいけない

が,その際能率のおちることは必然のことと考えられない

ものかDある新聞の投書で読んだのだが,その時に1I2年

仕事をやめてまた復帰できる職場があったらよいと思う｡

子供が大きくなればいくらでも働けることである｡そうす

れば短期間の就職に投資するのはおしいという老えもなく

なるDまた女子でなくてはできない仕事もあるO結婚して

も働きたいという女性が増えている昨今であるO会社側で

もそういう人達を受け入れる体制ができつつあるのが,自

然の理ではないか｡現在の条件下でも,負担が重くなるに

も増して女性が職場に出たいという理由は,自立している

という気分である｡この4年間の共学にもそういうことを

つちかってきた｡教室内では,はなはだしい男女の差にぶ

っかり苦しんだということはないと思う｡この様に対等に

すごしてきた4年間が貴重に思えてくる｡この独立心をこ

れからもずっと保持してゆきたいものである｡

この失敗をこれからもくり返すのかと思うと残念 であ

る｡受け入れ方に個人の差はあっても,同じことを学ぼう

としてきた私達である｡後の人は自信を持ってすすんで多

くの機会にぶつかってほしいものである｡

(4年 薬剤学)

理化学器械 ･ガラス器具及畳器

化 学 磁 器 ･各 種 耐 化 物

実験諸材料 ･各種葬械製作修理

要 覧 大 島 商 会

仙台市東 九番Tl15

電 話 ⑥ 4628
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無料宿泊所 斎 藤 英 治

金をかけずしかも楽しく旅をするのに一番工夫の仕所は

やはり泊る場所の運び方であろうO思い出すまま印象的な

泊場について書いて見ようo

公民館一九州最南端佐多岬｡亜熱帯植物の茂る平和な土地

であるが交通の債が無いので訪れる人は少い｡交渉してこ

の村の公民館にとめてもらったDしばらくすると村の子供

達が沢山集まって来て,我々のなすことやることをまばた

き一つせず見ている｡そして口々に "アカダイカもという

が我々は意味が分らず,悪代官だの赤大根だの名解釈さし

たが,結局お前はだれかという意味だったらしい,生晴は

貧しく娯楽も殆んど無いらしいO

待合室-和歌山県潮ノ岬oバンガローは有料なので岬の

突婦の昨年作ったばかりというガラス独りの豪華な展望室

に泊る決心をして交渉したO苦心の未夜になったら泊って

良いという許可盲とる0本州の最南端なので東京-大阪間

の汽船は全部この側を通過する｡波は大部荒く風 もある

が,夜になると四方のガラスを通して汽船やいかをとる漁

火が無数に塘い海に輝いて,実に美しい光景であった｡一

つ二万円という椅子と三つ四つ組合せてベ ッドを作り美し

い夜景を見ながら寝る｡まさに高級ホテル以上のデラック

スな気分になる別天地だった｡

テント一頭る場所さえあれば良いのだから手軽に利用さ

れるが,浴室つきテントとなると楽しい｡さいはての知床

半島に束北海道唯一の高山ラクス岳があるo このふもとに

岩尾別iBL泉があるD勿論/1スの債はなく歩く他はないD温

泉とは聞えが良いが河原に畳一枚より小さい位の大がある

だけで,熱い時には河原の水でうめるという野天の無人温

泉で板の割日から熱い散が出たり河原の水がしみ出たり'

全く血のめぐりの悪い人にはもってこいであるDやたらに｣

かきまわすと版にっいている藻がぷかぷか浮いて感じがわ

るいoあまり近くにテントを張ったので,地元の人が温泉

k来た時には目のやり場に困ったO

旅館-という所は泊めるのが商売だけにめったにロハでは

泊れないがうまくすると三食つきで無料の場合もある｡宮

城県登米町の北上川堤防の草原で野宿をきめて星などを仰

ぎつつ北上夜曲なども歌ってうるさい蚊の襲撃に耐してい

たら,ライトを持ったおじさんが興妹探そうに寄 って来

て,俺の家は旅館だから寝られるという｡全然金がないと

言うと,それでも良いというのでついて行ったら非常にも

てなしてくれた｡その娘さんがまた美人で親切だったので

気に入った｡後で聞くところによると町評判の美人とのこ

と｡今さらながらあの時のうすぎたない自分の服装を思い

うかがえ汗をかいてしまうO

無人小屋一宮崎県の青島といえば有名だが,そのずっと

南に垂島がある｡住民はたった二人で青島ほどの派手さは

ないが,一つ魅力があるDというのはここには猿が教10匹

群棲しているのだ｡ここには京大生物科の人が使ったとい

う小屋があり,そこに泊ることにするo炊事の用意に一人

だけ残って他は米をとぎに行っていると彼の悲鳴が小屋か

ら聞えた｡急いで行って見るとサルが小屋の重い戸をあけ

て入って来て,それをてっきり我々と思ったと言う｡しか

しさっきの声は悲鳴でなく猿を追い出すための声だと弁明

することしきり｡その夜は屋根の割目からサルの目がきら

りと光ったり,窓からのぞかれたり,どっちが人かわから

なかった｡

アイヌ人の家一北海道屈斜路湖｡泊る所を探していると

湖のほと9に大きなあばら屋があったoT度主人がいたの

で頼んで泊めてもらう｡ところがその主人大変なアル中で

夜になってからだれがとめるといったなどとからむ仕未｡

再び頼みに茶の間に行ったら甘ったるい臭気や壁の赤黒い

特 売禿性 のグル クロ ン酸 誘導 体
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(25g.100g.500gl

グロナミンは,グルクロン酸のカルボン酸を簡
fァミド化したグルクロン酸アミドでが成分.甘味
のある服みやすい粉末です｡
吸収がよく.排亨世が遅く,血中王農産を長持闇持続
するので,慢性の肝捗≡恵をはじめ,皮l胃炎一中毒葦
症など･･.;昆宍別こわたって治原を必要とする疾ヨ丙
にグロナミンはうってつけです｡

茄 ｡珊 抑 中 外 製 耗 株 式 会 社 (中外袈藻
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しみなどで,すっかり気味が悪くなる｡結局外気の流通す

る土間に寝さしてもらったが,勝りには目つきの鋭いアイ

ヌ人が3･4人寝ていたりついに同行の女性の一人が泣き出

す始末｡滅び行く民族アイヌ人の一断面｡

民生寮-要するに浮浪者に無料で泊所を提供して更正さ

せようとの目的で建った寮である｡静岡県金倉町｡無料宿

泊所という看板があったのでとびつくと一度警察に行って

許可を受けろと言われる｡警察に行ったら人相風儀を細く

書きこまれて指紋までとられる｡ようやく許可されてくつ

ろぎ風呂に入れてもらうと"このごろの浮浪者は全く信用

が出来ない≠などと僕に聞えよがせに帯しているので気分

も専したが,夕食も恵んでもらって文句は言えないと我慢

する｡同居人は東京で失職して浜松に帰るとl/'う土工風の

男であった｡

学校-悲しき島,天草D どこも泊る所がないので学校に

交渉に行くと,校長先生に頬めと言われて,近くの先生宅

を訪ずれる｡先生丁度昼風呂の真最中｡玄関の侯と風呂場

の校長先生との間に珍妙な会話が続く｡ようやくねぼって

許可されたO但し板ぼりの講堂であったo夜宿直の先生が

どこかで飲んで来たらしく我々が講堂に寝ているのでびっ

くりしたらしい｡後でこの島には娯楽がなくせめて飲むぐ

らいが関の山だと嘆くOあまり酔っているので相手にしな

或る男の体験

かったらすぐ引込んで行ったO

野宿一両が降らねば一番良い快適な泊場である｡礼文島

の酉沿岸｡少し早くついたので溝で遊んだがっいに泳ぎた

くなり泳ぐ｡水はあまり青く澄んでいて拾いのですぐやめ

る｡キャンプファイヤーをやり食事をしたらすぐ寝るとこ

ろがそこは蟻の農で火で刺激されてシュラフにありが入っ

て来るOかみつかれると本当にいたくて弱った｡

民家一家族ぐるみで土地自慢の料理で歓迎してくれる民

家程和やかな時はない｡初冬の飯豊連峯｡主尾根に行かぬ

内に吹雪となり一日停滞してさんざん目に会ってやっとふ

もとの人家にたどりついたOぬれた服をぬいで風呂に入り

出してもらった丹前を着て,いろりのそばで話に花がさい

た実際にきつねに馬鹿された話,熊狩りの詣これらは彼自

身の経験であり,それだけに貢にせまるものがある｡自慢

のどぶろくもごちそうになりすっかり良い気分でLLlでつか

れた体をふとんに横たえる｡このような本当に満ち足i)た

気特は人生に何度あるだろうか.′

以上の如く未知の土地は我々がその気なら大いに歓迎して

くれるだろう｡金のかかった旅行も-つの方法だが土地と

の本当の接触という意味で劣るように思われる｡特に教養

部の諸君などは若さと暇があるのだから大いに青春を楽し

んで,楽しい思い出をつくってもらいたいものである｡

(4年 藁剤学)

原 通

鉄格子付きの病室で自分の存在に気付いたのは,8月に

入院して1ケ月程経た9月頃で,毎日昼∈酎こなると重の看

護人に連れられて階下の床の上に寝,ロの中にガーゼの棒

を喰えて電気ショックを受けるのだったD外科手術で体を

メスで裂れるのと違い,㌧電気死刑の事が常に頭に浮んで,

自分の罪のむくいと悟りきらないとその精神的恐怖は仲々

去るものではなかったo頭上にいる医師が始めのうちは,

死刑執行人のように思われ両者の呼吸がピタッと合った瞬

間,頭の両側に陽極,陰極の棒が押しあてられ,恐怖の波

が頭から足の先迄走って頭を断ち切られたように自分の世

界がなくなり気絶してしまう｡1,OV位の交流電流に過ぎな

いのに胸が火傷しないか,痴呆になるのではなll'かと恐れ

ていたOやがて2,3時間経過して自分が床の上に寝てい

るわに気付くが,何の為にこんな所に寝ているのか,一体

どこに寝ているかもわからないD自分の同室の人,医者,

看護人,友達は勿論自分というものさえ存在意識がない｡

自分の生い立ち,今迄何と行ってきたか,厭な想い出も,

楽しかった事もすべて忘れたDしばらくしてフラフラした

足取りで室に戻るのだが,頭の中を土工テルで抽出され,

旗ったカスのように半ばスッキリし半ば麻卑したようでも

あり時折痛んだ｡重の連中の鼓をみても誰かわからず lh見

えても祝えざる"状態で,彼等はもう済んだとか,俺はし

なくてよいんだなどという複雑な笑顔で迎えてくれた｡後

は一日中ベッドの上で寝,視野が段々取り戻ってくれたの

を感じ,過去の楽しかった事を空想し,将来の無限なる可

能性について憩いをはせていた｡空想は限りがなく悪い方

向に走ると-もう自分の死ぬ事は恐れなかった一街中が火

事になったリ,萌三次大戦が起ったりするのを楽しんでい

たりしてl/.た｡

苦い連中が20人余り,外界から閉ざされていると本能が

純度の正確斯界随一を誇呑

一犬印試薬一

大信化学株式会社

仙 台 市 荒町19番地

電 話 (剖3545~
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理想をこえ三度の食事が一番活気付,く時であり,或る者は

本を読み,トランプをやり'考え込んで,肉のかたまりの

ような生清をつづけていた.若い連中は性的妄想にふけり

安く,猿談で旗の底から笑い合ったがその後で各々何故こ

んなところに入るようになったのか,一体どこが惑いのか

を反省していた｡幸いこの重は正常な活動儲力が回復すれ

ばよい程度の者ばかりだった｡

やがて頭の上のカブトのような感じがなくなった鄭こ,

インシュリン療法を行ったがこれはこれはまさに地獄だっ

た｡朝六時にインシュリン液を上腕に筋注され (電気の時

とちがいこれは段 恐々怖が亘っていったが)30分位吸収を

長くする為にもんでいると発汗を覚えつよく水を欲するよ

うになるが,飢餓感はまだ表われないO糖分,水をとると

コーマに入らないと言われたので,水をロに含んで吐き出

すo床の上に横たわると次第に発汗がはげしくなり,体中

の水分が蒸発したように思わhlてF]嶋の苦しさの余り牛の

ように暴れ過り飢蝕感もまじって,肉体的苦痛とちがう,

言いつくせないような欠乏感で,手を足をヒモでグルゲル

巻にされても暴れたO自分より早くコ-マに入った者は口

より血抱を吹き出し,すごい筋肉ケイレンを罪し,入りき

らないものは泣き呼びながら隣の部屋からころがり込んで

きたDマグロのように手足をつかんで運ばれていくが,尚

全身の力で暴れるので胸の上に贋を下して押えつけられて

いた｡コ-マになる迄フトンを汗でダラダラにして,水を-

滴でもなめたいと思ったD終った後の食事の事だけを考

え,動かない手で胸をかきむしりながら,とな少の男の暴

れ方,コーマに入った男のケイレンなどを見ているのは悲

惨であった｡砂糖水の事だけを考えているようなその日,

血液中にはやくブドー糖を入れてくれとo昏庫に入ってい

るものは静かに感じられた｡常に薬理実験されているよう

な侮辱感を感じて,その苦痛の割に効果は少いと言ってよ

い｡いつのまにかケイレンで暴れるらしく,体中アザだら

けで打ち身が多く,友達の名を呼んだり何か呼んでいるら

しかった｡そのまま放置されると死ぬからブドー糖の静脈

注射により段々意識が回復し,物の区別はつくが,思考力

は砂糖水を飲んでしばらくして表われた｡砂糖水はうまく

普通では飲めないような濃縮液を,-合余りむさぼり飲ん

だO垂に戻って待望の朝食を11時頃食べ,続いて12時に糖

分補給の為無理に食べた｡朝英子炉を食べすぎると翌日血

糖量が多すぎて苦しむので,悪循環に落ち入らない様我慢

したDそんな毎日を過ごし壁に1回づっ付けていた森が50

回になったとき,豚の様な生活に終Dをつげた.

しかし外の空気と室の空気が違った成分からなっている

様に感じられて,退院の許可を得る迄違った環卦 こ住む心

構えをしていた｡外に出てみると衝の様子も違っているよ

うで,丁度ヒヨコがカラを破って外にとび出した時の様な

ものだったろうo今考えると一つの体験だったという感が

深い｡ (3年)

胃酸過多･胃炎
/:/

消化性潰軌主
1.臭化プロパンテ リンの効果
胃腸を安西己する副交感神凝系の折的な興啓(胃腸の迎助屈ま塩.王室轡,
分泌過多を善たす)をおさえて正常にもどします.

2.イソミンの効果
主として中程神謀の異常な果蛋茸をしすめ.胃腸尻の大きな屑因とさ
れている等育神的な負誼をのぞきます.

3.ゲラJl,ミン.酸化マグネシウムの効果
過剰の胃髄._胃酸をのぞき'胃壁を得岩壁します･

4.4成分配合の効果
各成分は相集的さこ相互の沿現執晃を高めその作用を持続的にしまチ

ザ 田 爪 +J n ] #

★健保適用 10鑑 30錠 100旋 500錠
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薬 学科 に入 っ て

長 谷 川 和 妊

我々一年生は我が国刷 旨の難関 (?)東北大学医学部薬

学科に36年度4月入学許可されたのであるが,はたしてど

の位の人が (女子は別として)薬学科を第一｢志望にしたで

あろうかO私が聞いた限りにおいてはあまり見当らなかっ

たoしかし･だからといって,薬学科を軽視するつも卯ま

毛頭ないOあしからず.むしろ ｢薬学はいいぜ｣と大いに

宣伝したいくらいであるD

私は小さい頃から兄の影響で将来は医者になるつもりで

あったoしかし潜熱ま英学科に来てしまった.薬学科志望

の動機払 今年はどうしても合格したかったので,｢薬学

科なら入れるだろうoJ｢化学はきらいではないし,模試
の成績も良いほうだo｣｢よし薬学科にしよう｡｣というわ

けで入試間際の一月に薬学科志望がきまったわけであるD

薬学科に入って始めは,自分は ｢薬学に適しているのだ

ろうかo｣などと考え悩み,転科のことなどを真剣に考え

た｡しかし現在は,｢薬学は人間の健康を保持し,人類を

病気から守る手助けをする学問であるOそれを研究し,効

力ある薬を作る我々は-礎の救世主である (ちょっと大げ

さかな)Oまた我々は薬学科を卒業しサラリーマンとなり

(大学院に残る人も多いだろうが)このりっばな学問を研

究しながらp飯が食える忘のだから,こんな良い職業はち

ょっとないo｣などと考え,薬学の研究 (といっても薬学

についてはまだ全然学んでないのだが)を自分の一生の仕

事として再確認した次第であるD

我々は薬学科生である以上,薬学士となる軌道に乗せら

れているのである (もちろん落第しない前提のもとに),

それ故,薬学に進むのだからといって,薬学に関係のある

ことばかりをあわてて学んだりするのは,好ましくか ､と

私時思うo他人に迷惑をかけず,自分の品性に悪影響を与

える心配がなく,勉学の妨げ (ある程度はやむを得ないと

思うo固より粗壁の問題であるが)とならない範園で,専

門以外の種々の本を読んだり,スポ-ツをしたり,管楽を

聞いたり･楽器をいじったり,時には映画を見たり,旅行

をじたりして色々の経験をし豊富を一生を私はもちたい｡
これを実現させるには,なかなか困難な点が多いだろうが

出来るだけ努力してみようと思っている｡ 一(1年)

宅短 文≫ 江 本 昭 子

どんな人の話をもすなおiこ聞くことができる人はど

れだけいるだろうか?誰の諸にも必ず得るべきことが

あると知りながらO

他人の非に対して寛大になれず,自分の非に対して

は正当らしき理由をつけて,他人に迷惑をかける｡悪

いと知りながら出来ないのは,我風人のかなしさなり

寮 生 活

相 田侃次
大学生となっても未だ大学生と感

じないこの頃であるが,今迄送って来た寮の事について啓

いてみることにした｡

現在入っている寮は東北大学の寮ではなく,故郷米沢有

為でやっている興譲館寮であるoここには母校米沢興譲鰐

高と他に長井南高の出身者が入っているO終勢25人で丁度

よく大変まとまりがある｡同じ地方の出身でしかも二つの

学校からだけ入っているので親密感がある｡大学生となっ

て大低の人が覚えると思われるのがマ-ジャンだろうo寮

には娯楽用具としてマージャン,卓球,野球,囲碁,その

他いろいろのものがあるので遊ぶには事欠かない｡試験が･

近ずかなければ勉強しないのはどこの寮も大低同じだと思

う｡日中には授業があれば大部分学校へ行くが,夜ともな

れば一応娯楽室となっている所で性,マ-ジャンの昔が毎

晩するD夏休み以前にはパイの音よりも突然出す人間の声

が大きいので,近所から苦情が申し込まれた為,最近では

少し静かになったような気がする｡家から離れて長い間暮

らすのは今年が初めてであるので,蘇-ムシックにかかる

ようなセンチメンタルな感情がおこるかと思ったが,同郷

の者ばかりであるので余りかからないO家へ帰りたくなっ

たら汽車に3時間も乗れば行けるので,汽車賃さえあれば

いっでも帰ることとしている｡寮に柱文化係というものがl

あって,色々な行事を行っているD春と秋のシ-ズンに

は,野球の試合が文科と理科に分かれて行なわれるO春に

は理科が勝ったが,試合開始時間が午前5時半であるDこ

れには未だ大学に入ったばかりで早起きの習慣が抜けきら

ない我 一々年でさえ早いのは,常には昼頃迄寝ている先輩

が起こすのであるから,その努力には我々後輩,敬服せざ

るを得ない位である｡又対外試合もする｡今迄春に角五郎丁

の高校生チームとやって勝っているが,それからは角五姉

Tの大学生チームや学生会館と例年やっているもうなので

今年もやるだろうと恩っT_いるO他の行事として柱春秋二

回のピクニック,マージi･_ン大会,コンパ等があって寮生

活は結構楽しい.舞に入る■と生括費は安くていいが勉強が

〔余り出来ないと時々聞くが,そんな感じは少しもない｡も

りとも試験が近ずかないと,しないせいかもしれないD一

部屋に二人であるが,もし下宿をやって一部屋に二人いる

なら,%局下宿も寮も同じ事だと思う｡我寮では大体就験の

-ヶ月前から各自の意志によってであるが,マージャンだ

桝まやらないO音が出なければやってもかまわないが,メ

イの音や人の声がうるさくて他の部屋の人に迷惑をかける

為であるO寮に入ったおかげで先輩の話を容易に開くこと

かでき｡今まで得ることができなかった色々な事が判って

くるので大変よい｡ ぐ1年)
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化 学 - の 傾 倒

大 久 保 怜 子

小学校のときは外交官,中学校のときは音楽家というの

が漠然とした夢であったoそれが高校一年の化学の最初の

時間から,ガラッと変ってしまった｡たいへん元気でズバ

ズバものを言う女の先生で,気の弱い私は縮み上るような

緊張感を覚えたOそれと同時に,充実した授業をしてくれ

るだろうという期待も持てた｡私の中学にはいなかったタ

イプの先生だという好奇心を以って,化学に対する注目を

独特の強いアクセントのある言葉に鞭打たれて,どうぞよ

い唐見になりますようにと祈ったことを忘れられない｡特

に複雑な化学計算問題を解けたときの嬉しさは相当だ っ

た02年生の化学のクラスよりも1年の化学のクラス (1

クラスだけだったが)の方がテストの平均点がよかったの

SHORTMYSTERY

青 井 玄 亮

1

殺し屋の権藤は,ある紡績会社の納品課長をしている秋

山に,たんまり札束を担らせられて,社員の西岡を殺すよ

うに頼まれた｡秋山は課長という地位を利用して,かなり

あくどい事をやっているのだが,まだ誰にも気づかれてい

ない様であった｡ところが,仲間と秘密の相談をやってい

るところを西岡に見られてしまったのだ｡

2

金にひかれた権藤は,その頼みを引き受けたのではある

が,秋山の言った灸件が頭にこびりついて離れなかった｡

というのは,西岡をただ殺すのではなく,自殺に見せかけ

て殺せというのであるO今まで同じような事を何回かやっ

てきた彼ではあったたが,こんな条件をもち出されたのは

初めてであった｡しかし,日頃,何か完全犯罪じみたこと

をやってやろうと考えて居った時だったので,この重任題を

引き受けてしまったのである｡

3

その過の金曜日の夜,権藤は小さなトランクを持ち,例

の殺し屋スタイルで西岡のアパートに現われた｡人に見ら

れないようにすばやく西岡の部屋に入るなりピストルをつ

きつけた｡気まじめな一社員にすぎない西岡は驚いて声も

出ぬ風だったOちょっとした瞬間が彼をとんでもない運命

に追い込んでしまったのである｡｢いいか,俺の言う通り
にやるんだぜ,変なまねをするとこれが物を言うからな｣

権藤はピストルをにぶく光らせながらトランクをテーブル

の上に定いたDとそれはトランクではなくテ-プレコダー

ち,この先生の影響で,クラスが一つの雰囲気をかもした

結果だったO

高校2年になって,化学クラブに所属した｡1年で化学

をやったものが主に集まって,-グループをつくり,有機

方面をやろうと決めたOペーパークロマトグラフィーで食

品中の色素分析をした｡今考えると全く幼稚な研究内容だ

が,その時は夢中で,｢水素結合｣なんていう言葉もその

時仕入れたOその実験に使った展開披や,有機辞廉のにお

いがとても気に入って,喚覚的に有機化学を好きになった

のである｡もし私が重症の鼻づまりだったら,今ごろもっ

とましな学生になっていたかも知れないのに｡

大学を受けるとき,両親と大衝突した｡私は理学部化学

料-行きたいと主張するし,親はもっと実際的な技術的な

方面-行けとゆずらないOとうとう,薬学ならば両者の中

間存在ということになって選んだ次第です｡古い伝統の東

北大学の中で,いつまでも若々しく新しい存在であればよ

いと思います｡ (1年)

であったのだO｢おい,俺の言う通り言うんだぜ,『和子

さん,俺は今日,大失敗をしてしまった｡君と別れるのは

つらいけど,もう生きてはいられないんだO和子さん,さ

ようなら,さようなら』とな｣和子というのは,西岡の恋

人で,同じ会社に務めている早川和子のことである｡権藤

はテ-プt/コダ-を回すと,西岡に無理やりにそのセリフ

を言わせた｡そして 『さようなら』という青菜が終るか終

らぬ内に,西岡の右耳の上に銃口をあてたピストルの引き

金をひいた｡もちろん,その銃声もテープに入れた｡この

アパートの近くには,鉄工所があって,その晩は,夜仕事で

絶えず騒音がしていたので,銃声が人に気づかれる心酉己は

なかった｡権藤は早川和子のことも,又この鉄工所が金曜

日に夜仕事をやるということも,前もって調べておいたの

であるO西岡が倒れると,その手にピストルを揺らせたO

そして,電話に早川和子を呼び出すと,テープレコーダー

の西岡の声を受話器を通して流してやったOそれが終ると

権藤はゆっくt)と電話をきって,あたりを見わたした｡無

論,全々手袋をはめての仕事だから,指紋を残すような,

-マはなかった｡何も手ぬかりがないことを確めると,チ

ープレコーダーをかかえて,部屋を出て行った｡

4

権藤は秋山を尋ねると,自信あり桝こ仔細を報告した0

5

しかし,早J順日子から急報を受けて,現場にかけつけた

捜査一課の上条警部は,すぐに,これは自殺ではなく他毅

であることを見ぬいてしまったo

さて話しは,これで終りであるが,あの権藤の親密な犯

行にも,大きな手ぬかりがあったのであるDそれが何であ

るかは,若さと美貌にあふれる皆さんが考えて下さl/'D
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川 内 近 在

佐 久 間 音 子

川内はいい所である.自分は勉強のにおいのある所はど

こも殊いだが,川内は学校らしくなくていい｡休辞ともな

ればいくらでも逃げ出す所があるから更に好きである｡

逃げ出す所の一つに亀同神社があるDかなり長い石段が

ついているが,下りは小さな仙台がごみごみと日に入るだ

けだからつまらなvloいいのは上りである｡一段一段椎茸

でさびた石を見ながらのぼる｡すみれが咲いていることが

あるD小さいけれども患わず足をとめるような力があるO

石から咲いたカかも知れないD力があるからなよなよと見

栄をはることもない｡石の陰に自分だけで咲いている｡秋

には枯葉がかすっていることもある｡石も枯れているし葉

も枯れている.色にも影にも人間なんぞの介入出来るほん

の隙間もありはしない0両が降っている中をしょぼしょぼ

のぼる時の,あの単調な少しものわびしいうれしさは,少

し昂ずるとにやにやして来て我ながら馬鹿に見える程であ

るが,人はほとんど決して来ないから,その馬鹿面のまま

上までのぼる｡のぼりきった所は広くなっていて,小さな

お宮の前に恰好な石段がついているから,両でなければ膳

かけて長いことぼんやりする｡自分が自然界のものを好む

理由は頭を使うことを強要されないからだけなのであって

詩が湧くでもなければ生々流転の真理を発見するわけでも

ない｡催学や物理をしたくていい石や革が藻やましくて眺

めるのであるOここはその為にあるような場所だから好き

なのである｡そこから一寸行くと広い道に出る.去年まで

性それが開拓部落へ通じていて,菜の花あり麦畑あり,両

側には藤の花がいっぱい咲いたものである｡二時限か三時

限のブランクの時は,昼食持ちで太白山行きの道を探した

ことも5･6回ある｡結局わからずじまいだったけれども

秋に開拓村を抜けた所に一面火がついた堤な紅葉林を見た

時は,何か大変な発見でもしたような気特になったものだ

ったo しかし今では亀岡の裏一帯はすっかりけずりとられ

てゴJI,フ場になり,見るかげもないE,

雨の日の植物園もいい｡水を吸って道の両側から重く垂

れた枝をかきわけながらその返りしぶきをあぴると,草木

の生気がそっく1)うつって来て,体中がファイトの塊にな

った様な気がする｡雨上りの時はそっと歩かなければなら

ないOこんな時は誰も来ないから,鳥が沢山出て来るので

あるB驚く程近くまで寄って来るし,逃げても葉の裏に髄

れた気でいるらしいO集の裏からのぞいてみたり,隣の枝

に移って見直してみたり,こっちがじっとしていると,ち

う一度近寄って来て首をかしげたり,小さいのは十姉妹位

のから大きいのは鳶位のまで,実にたくさんいる.川内住

宅の植物園寄りの草のしげみの中で,-度日近にきじを見

た｡羽が緑色に光って,目の隈が燃える堤に赤かったのが

異常な程日に残っているのは,それが生きていたからかも

知れない｡動物園で見るあのおどおどした死にかけた鳥で

柱なく,自分で動ける自由さをもっていたからかも知れな

いD後で人に話したら,変って来ればよかったのに,と惜

しそうな顔をした｡盲常道断であるO (2年)

後期練上げ授業に臨んで

安 食 由 比 子

10日間の前期試験もようやく済んでほっと安心といった

一週間ののちに後期繰上げ授業が金曜日に始まることとな

った｡我々2年にしてみれば始めての本部にての専門科目

の勉強とあっては,なかなかの興味津々たる何ものかを夫

々の胸にいだきつつ,教室へ入りました｡そこは帝暗く寒

々としてちょっと陰気臭い部屋だった｡木の影もなく朝か

ら晩まで青空,時には雲と生活を共にしている川内の生梓

になじんで来た私達にとって,特にそれがピンときたのか

も知れない｡でもまあ,皆んなあまt)外-出ないで,ここ

にうずもっていたら,さぞ,顔の色が白くなることだろう

と期待している｡授業中にはバカにうるさい｡電車の音,

自助車,犬の鳴き声,騒音防止はどこへやら騒音大会であ

るOでも牧舎がどっしりして木や茸がおいしげって,緑の

天国みたいですD私のもとめて来たものはこの楽園なので

したO授業は第二｡環境が人を作るのだから.

やはり本部とあって教授連はがっちりしているようで最

初の時間というのに頭とこしが痛くなる思い｡でもこうや

られると私も今本部で専門科目らしきものをやっているの

だという気特が心のどこかにあって頼もしくなるO

先輩方には会えを確 のさがる思い｡いつもネコ背の私の

ことだから無理もないのだが,とにかく,今のうちは就職

とかその他の悩みもまだわからなくてあの楽園で思う存分

楽しめるのだが,3･4年になって就職に悩んでいる自分

の姿が時々魔のように頭中をおそいくるのである｡

(2年)

態
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壬 学部の授業が始まったら･急に換り少ll,"教養部時ミI l
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愚 説 北 巨 文 部

自分の言いたいことがいつでも,誰にも気がねすること

なしに言えるとき,人はこれを言論の自由という｡

勿論言いたいことが言える世の中の方が,言いたいこと

も言えない世の中より住み良いにきまっているO

しかし言いたいことが言えるだけで満足していていい

だろか｡自分の言ったことに耳を傾けてくれる人がいなか

ったら,言ったことを認めてくれる人がいなかったら,或

はそれに反対する人がいなかったなら,自分の考えを口に

出して言ったという自己満足以外何もありはしないのだo

言いたいことが言えるだけの言論の自由が認められている

社会は,言論の自由が認められていない社会と同様に発展

はあり得ない｡

言いたことが言えることが大切なのでなく,言いたいこ

とを聴いてくれる人が居る社会が大切なのである｡

単に ｢言論の自由｣という言葉だけをありがたがってい

ると,言いたいことも言えないような社会になってしまう

ことを忘れてはならないo

物事をその表面に現われた部分だけで判断することは危

険である.一見藤に見える事も良であったp,これは絶対

良だと思ったことが実は極悪であったりすることがあるO

左右を問わず,多数少数を問わず全ての暴力は悪であるD

暴力に対してこの暴力は良いがこの暴力は悪いといった良

否の判断は許されない｡しかしその暴力がいかなる思想の

上に立ち,何を目的としているかを考えるとき,本厨的な

相違がそれぞれの暴力にあることはいえると思う｡従って

悪であるはずの暴力が場合によっては肯定されうることも

ある｡その好例は,独裁政治で国民大衆が苦しめられてい

るとき,国民が起す反政府革命であろう.

勿論暴力に訴えることなしに国民の生宿が楽になる方法

がとれるようなら,これにこしたことはないOしかし独裁

政治がこれさえも許さないのであるなら,暴力もやむをえ

ないだろうoこれは読弁だろうか｡

家の子供は理屈ばかり言ってこまるから学校で道徳教育

をしてほしいといってる親 (特に母親)が多いのには鷲か

される｡こういう意見を持っている親は一体どんな生活を

しているのだろうか｡そして書物を通しての道徳教育が本

物でないことを身をもって体験したはずなのに自分の子供

に自分と同じ誤った道を歩ませようとするとは何としたこ

とか｡

私から言わせれば,本来道徳教育は家庭でなされるべき

もので,子供の道徳的な物の考え方は母親の生活旗度に多

分に影響されるのであるから,子供の道徳教育を他人にま

かせるなんて何と愚かな親なのであろうかO

そういう親は,昔の書物を通しての道徳教育をうけてき

た大人達が何をしたか,そして今何をしているかを冷静に

思い起すべきであろう｡

動物愛護デ-という日がある.大変結構なことだ と思

う｡生き物を愛せない人間なんて,ろくな人間でないと思

う｡しかし温情主義もほどほどにしないと,とんでもない

ことになりかねないこともあるのである｡

野犬狩りなんて文明人のすることでない｡動物虐待もは

なはだしいO今すぐ廃止せよ｡という意見がある｡

犬と人間の生命の一体どちらが大切か (犬に劣る人間も

ないではないが常線的に考えて)冷静に考えれば明らかで

あるO保護鳥と仲物の関係も似ている0-時の過度の愛情

が後になって悪い結果をもたらすことが多いものであるo

物事に対処する時にその事を理性で判断できる人が案外少
ないものだ｡ (1年)

シェルガソリンシェルの貝印灯油

料理と暖房用の理想燃料

ミンク石油ストーブ

マミーオート

T

仙台市東二番丁一二〇

芸≡ ㊤ 三浦善作商店
電話(5)1253･fZ)8959(スタンド)
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時 間
大 高 忠 彦

これから述べる時間という言葉は哲学などで論じている

ような難しいものでない｡

我々は次のような事を経験したことがあろう｡例えば試

験期間中に休日が存在しているためその日に次の日の課目

を勉強すれば良いと思ってやらたいでいて,その日になっ

て自由な時間がたくさんあるような晃がして (実際には24

時間あるのだが,そのうちの少しの時間だけなのに錯覚を

起しているのであるDついだるくなってだらだらと夜にな

ってあわてて本気でやり始めても,暗証に過しということ

を経験した方が多いと思う｡

私は痛卯ここの事を身を持って感じているO高校噛代に

硬式野球部に所属していたので,シ-ズン中は試験中でも

練習を行ったOこんなことを述べるとそんなことはうそだ

とおっしゃる方がいるかもしれないが,本当なのである｡

かえってこの方が私にとって非常に有益であったDという

のは練習に没頭する (没頭しなければ白熱ナがする率が大

になる)ことにより頭の中が掃除されたようにすうとなり

川 内 分 校 桜 井 洋二郎

市街地から広瓶川の流れを見ながら橋を渡り,20分程歩

けば町の騒音を完全にシャットアウトした静かな分校の空

気につつまれる｡途中テニスコートを右にして前方に目を

向ければ広い敷地にポッンポッンと建っている白い建物

が,雨ふりの後は特に緑の芝草に映えて異国的な感じをお

こさせるO分校がこの地に移る前までは駐留軍がいただけ

あって構内の地面は地肌を見ることが出来ないほどにアス

ファルトの道路が走り,芝草が一面に敷きつめてあるD数

年前にはこの辺にたくさんの兵隊が銃を持って歩き廻り,

幼な心に何んとなく恐怖心を覚えさせ,近づき雄い一郭だ

と思い込ませたものだったが,年と典にこの一郭の管理者

も変り,今では全く平和な学び舎となっている｡この学び

舎に通うようになってから,またたく間に半年が過ぎてし

まったが,その間に見たこと開いたこと感じた事を心に浮

かぶにまかせて書いて見たO

入学した当初はクラス内に高校では見たこともなかった

ような赤や黄の明るい色がはいり込み,しばし目をそこに

固定してしまって,耳の方がおろそかになってしまったこ

ともあった｡もちろん短期間だけであって,その後は何も

感じたくなったが｡川内に通うようになっても下宿してい

る人とは異なり,生活環境に変化はないし,高校時代の友

達がたくさんいたので別に精神的変化も生じることもなか

家に帰ってその気分で時間が他の人より少いと思って自然

他の事は何も考えずに,ただ勉弓即こ全神経を集中出来るの

である｡いわゆる集中勉強法である｡シ-ズンオフなどに

試験が終って直ぐ家に帰って勉独しようと思っても時間は

たっぷりあるからと油断して,あれされと考えたりする時

間の方が多くなって,実質的にはシ-ズン中よりも効果が

上がらないといった方がよい位である｡

実際私が高校2年の時の成績は先生もびっくりしたので

あるが,野球を一年懸命やっていた時とランニング中心に

練習が移った時のと全く同一であったのである｡

よく運動部に入ると勉強する時間がなく,大学に入れな

いからといって入部するように勧めても拒否されることが

しばしばあった｡又入部しても勉強する時間がないからと

いってやめていく人がいるが,一般にこんどは自分の時間

がたくさんあるんだと思ってつい遊びぐせがつき,物にな

らなくなってしまうことが多い｡実際の統計でも全々何に

もやっていない人,いわゆるルンペンと運動部所属者との

成績は給体的には差がないのである｡一方は時間がたくさ

んあり他方は時間は非常に少いのである｡

前者は時間というものに振り回されているのであるD

ったが,やはり解放された気特は,人並に感じたはずだっ

たOそしてクラス会だコンパだと遊ぶのに多忙な身となっ

ているうちに,諸々の試験が行なわれ,しばらくぶりに長

時間机に向かうようになったが,気魂の相違からか苦痛を

弗なうようになってしまって,我ながら情なくなってしま

った｡この頃から一躍注目を集めるようになった学生運動

の動きが括発になり,抗鼓集会,デモ-の参加を呼びかけ

る声がスピーカ-から流れ,何んとなく雑然とした感じが

して来たD講義に対しても緊張がとれて来て,退屈さ味気

なさを感じるようにな1),滴々エスケ-プしてしまって例

の芝草に寝転び青空に浮かぶ白い雲を見ながら日光浴をす

ることもあった｡又講義も大人数でやるので'先生との結び

つきも過1回会うL通りすがりの人との関係のようになっ

てしまい,どの先生からも自分の名前を知ってもらえずに

川内を離れてしまうのかと思うと,ちょっと殊念な気がす

る｡待望の夏休みをむかえ大いに遊ぼうと計画を立てた｡

が,それに伴うものを考慮して少し削減せざるを得なかっ

たが,それでも十分に今までになかった程楽しい夏休みを

過したDその間水泳の講習に出てカナヅチかからトックリ

に脱皮することに成功したのは夏休み最大の収穫と言えそ

うだ｡

入学した当時は浪人したつもりで一生懸命に勉強しよう

と熟Llしたのだったが,先輩諸氏の ｢大学に入ったら大い

に遊べ｣の言に完全に誘惑されてしまい,実行に移したの

が悪く,今では少し反省しなくてならない立掛 こなったが

決して後悔はしないつもりだo机の上では得られない良き

体験を少しでも得たと思うから-･-｡ (1年)
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わ が ク ラ ブ

大 村 敬 .千

私が女声合唱EEに入ったのは別に硬い理由があったわけ

ではないC只少しばかり音楽が好きだったためと,他に入っ

てみようかと思うようなクラブがなかった為であった｡そ

れに入学式当日の女声団員の宣伝ぶりが非常に活発だった

事にもある｡ともかくも大学という新しい環境の中でのク

ラブ活動に非常な好奇心といくらかの不安をいだいて部室

を訪れたo指揮者,委員長の方をはじめ,上級生の方々は

みんな新入生を磨く迎えてくれたO私の不安は一遍に吹き

とんでしまった｡入団後初めての行事は男声合同のハイキ

ングだった01台のバスにぎっしり詰って蒲生海岸に出発

である｡揖林の中では8人づつが1グル-ブになって,は

んごう炊飯,ソフトボール,ゲーム遊びと楽しく過したD

春の梅辺を歌声高らかに帰途についたが,男性はほんとう

に楽々と歌っているのにひきかえ,女性の私達は息切れが

してとても姦しく歌うとまではいかなかったo男女の体質

の違いだなあとつくづく感じた｡男性合唱が,すごいボリ

ューム,ぐっと胸に来るような低音で,いかにも堂々とし

ていて迫力があり,大舟に乗ったような気持で聞いていら

れるのに比べて (少々性めすぎたかもしれない)女性合唱

は全く対象的で,それらの点を他面で例えば女性ならでは

の杜細さ等でカバーしなければならず,ずいぶんと細かい

神経が要求されるDというと男性合唱は神経を使わないよ

うに聞こえるかもしれなll,が,いやしくも芸術である音楽

をやる以上は無神題ではいられないのであるから,それは

あくまで女性と男声を比較してみてのことである｡という

わけで,私も苦しいながらも精一杯歌って歩いた入随後は

じめてのハイキングもこのように楽しく終った｡

私達女声は週に2回火木が練習日になっている｡発表会

や演奏会が有る時はむろんのこと,それらをまじかに控え

ていない時もこの練習日には必らず出なければならない｡

私達は七声全潰募金を目指して練習に励んだ｡新入生にと

ってはこれがはじめてのステ-ジになるわけであるO大し

たことじゃないと思っていたが,やはり当日になるとなん

となく落着かない気特だった｡いよいよ幕が上ってライト

がいっせいに向けられたO口のあたりがこわばってくる｡

どうして自分はこんな所に立っているのかしらと思うとも

ラ,やもたてもたまらず逃げ出したかったDところが,1

曲目のピアノ前奏がはじまると,不思議なことに気特が落

着いてきたoそして1曲1曲と終えていくうちに,もうあ

の娃じめの累張は全くなくなってしまったO無事に敵いお

えて観客の拍手を聞いたときには,ほんとうに胞が1杯に

なったOあの相手には,色々の意味の拍手があったううD

｢ああよくやった｡うまかったぞ.′｣という意味もあった

ろうし ｢なんとまあへたなんだろう｡これで大学生の合唱

かい.いやいやお粗末なもんだOでも拍手してやんないの

も可哀想だからおなさけに,ノ､イパチパチ｣という意味の

もあったろう｡しかしあの時の柏手はみんなはじめの意味

のしかきこえなかったD

いくら音楽が好きだといっても,時にはつらいと思うと

きもあるDそんな時はいつもあのはじめてのステ-ジでの

感激を思い出している｡ (1年) ー
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trS｢隅T

沖 田 改 憲

ボクも当然そう読んだろう｡U.S.W.をウズグと誰かが
読んだ｡最初何も両日くなかったが先生に undsoweiter

と読むのだといわれたらおかしくなったO

4月 :入学式の時,学生証をわすれ下宿までとりに来た｡

おかげ様で記念講堂の最後列で学長の話を開いた｡感激な

どあるはずがない｡ついでに国書の貸出カードを落してし

まい以来全 本々を貸りていない｡最初がこうだから以後ろ

くなことある柱ずがない｡いつのまにかダメな男の1人に

なってしまった｡

8月 鶴間-海水浴に行ったOボクの行く所常に雨あり

である.ほとんど例外はない｡この時,ごていねいにも暴

風雨となってくれた｡それでも尚我々は泳ぐO実にヒソク
であった｡別に風邪は召さなかった｡その後彼らのうちの

1人と寒河江で共に帯らい共にのみ共に自転車で町から山

の中のボクの家まで11時すぎに帰った｡そんなことのある

節,つまり7月下旬にアミコスの広告取りに日本橋の店々

を廻り歩いた｡要するにボクはいわゆる礼儀を知らないや

つだということがわかった｡どうせぼくが礼儀正しくふる

まったならかえってコツケイだろうとも思った｡それに並

はずれに子供っぽいということにもいささか気づいたらし

いDその上薬屋さんあまりお金出してくれなかったから決

して面白い東京散歩ではなかったろうOただ1っ兄貴がボ

クに食わせた "ウナ井iあれだけはうまかった｡

9月 ･ポクはまだ本当の恋はしたことないらしい｡だか

ら "アバタもェクポ≠などという境に達したことはないO

この"ア/てタもェクボ"は恋人にだけ感じるのではないらし

い｡ソ連が核実験を再開したらきっそくフルシチョフの言

葉をかりて言い出した｡再開はやむをえか ､｡アメリカの帝

国主義に対抗する為には,涙をのんで再開するのであるO

それも生協ニュースに出したんだからウチの白精舎のオエ

ラ方もたよりにならない｡つい2･3日前までは全力をあ

げて核実験再開と戦っていたのにDさぞかしアメリカがや

らなかったんで気ぬけのしたごとであろう｡そもそ もマ

ルキシズムとソ連国のや9方とはちがうものだと思うんだ

がoそれがマルキシズムを信ずるあまり,ソ連といやに親

しいような口調をもっていうのはどうかと思う｡僕の知っ

てるかぎりでのソ連は宇宙開発古土於いて世界最高を行き,

オートバイ,テレビ等では日本の5,6年前の水準にある｡~と

いうことぐらいで政治的なことなどあまり知っていないら

しいから大きなことは言えないのだろうが,しかしマルキ

シズムとソ連とはまったくちがうということだけは確信が

持てそうやあも｡もしインテリとしてマルキシズムを信ず

るなら,それこそソ連などはマルキシズムに少なからず反

しているとすべきであろう｡等と考えたがまちがっている

かもしれないC

前期の試験が終ってホットしたO-応カンニングもやら

ずに全部すんだ｡そんなわけで絵島-ノ､ゼつりとしゃれ込

んだO試験休みのことであるO後に聞くところによると海

の底にいる魚も人をみてから引っかかって来るのだそうで

ある｡どうりで我々に娃全々つれなかった｡しょうが無い

から動物園へ行き,水族館をみて,仙台第一ビルの近くに

姿を現わしたのが6時ごろ｡いかにつれなかったとて魚は

見る目を持っていると思えば全々腹が立たない｡つまり我

々はダメな男達なのだ｡

意外なことから男女共学の欠点をみつけた｡つまり,ポ

クは高校時代に色々なよび名を持っていた｡ 沖田,Got

(up),マサ,いい男,パカヤロ,etC｡(もちろん下教生か

らは女からも男からも,沖田さんとか改憲さんとか,沖田

君とかよばれたが)ついぞ同級生から沖田君とはいわれな

かった｡いや女からだけ沖田君とよばれた｡高校生の聞だ

から,同じ学校の中だからいいだろうがもし恋人などにむ

かってⅩ君なんて言ったらどうなるだろうと思うとやっぱ

り共学もあまりいいとばかり言えなそうである｡

10月'オレだってたまには,というわけでスタンレーを

聞きに行ったD77才の今まで宣教師をやり,原爆が落ちて

から6回も広島に立ったにしては日本語を話せないとはい

けない人である｡日本人はかって占領国に於いてさえも現

地語を使ったのに｡それで彼の側に通訳がくっつく｡

彼-アメリカ人-はしゃべる｡その後日本人が通訳するO

米人は大きな手,というより長い腕をふって,日本人はひ

かえめな身ぶりで｡彼が大きな体から静かな声を出せば,日

本人は小さな身体から大きな声をはり上げるのである｡話

していることは解からなかったが,2人の姿だけは良く視

ていた｡彼らは言う｡自分をキリストにまかせよ｡さすれ

ば己は生れ変らん- ･｡せっかく今まで作って来たポクの

悪習慣が消えてしまっては実にもったいない｡人間の話だ

から当然いっかほ終る｡讃美歌を開いて,Ichhabekein

Geldと書いた紙を入れてやった集金袋に折をささげる間

考えて,日本人はヨーロッパ人種とはちがうということも

考えに入れて ｢我が主はイエスならず｣の旬をみるに到っ

たO'と同事に宣教には多くの外敵がいるOむしろ外敵の存

在は必要だとも思った｡

美にくだらないことばかり書き立てたが,ポクのような

文才のない者に何か書かなければならぬ義務が落ちた時は

当然こうなるのである｡

清と原稿

君達/原稿出さなかったらオゴラセルゾ/ あっいいよ

オレ酒のませてやるよ｡ボクはどうしたらいいのかまよっ

た｡何しろ庶稿はもらわねば,しかし酒も又いい｡

(1年編集委員)
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川内一週雑感
佐 々 木 英 夫

予備校で懇切丁寧k教えて下さったはずの先生も,宇宙

船の飛び交わん時代に物理学の講義とは,手の施しようも

なし,いつも変らぬのは先生の笑顔,せめて拙者にできる

ものは居眠9くらいのものO大学に来てみれば,ア-,べ

-,ツェーの独語とは,浪人さま相手の進学相談 どころ

かD落第相談にもつきあって下さいネO学生を理解して下

さるはつれづれなるがままに川内の大先生,冗談には飽き

ませんO拙者も済文をとりましたヨO川内から風は吹き下

ろさずとも,せめて桐(ほら)ぐらいは吹いて欲しいものD

有Lの上で夢ばかり覗き込んでおりますよ｡文字をズラズラ

葛き並べて何やらつぶやくは数学の秀才大先生,わからぬ

のはこちらOアメリカ小町どころかなかなかの好色者の川

内業平,読んではよし,番いてはよし,歌ってよしの国語

学の先生｡3･4格専門家にはカンニング通用せず,勉強

嫌いの拙者には一大事｡教科書なし,たまに休講と酒落こ

む学生思いの文化史の先生,体を大事にして下さいネO大

声をiまり上げての講義なんでも知っているゾとばかりの人

文地理,ノートとりに余念なしの拙者.主任教授の英語と

あっては,疎かにサボれませんDよろしくお顔いします｡

足の爪を抜いてまでのボ-ル蹴りとは,ただピッロイ運動

場狭しとばかりの2才駒｡黒板の写生もウッカリは信用出

来ぬ微積分.いつも教科書と眠めッコ,何をいおうものか

チンプンカンプン｡所得倍増の近頃とあっては,サボるわ

けにもいかぬ経済,うけてみてわかるのは机を- しての

居眠りの快感.なかなか経済的｡試験は度々,時間厳守派

の化学｡ノ-ト写しにおおわらわ,英語の登毅を願おうと

は,有機の新人登場やっぱり化学ですネ｡面白いことでも

話そうかと待ち柁びる拙者にはチンブンカンプンの心理

学O今年も伝染病が大してはやらなくてよかったですネ｡そ

んなに早く退場しチャいけませんよOまだサボって屠りま

せんからネO今週最後,英語に弱虫の拙者には,サボりた

くともサボれぬのが関の山,虎ッコ捜しに余念なし｡(1年)

時を愛せ

船 木 清 子

人生を変するか｡もし愛さば時を浪費するなかれ- 0

S･ジョンソンは言う｡｢短かき人生は時間の浪費によっ
て,ますます短かくなる｡｣とO

人生は,｢時｣は,時の流れに付随したものにすぎない｡

だから,その流れのままに流されていく者にとっては,人

生は短かくなる,出来るだけ流れをせき止める努力をせね

ばならない｡ほんの手短かな例だが,大学に入学して1年

半経過した｡が,その間何をしたかと問われれば _私自身

その解答にちょっと窮する｡非常に残念なことであり惜な

いことだO高校時代は一応大学入試という精神のよりどこ

ろとなるものがあった｡それが,入学と同時にすっかりそ

のよりどころを失い,新たな目標を見つける努力を惜しん

だのが原因なのだろう｡目標のない人生は無意味だ｡結局

それが故に時間を浪費し,人生を短かいものにするのであ

る｡

寸陰を利用することは,いかなる種類の戦における勝利

をも得る秘決だ-ガーフィールドtの言葉どおり人生を勝
利に導くものは,時をうまく利用することであろう｡

かって私は1日を時計にあやつられてくらしたことがあ

る｡何時何分までになにをして,何分のパスでどこそこ-

いき,何時までにあれをして- とボンヤリする暇もなく

動きまわった.衣,歪に落ちついた時には身体はすっかり

疲れきっていた｡が何かしら気持は晴れやかだった｡はた

して一生をいっもこのように時計をにらんですごすのがよ

いかどうか,寸陰を利用していることになるかどうかは疑

問であるが,悪いことではないと思う｡そんな時には,ボ

ンヤリしている時間もおおいに意味をもってくるからであ

る｡とにかく何をしてすごしたのかわからないということ

は最も無駄なことである｡目標-といって何も偉大なこと

でなくてよい｡益になることなら-を克め,それに達する

までにどんな時間を費しても,あるいは廻 り道をしても

(かえって過り道をするほうが人生を豊かにするかもしれ

ない)たえず寸陰を惜しむことを頭において,その目標達

成に努めることが大切だ｡ 『時を得る人は万物を得る-ジ

スレリー』 (2年)
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このごろ考える事

金 山 民 子

夏休みにトルストイの ｢戦争と平和｣を読んだ｡以前｢幼

年時代｣｢少年時代｣｢青年時代｣を読んで感ずる所あり,

読みたいと思っていたものだった｡スケールの大きさや彼

の余りにも偶然を強調する特殊な歴史観には目を見はっ

た｡太複の如きナクーシャの情熱や,陰険なリアリストのア

ンドレイ,何事にもwhyを持って自己を見つめるイデア

リストのピェ-JL,には共感したり賛いたり,自己を兄い出

したりした｡しかし私の最もすぼらしいと思ったのは,ナ

ターシャの情熱でも何んでもなく,彼等すべての心底まで

も浸透して,何か起ったからと言って決して変ることのな

い,否起った時にこそ示される深い神に対する敬虚さであ

ったO我々が地球が過っていることを信ずる如く神を信ん

じて疑わないO作品中のすべての人物が,善人であろうと

悪人であろうと又主人公から1兵士に致るまで,死際をこ,

安らかさを求めて祈ることのできる魂のよりどころとも言

うべき (私にとっては魅力的,神秘的である) ｢何か｣を

持っているE,神を肯定することが出来ないにもかかわ ら

ず,あらゆる慣習的な諸宗教行事に参加して,なんとも思

わない自分が今さら情なく,あわれに思われる｡信じて疑

うことのない ｢何か｣を持っている人は幸福であるD (し

かし,こういう事に全然無関心である人も幸福であり得る

かもしれない)

私は安保に反対したOデモに参加したO授業放棄さえも

した.だが今年はどうしたというのだろうか.故暴法反対

の声を聞いてもそれについて深く考えようとしないD実際

のところ賛成か反対か,はっきりした意見さえも持ってい

ない｡政暴法に反対して,誰から何を勝ちとろうというの

今までの事をふり返って

千 隻 卓 男

今,大学に入ってからのことをふり返ってみると,ああ

勉強したなァなんていう気なんか全々起らず,遊び暮して

しまったなァという気の方が先に起って来る｡とにかくど

こかネジがゆるんでしまったような感じである｡高校の厳

格な状態から大学という自由な立場におかれた為でもあろ

うが,とにかく僕の高校時代は言葉で言い表わされない程

厳しく教育されてきたが,今となってはその厳しさの中に

戻って,今のだらけた自分の心を引き締めたいくらいであ

る○しかし'こんなにだらけてしまったのは,休みの多過

ぎるせいかもしれない｡しかしこのままだらだらしてもい

られないので,自分の心を引き締めようとするけれども,

か｡ (こんな事を言うと誰からモクカツ.′などと言われそ

うである｡)労働者の学生の自由を?自由を?自由,日本

歴史kおいてはそれほど激しくなかったが,近代ヨーロッ

パでは政治的,経済的,精神的な抑圧から脱去しようと,

｢自由｣を教得しようと恐ろしい戦いがくりかえされた｡

そして逆転をかさねながらも ｢自由｣は勝利を重ねてき

たCこの戦いの中で多くの人が死んだが彼等は抑圧に抵抗

する戦に命をささげることは自由なしに生きるよりもまし

だと信じていたにちがいない｡今でもそう信じている人が

あるかもしれない｡しかし単に外的な圧迫のないことが自

由なのだろうか｡

わからない｡私の心の中は得体の知れぬ ｢自由｣なるも

のを叫びすぎ空虚になり,孤独になり,かえって何かによ

りかかり,服従したいという相反したような浪乱したわけ

のわからぬ状態である｡

政暴法にはこれほど冷淡である私が,世界危機をまきお

こしたベルリン開題に関しては一言一句もらさず,新聞を

読み,テレビを見,東西両首脳の意見を比致した｡そしてあ

たかも世界戦争がせまってきたかのように恐怖を感じた｡

自分自身のこういう矛盾した態度を私は説明することがで

きないO結局柱自分が社会現象を正しく判断しそれに対処

して行く能力のない,言わば無能力者 (一般的意味での)

にすぎないのであるOそれにもかかわらず私は社会から認

められたいと思っている｡無髄力なる私が社会から認めら

れる為にはどうしたらいいのだろうか?霞められるという

こと,その為には社会の常我とか世論とかいうものからは

ずれてはならないO自己の独創的な思考力を失って,自我

を抑制して世間のインテリの大部分が口にすることをあた

かも自分が考えていることのように言わなければならな

い｡学問,真理探求,矛盾しているO-体これから自分は

どうなるのだろう｡全く私は月になりたいO (2年)

中学,高校時代と環境がすっかり異っているので,なかな

か困連なことであるDそれに,注意してくれる人が誰もい

なくなったo讃拝変の頃は,ちょっとでも成績が下がると担

任の先生から説教され,他の先生からも注意をされたか

ら,やらなくちやいかんという気特を起さないわけにはい

かなかったOだからと言って,誰からか注意してもらうの

を待っているわけにもいかないので,自分からその意欲を

燃やさなければならない｡とにかく供にとってこの事は多

大な努力がいるようであるOまだ今の自分には大学生なん

だという気は少しも湧いてこない｡だいたい授菜科目から

して,高校とさほど変っていないからそんな気もするんだ

ろうD｢教養部という所はつまんないところだ｡｣なんて
大学に入る前よくうわさで聞いている通り,全く面白くな

い所だとつくづく考えさせられる｡だから｢後期こそは｣

と頑張ってみたところで,また遊び暮らすのがせきのやま

だと思われて仕方がないO (1年)
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きさかた
象 潟 を 訪 ね て

安 達 素 子

夏休みも凍り少くなったある

日,友達と象潟-行ったO耶■■■｢ヽ くt象潟や雨に酉施がねむの花"--亀一五､ 枚尾芭蕉の ｢奥の細道｣の中に叫こ､買二ごゝ三ニ
美しい雰囲気をもったこの旬と

共に出て来る旧蹟であるO秋田市からは汽車で二時間くら

いの所であるO

昔は88潟99島が風情ある景色を呈していて,裏日本の徳

島とも言われていたのだそうだが,今は海岸が隆起した為

それも見られない｡その島々は大小の岡となり,まわりは

広々とした田んぼになっている｡それでも6月の梅雨時

に,田が水にすっかり浸された時には,大小の岡が島のよ

うに浮き出て,丁度昔の88潟99島の面影を忍ばせ るとい

う｡又,象潟には,さまざまのいわれや伝説を有した干満

珠寺という古い寺があ9,近くのLLlには珊骨の白滝と呼ば

れる滝も流れていて,ちょっとした観光地であるO海水浴

場としても有名で,梅岸の近くにあるホテルでは夏の間は

一枚林の中にパラソルを張って,野外食堂も経営していると

いう｡これが決定的魅力だったという訳でもなかったが,

秋田に住んでいる以上,一度行ってみようと思って出かけ

/こ､

一都骨の自括- 象潟駅からバスで30分余り,だらだら

と山道を登るo降りると,どこからかザーザー水の落ちる

昔がする｡めざす滝の昔らしいのだが,どこにあるかわか

らない｡うっそうと大きな杉の木がかたまっている中にあ

まり長くない石段があり,その上に大分古いお宮が見 え

るD夏の陽も大木の茂りにさえぎられて,あたりは涼しい

風がそよいでいる｡何とはなしにその石段を登 ってみる

と,そこからは木の合間を通して滝の白いしぶきが見えて

いる｡そしてお宮のかげから彼の方-沌つぼへ降りる石段

が続いていたOその段々は不規則な形の岩で作られてお

り,ガタガタ不安定で,杉の茂りの為日光も届かず昔がむ

していた｡滑って何度か転びそうになりながら,曲って続

いている段々を-歩一歩沌つぼ-とおりて行く｡

まわりをすっかり濃淡の緑で囲まれた滝つぼの中,豊富

な水が凄まじい自しぶきをあげて目の前におちて来る｡滝

の轟はすべての他の昔をかき消してしまい,それ故にかえ

って俗を忘れ自然を身近に感じさせてくれる｡さまざまの

木々にとりかこまれた穴の中にすっぽりと身をかくして,

安心しきって天の憶に抱かれているような気がし,もう何

も考えたくなかったOゴロゴロと重なり合っている大きな

岩の,安定した一つに腰をおろしてまわりを眺めたO静か

良,たたずまいの木と岩と.,その中で唯一つの動的存在で

ある滝が良く調和しているD創造主が心から楽しみ,菩心

して創り出したが如く,水と緑と岩との組合せの妙味が,

実に巧みに展開されている｡

気がついたら,細かい滝の霧で体がしっとりと濡れてい

た｡

ここでは夏の暑さなど思い出すのも雑しかったO

-縁結びの神- この象潟の風景を一望的に眺められる

所に干満殊寺があるOこの寺の庭には,秋田では珍らしい

存在であるバナナの木が植えられている｡附近を流れる暖

流のせいらしいということだが,よく茂っていた｡寺の案

内人は,○○地蔵,○○碑,○○木などと,日く因縁を時
には和歌や昔物語を海ぜながら,歌うような調子で境内を

案内して行く｡私もその広々として良く手入れのゆきとど

いた庭を眺めながら,他の観光客と一緒にゆっくりとつい

て行ったO境内の一隅の崖のかげに出たOそこには小さな

をまこらがあり,尭内人はそれを縁結びの神だと説明した0

-線,観光客の間になごやかな空気が流れる｡ほこらのそ

ばには,手頃な高さの木が大きく枝を延しており,なるほ

どそれにはまるで確でも咲いているかの様に,白いこより

が沢山結ばれているOあんまり沢山なので感心しながら眺

めていると'観光客の中の1人のおばあさんが,｢この神
様は大層ゴリヤクがあるから,あなたも是非こよりを結び

なさい｡良縁に恵まれますよO｣と,にこにこ勧める.言われ

てしないのも悪くて,それじゃ私もと思い,こよりを作っ

ていると,そのおばあさん,｢結ぶ時には左手でO｣など

と大変御親初にいろいろ心配してくれるDそして適当な枚

も見つけて,結ぼうとしていたら,1人の愉快そうなおじ

さんが ｢やめなさい,やめなさいOこの神様は大変偉大な

縁結びの能力を持っていますO霊験あらたかで,一度結ば

れるとそれがどんなにいやな相手でもガッチリ組んで離れ

なくなってしまうんだよO｣と冗談を言うOこれにはびっ

くりしたD冗談とは思ってもそれでは大変だOここでこよ

りを結んだおかげで,何かの拍子で一緒になったいやな人

と一生ガッチリ範ませられるなんて大いに困る｡この神様

は滅茶苦茶に組合せる事にしか能がないのかしら｡最後ま

で責任を持ってくれなくては有難迷惑 ｡

それにしてもこの木に矧 ざれているこよりの数は大変な

数だ.この霊験あらたかな神様に厨をかけてこよりをひね

った方達はそれぞれ良い人と結ばれているのかしら?など

と見た事もない人の身の上が心配になって来た｡

戯くは世のすべての人が幸福な生清をしていますように

せめてここにこよ9を結んだ人達だけでも ･.E,

(1年)

▲ △ ▲
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涼 を も とめ て

江 本 昭 子

ブームにのって北海道旅行を企てた｡いやブームにのっ

たのでなく,たまたま私達の大学2年とブームがぶつかっ

たのだ｡とにかく2週間余りの北海道旅行を授集もさぼっ

て計画したOしっかり者ぞろいのメンバ-,万事スムーズ

に,計画以上の北海道旅行も終ったO暑さに再び浸され,

一時,北海道の涼しさを思い出そうO青函連絡船に乗り込

み,舟にのったことのない田舎者のように,船底から甲板

-這い出すことによって内地 (青森から4時間もすれば,

この言葉が私達に用いられた｡)を離れ始めたO遠くかす

んだ物影をみては,小兵八雲の教科書を懸命に理解しよう

とする.船底U)蒸されるような空気から開放され函館に-)

く｡骨墓晶のような明治時代の建物にまず感心するO函館

山に登り,世界三大夜景とはナポリと香港とここのことと

の案内に世にも得をしたような感じをもつOロ-プウェ-

に乗っては童心に返り,いかにすれば寝心地が良いか と

悪戦苦闘の一夜を過せば札幌｡遊贋パスは夢の中,目をさ

ませば終着点,もとのテレビ塔の下にいる｡しかたがない

から阿寒-,羊の顔でも見ようと思えば tt悪天候のため羊

は放しません"｡バスの中からうらめしく柵を見るばかりO

翌朝,朝早くから乙女らは成吉思汗鍋(ジンギスカンなべ)

とアイスクリームを求め,線の札幌中をぶらぶらと･.･-時

計台のそばを五六回D忘れようにも忘れられないO思い出

すのは時計台｡仙台の次に住むべき所は札幌と別れを借ん

で近文に｡初めて接するアイヌ部落,皆物めずらしく面白

く,ピリカメノコの字をブローチに彫らせて,良いおみや

げなりと大喜び｡そろそろ北海道特有の風景に接 し始め

る｡一日バスにのり,渓谷美と原始林と遠く白雪いただく

山々に感嘆しっづける夜はホステルの意義を達しましよう

と出来もしない.卓球に汗を流すO翌日は細走入りD見ず知

らずのおじさんに,一獲りたての毛がにを思う存分ごちそう

になったのは今だになつかしいC毛がにがなつかしいので

はなく,見知らぬ他人の硬い歓迎ぶりにO旅をして歩くと

試薬は和光純葉./

特 約 店 @mノ-ークを
小 泉 薬 品 株 式 会 社
仙台市長町北町 TEL(3)9131

小 泉 薬 局 支店 大町小泉薬局

聖 雪節 漕 JTh詑 義顎雫TPl

実に親初な人々に出会う.お蔭で食料はいつも豊富で,良

動車にただでのれる｡しかしこんなに親初な人にばかりに

出会うと,困ることがある｡私達は旅やつれをし,やせて

帰らなくてはならないのである｡とにかくオホーツク章毎の

荒波をみて,｢伊豆の海や′ト島の磯に寄する波われて砕け
て裂けて散るかも｣の迷歌も出来たし,水族館のとつかり

と遊ぶことも出来たOオホーツク梅の熊取(ノットロ)湖と

網走湖を眼下に見下ろせる夕暮れの天都山に登ることも出

来た｡この世に思い残すこともないが,死ぬ必要もないだ

ろう｡おとなしく宿に帰ったO翌日からは北浜の花畑で朝

露の消えぬ間に朝寝をしたのを除削ぎ,くる日もくる日も

湖ばかりO絵島湾でのボート訓練を思い出しさかんに漕い

だがあとをふり返えればいつもヂグザクコースOボートよ

りデモの影響の方が強かったらしい｡岸さんがうらめしく

なる｡そのころ新聞をのぞき見れば,知らぬ間に池田内閣

も変ったそうな.いまさら岸さんをうらんでもしかたがな

いOせいぜい自然の美しさに反ろうOでも自然は美しすぎ

て,私の撃には不釣合である.湖一つを取り上げても,い

ろいろの趣がある｡濃紺から緑茶色にまたがる色合と,大

小,○や△や口や,中島があったりなかったク,中島の数

が違ったリ,どリカメノコの悲しい伝説をもつマリモから

夫婦喧嘩の中裁をした湖まで,負,形,伝説と組み合わせ

れば,見物した6つの湖も216の様相を示すことになる｡

それに見る人の気符や天候を考慮すれば,正に千差万別で

ある｡しかし共通点も多い故しまいには水を見ても,すこ

しも感動しないOやっぱり陸に棲む動物なのか/しかし躍
動する水は例外,襟裳岬の白波には,そばで催促してくれ

なくてもほめてやる｡又黄金道路の片側, (両側と言いた

いところだが,一方は岩がそそり立っていたC)に何 km

にもわたり,こぶが長々と褐色の身を横たえている｡その

うち1本でいいから手もとにくれば,良いみやげになるの

に- ･まったく残念｡

そろそろ記憶もぼやけ出している｡おぼろげにもうもう

とぅ噴煙立ちのぼる地獄谷や,醍頭から湯気の出ているよう

な昭和新山を思い出す｡多分ホームシックと疲れにのびて

いたころだろう｡この文も書きかけにしていたら秋風が吹

き出したo北海道の涼しさを思い出す必要もなくなったO

品
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衝

材

薬

量

生

医

衛

度

フ タ ミ 薬 局

連 坊 127

TEL⑧ 代 4195
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合 宿 雑 感

福 見 宏

｢イヤー会津磐梯山は -｣という歌声が調和されて聞

える｡いや自分も歌っているのだっけ｡調和されていると

言うのは歌っている本人が言うのだからほぼ間違いないだ

ろう｡3時周以上の汽革の旅にも全く疲れを見せず,乗り

換えたバスの中で合唱しているのだ｡これは混声合唱によ

る合宿であるO読んでいる方はJト生が座っているかと考え

るでしょうが残念｡立っていたのです｡なぜならレディが

いらしたからです｡紳士である以上あたりまえで しょう

が,新しく買った靴をはいていたおかげで靴ずれがいたく

少しつらかったですよo我々の宿泊地は枚林に囲まれ湖を

見下せる高台にあり,丁度この日は天気が良かったので,

湖の膏さと空の青さが美に美しいD

室に着くとさっそく活動し始めたD括勅とは水泳へ行く

準備なのだ｡小生は水泳では絶対に溺れないという程度の

自信を持ち合わせていたので,カッパ連中と出かけたO道

を下り湖畔に出ると,どこかの女の人の赤いガウンが眼に

写ったが,そんなものには眼もくれない積もりで水に飛び

込む.いや美に冷たい｡しかし快適である｡それは東京湾の

ような,磯の匂いをはるかかなたにおき腐敗までしている

ことがなければ,うにもくらげもいない｡当り前だ｡湖だ

ものDあちらこちら泳ぎ廻っている内に,どうにも寒くて

やりきれなくなったので,上がったらなおさら寒い｡着換

えていると ｢ボートに乗りたいのだけれど漕いで｣などと

農学部2年の女性から言われたが,何も断れる理由がなか

ったので引き受けた｡彼女はボートを引き寄せると,さっ

そくと最後部に座ってしまった｡彼女が金を払ってくれる

ものと思っていたのだが,こうなったら仕方がない｡やが

てボートをこぎ始めたがどうも合点がゆがない｡彼女から

言い始めていて,しかも年長者なのに何故俺がボート代を

払わねばならないかと｡おっと危い.′横からポートがぶつ

かってくる｡そうそう紳士だっけOしかし話している内に

はいつしかその様な事は頭中から消えうせてしまった｡

帰ってみると歌声が聞こえる｡時計を見ると5時を過ぎ

ていること30分｡たしか練習は5時から始まるのだった｡

モクカッとどなられるかとびくびくし,すまなそうな顔付

をして,後についてロを動かし始める｡

朝5時に起こされ,陸たい眼をこすり,いやいや起き上

がると,今日炊事当番だと言われた｡そう言えば昨晩言わ

れたような記憶もかすかにある｡炊事場へ行くと女の人達

はもうとっくに起き,色々やっている枝であった｡申し訳

ないOやがて手枕を頭にかぶり,犬の模様のついたエプロ

ンを貸りるDじゃがいもの皮むきもやらされ,丁度女中さ

ん (いや家の方では必らずお手伝さんと言った)の召使い

のように使われながらも,一生懸命やったかいがあって,

ようやく定刻に間に合うOこのとき母の一転Elの仕事も楽で

ないなという,反省的な気特が浮んできたのは,やはり下

宿生活をして家族のもとを離れて生活しているからだろう

か｡

色々生活を送っている内に最後の晩になったO井型を組

んだフマイアストームを囲み,歌い,だべり,さては仮装

をやることになり,小生のグループはフラダンスをやろう

と決め腰の振り方の練習を10分ぐらいしたがどうもうまく

いかない｡いかにも狂気じみた様ではあったが割に評があ

ったらしい｡火を囲んでいる時に火の本質なるものを知ら

されたo火は燃えているDどんどん昔をたて燃える｡だが

やがて消えていく｡ただこれだけの事であるが,その内に

何かを象徴しているような気がしてきたD許にも表わせ得

るような-

我々皆,その火の消えつきぬ内に,ローソクにつけ,一

列になり湖へと下っていくO暗牌の中を点々と灯されてい

る火は非常に掃流であるo湖畔-下り合宿生活の成功を振

り返りながら,そのローソクを砂の上に立て,しばらくの

間,沈黙の内で見入っているのだったD道を通る自動車も

我々の気特が通じたのか,あるいは何事かと瞥ろいたか,

どの車も通るごとに停止していったO秋の虫が寂しそうに

鳴いている｡

｢人生の歩み｣
吉 沢 香 子

時は刻々と流れゆくo

意気地無しの者よ/

一体あなたは何をしているの?

時の流れに任せているだけ?

ぼんやりしているだけ?

それではつまらないわO

あなたの存在が無価値だo

幸か-,不幸か-

人間として生まれたあなたなのにO

人間として生まれたことに

誇りと自分を持って歩むべきだD

そこから明日が生まれ

未来が開かれるのに･-･

迷いが出たら涼みきった青空を見よ｡

そして心を大きく持つのだO

新しいカが喜び湊いてくる

そうしたら,もう一度考えるのだ｡

あなたの価値を-0

目的を-a

人生を-｡

-561



う ぐ い す

真 田 敬 子

餌をやろうとして,鳥かごの戸を
開いたとたんに,うぐいすはもう青空の自由な光の中に飛

び去っていた｡父が大切にしていたものだけに,私はどき

っとした.時々,かごの中でちょんちょんととまり木を行

ったり来たりしている無心なうぐいすを見て,ひどくかわ

いそうになり,放してやろうかと思った事もあったのだ

が,あの突然パッと逃げられた時の私の気特は,全くみじ

めなものだったO当時,父は病気でねており,それが又,

私のうぐいすについての古い思い出とつながりがあるよう

で,私はひどく不安をおぼえた｡ "父はなおらないのでは

ないか"という考えが瞬間的にひらめいたからである｡

豪でかっていたうぐいすがさえずり始めるのはいつも12

月下旬のころだが,始めは少し練習不足のせいか流調な'も

の悲しい響きがなかなか出ない｡しかしその時折しくじっ

ては,又くり返して鳴き出す様子が本当にかわいい.何時

もそんな鳴き方をするうぐいすを見ていると,おじが逝っ

た日が寒々と浮かび,何か非常ななっかしさを感じるので

ある｡仙台の原の町の草深い所に,おじは居をかまえてい

た｡ (もう大分前の事なので,多分,今はあの野原も宅地

になってしまったかも知れない｡)私は小さい時からおじ

にかわいがられたので,きとくの電報と共に父 と上仙 し

た｡雪が降るうすら寒い朝に,おじは私達と話をする事も

なく,憲政不明のまま逝ってしまったO葬式その他の準備

で家の中は騒々しく,私もあちこちわからないながらも,

使われて,走りまわっていたのだが,ふと縁側のかたすみ

に,小さな鳥かごが置かれているのに気が付いた｡近づいて

行って見た.きびしい萌立の小鳥だったo私があまりそば

へ行きすぎたためか,小鳥は恐怖感をひどくせかせかと鳥

かごの中ではげたく事で十分に現わしつくしていた｡

私は気の毒になったので立ち去ろうと思って後をふリむ

くとおばが,沈んだ様子で歩いて来るのが見えたので,どう

したものか,とまどいつつ鳥かごに日を向けた.おばは鳥か

ごのそばに来てしゃがんだO｢お父さんが死んであんたを
大事にする人もいないから放そうね｣とうぐいすに話しか

けて鳥かごの戸を閑いたが,うぐいすはおぴえたような様

子でじっとして動かなかった｡私は原っぱに行って際して

来ると言って,鳥かごをかかえ,下駄をつっかけて,外に飛

び出した｡積もった雪がきらきら光って目がひどく痛かっ

たO｢おじさんが死んであんたを大事にする人もいなくな
ったから放そうね｡｣私も同じ言葉をくり返し戸をあけて

やったD今掛3:ひどくあわてたように,バクバクと羽音を

たてて,低く飛んで行ったD雪が止んで,ぼんやりと赤い

太腹が光っていたD白い原っぱがひどく空しく広がってい

たO私は白い息をはきながらゆっくりと又家にむかって歩

き始めたoその時 ｢ケキョキョ,ホーホケキョ｣と,うぐ

いすが後の方で鳴き出したので,私はあわてて後をふりか

えった｡めだつ程の木はなく,ぼうぼうと枯れ英が,雪を

かむっているので,鳥をみつける事は出来なかったがさえ

ずりは止まないでしばらく続いた｡私はだまって立って,

声の方向をさぐろうとして耳をそばだてたが,四方から昔

が響いて来るような気がしてならなかった｡哀悼歌かも知

れない｡私は又歩き出したOうぐいすの声は次第に遠のい

て行ったが,断えず単調な鳴き声はひびいた｡時々ホ-ホ

ケキョという大事な1小節が途中で切れて,ケキョケキョ

とつまづいたりしたが,全体から見るときれいにすんだ敵

であったOまだ12月だったんだもの練習不足だったに違い

ない｡その時は夢中だったので,深く歌を鑑賞出来なかっ

たが,山に出かけて幸〒をふき取るためとか木彫に拝を求め

て立ちどまった時等,こだまして,弱くなったり強くなっ

たりして響いてくるうぐいすの歌は,古典的な重々しさを

持っているように思う｡かっこうが,オルゴール的な軽快

さでさえずれば,うぐいすは日本の古いお琴でビンピンと

はね返してよこすような気がするO

- うぐいすがにげて2週間ばかりして父は全快した｡

私は,父が快方に向かう迄の数日間,うぐいすがすい込ま

れていった青空をどんなに不安な気持でながめた事か｡が

今では,うぐいすが奪われた自由をとりもどした返礼に父

に健康を置いて行ったのかも知れないと,ひどく子供じみ

た満足感をもって青空を心いくまで眺めているのであるO
(2 年)

あ る 夕 方

小 山 秀 磯

実験が終ったo川内にも夜のとばりが降りた｡薬学科2

年の仲のいい4人がLビヤホ-ルのテーブルに向 ってい

る｡彼らは時々こうしてビヤホールに集まる｡下らぬ雑談

に碇が吹く｡この時こそ彼らの顔は生々と輝くo

A君は大の酒豪であるD他の3人が半分もまだ飲まない

うちに2杯日を注文するO

｢俺はこう思うよ｡もしこの世に漕がなければ人生はつ

まらぬものになるだろうなO喜びにも帝,悲しみにも酒だ

よ｡特に悲しみの場合にはね｡｣と快気焔をあげる｡

B君はほとんど酒を飲まない｡それでも付き合いのため

に1番小さいジョッキを注文してもてあまし気味である｡

｢酒なんて全然うまいと娃思わないねO英子を食ってい

る方がましだよ｡勿論これによって人間関係がうまくいく

という利点は認めないわけにはゆかないが,それがなけれ

ば今頃こんなことしていないよ｡それは酒でどんなに不幸

になる人が多いか計り知れないからね｡｣
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｢もしこの世に潜がなくなれば,やっぱり人生は淋しい

ものとなるんじゃないかなO酒を飲むことにも長所もあれ

ば短所もあるよOだがその長所と短所を比較した時,基準

を全体的な人間生活に置くとすれば,当然長所の方が大き

くなるのではないか｡この点で僕は酒の存在も酒を飲むこ

とも認めるよ.後は複度問題だね｡そこが清の魔力という

ものだよDJC君は理屈っぽくまくしたてるO

｢酒の話なんてどうだっていいよ｡そんな問題は,20

才前後の傍らに議論する資格はないね｡まあ10年もたって

クラス会でもやれば,大いに議論すればいいよ｡｣このD

君の言葉に3人は笑い出した｡｢そういえば僕はまだ未着
生者だよ｡いやすまん｣A君はてれくさそうに顔を上げた｡

まわりはいっぱいの人で,酒場らしい雰囲気が流れる映

画音楽と解け合ってすべての人々の心を浮きたたせた｡1

日の仕事から解放された人々の憩いのひと時であったO男

の-ぽん愉択な時であったO

｢この曲は余り好きじゃあないけど,"太陽がいっぱい"

の主題歌はいいよO映画は大したことはないけどDJ

｢映画の話しだけど,この前のIE風と共に去りぬ"はどう

思う｡あのスケールの大きさ,素晴しい色彩,それにも増

して美しいオノ､ラ Dあのような女性は侯の理想だよO

強烈な情熱,力強い生き方,日本の女性にもあのような人

がいたらなあ｡もっとも自分がその相手にしては,不相応

すぎるかもしれないな｣A君は体を乗り出すo

｢僕はそう思わんよ｡確かにスケールの大きさや色彩の

素惜しさなどは,この映画のtti来た時代を考えると感嘆の

ほかはないが ,ああゆう女性はいやだね｡勿論情熱の強

い人はいいが,日本的な女性の方がもっといいよDあの映

画の主題にしても南北戦争時代に生きた1人の女性オ/＼ラ

の愛の遍歴にすぎないからねO僕はそれより人間のヒュー

マニズムを歌い上げた 1-ラインの仮橋"の方が優れている

と思うよDなぜって1人の女性の生括記録よりも,人類全

体に通じるヒューマニズムの方がより高い次元にあると息

うんだDJ

｢僕はもっと大きくみて "風と共に去りぬ"も高いヒュ

ーマニズムを歌い上げていると思うよ｡それはメラニーに

よって,一番体現されていると思うんだ｡丁度くくラインの仮

檎"の名前は忘れたけど,あのパン屋に体現されたヒュー

マニズムと同様にね｡それはオハラは僕に余り理解出来な

いよOそういう女性に出合ったこともないし,典型的El本

女性とはかなりかけ離れているのではないか.自分に理解

でき,一番引きつけられたのはその強い生き方なんだ｣

｢僕もそうだ 『正にその力強き生命かな』だよ僕は自分

が消極的な人間だからそんな生き方に非常に魅力を感じる

ね.だからもし僕が女性を選ぶとすれば自分の性格と違う

女性を選ぶよ.人によっては似た性格の人がいいと言うけ

れど,それにも理由があるのだろう｡人が何かを選ぶ場

令,自分の性格などと比べてみて自分に合うものを求める

人と,自分のそれと逆のものを求めていこうとする人があ

ると恩うO僕はその後者なのだoJ

｢その性格のことだけど僕のクラスはファイトがないねD

女性が多すぎることが第-原因だが,そj'Lはしかたがない

よ｡それ以外にクラスの1人1人をとってみても消極的な

人間ばかりだろうD他のクラスが全くうらやましいよoJ

｢いや他のクラスだってそんなに変り杜ないよ｡寛北大

生全部がそのように見えるし大きくいえば,青年すべてが

そうじゃあないかO実際何かやろうとしてもすぐ結果を考

えるo結果を考えてくよくよし尻ごみするo これでは青

年という名が泣くよ｡供は結果にそんなに重きを置かな

いO結果にいたるその過程が大切だと思うよOそのファイ

トが大切だと思うよ｡何かをがむしゃらにやってその結果

にくよくよする必要はないよ｡丁度若い力士ががむしゃら

に相手の胸にぶつかって最後に打ちやられたとしても,何

んらかの得るところがあるようにね｡僕達が社会を動かす

ようになった時,何んらかの助けになると思うよ｡こんな

ことはお前の仮説だといわれたらそれまでかもしれないが

ねDJ

｢クラスのことを考えるとやっぱりファイトがたりない

ね｡君のいうことは十分わかるよ｡まあ,そんなに堅苦し

く考える必要はないがね｡この点では僕達にも大いに責任

があるわけだ｡薬学科4期生として何かをやらなければ気

がすまないねO僕が仙台に来たのは,この新しい建設の1

人たることに魅力を感じたからと言ってもいいよ｡

ttどおせやるならでっかいことなされ"だよ｡そのために

はクラスがまとまり,全体でこういう目標に向って進んで

いくことこそ僕達の使命ではないかと思うよ｡｣

｢確かにクラスで何かをすると言えば,出来るだけ多数

都合をつけて出席してもらいたいね｡そして薬友会にも大

いに文句を言うべきだよOその中からいい考えが出てくる

から｡｣

｢では薬学科4期生を祝して乾杯といきたいとこだが,

空っぽだよOこの辺で引き上げようかDあんまり長すぎる

からなあ.｣彼らは通りに出だOネオンの光が隈に飛びこ

んだ｡その下を忙がしそうに人々が通り過ぎる｡彼らは四

方に散っていく｡ (2年)

成瀬科学器械株式会社

本 社 仙 台 市 国 分 町 125
工 場 電話仙台3-3246･8482
東 京 東京都千代EEl区雷神EE11の11
営 業 所 川合ビル 電話 (301)3326
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1961年度薬友会中間報告

4月22日 第1回薬友会委員会開催

議題

役員選出

新入生歓迎会主催について

あみこす委員の選出

4月29日 新入生歓迎会

於三神峯 約120名参加

5月13日 第2回委員会

議題

あみこす編集について

5月27日 第3回要員会

議題

今年度の事業計画

薬友会に関するアンケートの見当

川内会員に金5,000円を活動費として支出

5月28日 対東北薬科大学親睦野球大会主催

後藤談会をやる

6月24日 第4回委員会

議題

三徳化学工場見学について

7月1日 三徳化学工場見学主催

約50名参加 Jtl内会員多し

7月7日 京田守弘会員の葬儀主催

9月9日 第5回委員会

この会より職員,卒業生を加えた拡大要具会と

する｡

議題

更垂:_I.主ごL
教室対抗野球について

9月中旬 教室対抗野球戦主催

生薬 ･薬作連合チーム優勝

9月26-28日 故京田守弘会員の遮作品展示会を後援

10月14日 第6回委員会

議題

唾 垂 垂 .tin･
京田氏遺族よりの贈金について

10月28日 第7回委員会

議題

臨時総会開催について

4人委員会を作り京田さんからの賭金を図書購

入のため具体化をはかる

11月4-7日 d8nCe講習会 主催

11月10日 臨時給会開き規約改正を行う

委 員 長 庄 司 堅 次 郎

11月17･18日 卓球部全国大会初出場を後援

以上が現在までの本缶度の記録であるD

新入生歓迎会は当の新入生が少い歓迎会となってしまっ

たo tt新入生が歓迎された憶えはない.上級生がダシに使

ったのではないか"という悪評判もあった前年度の経験を

反省し,いかに新入生を扱うかを考えた未1人1人に挨拶
をしてもらうことにしたD

結果は tt薬学科が1家族の様になごやかに1日を共にし
たことはすぼらしいことであった''ということであった0

4教室を含めて職員,大学院,学生と約120名の会員が
晴天の桜の下でフォークダンス,ソフトボール,混声合唱

とまずは順調なスタートを切った｡3年生のダンス指導,
4年大学院生の歌詞指導もよかった｡

対東北薬科大学との親善野球大会は薬大グランドで行っ

た｡始めてのことだし又急な話しでもあったので両学の4

年生中心でやることになった｡

試合後同大合宿所で懇談会をやりこの様な対抗戦を野球

や男子のみにかぎらず綜合的,定期的に開くことなどを話

しあった｡非常に愉快な1日で親善の役割を演じえたと思

う｡4年の小笠原君が骨折ってくれた｡両軍黄色い声の応
援も花やかであったo学会以外にこういった対外的な活動
を大いにやりたいものだと思う0

4年の間では三i靴 学よりもキ9ンビール工場の声が多

かったが,先輩の佐藤実氏がおられるので氏を通して会社

に見学を申し込んだ03週間も前から計画していたのだが
相肉学会とダブったので行きたい人も参加できなかったの

は旗念な事であったO

約50名が熱心に電解法 H202の製法を見学した｡来年
は是非ビール会社に行かれたら良いと思うしノ､イキングを

かねて石巻のパルプ工場もいいと思う｡

故東田さんの葬儀は北山の仙台火葬場で薬友会葬で行っ

た｡この大事件はいろんな点で薬友会の矛盾が出た と思

うO薬友会はあまりに未熟で実力がなかったことが原因｡

とにかく先生方の頭にある東大の薬友会とは雲泥の差があ
った｡

しかし今後の英友会にとってこのことは英になったoと

いうのはこの機会に,もっとスッキリした動きやすい規約

を改正することになったからだO奥井学生補導係,岡野会

長両先生に相談して内山,合屋先生を職員代表にしていた

だき,大学院から中野さんら2名を加えて従来の学生16名

による委員会を20名とし規約改正,京田さん御迫族からの
寄附金の審議を続けた｡

英友会は今後増々発展するだろうが,前途にはいろいろ

な問題があるOその1つは艮陵会との関係である｡医薬協

調が叫ばれている時薬友会が独自の立場で大きくなること

は考えものである｡医学部薬学科である以上医学科とは今
後も親密であってほしいものだと思うO

内部においてもまだまだ未解決なことがあろうが会員が

1人 1人良識とあたたかい手で育てるならばいかなる問題

もよりよく解決できることだと確信する｡

本年度は精一杯やっても,これしか出来なかった来年度

を期待する｡
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編 集 後 記

04月から11月までの,我々のささや

かな努力がようやく｢あみこす 第5

号｣として実りましたO′ト生も学部の茎雲塾 品 壷孟蒜 壷完 表示 ㌫ 主riは
人一倍よく憶えました｡それでもよく

ltあみこす"を生みっぱなしにせずに一生懸命協力してく

れた皆さんに心から御礼申上げたい｡教養部荷集委員諸君

の努力に,第1期生の先壁諸君に,特に三野,高石両先発

の暖い御協力に,薬友会委員の方に心からの感謝を表した

い｡いつの目か "あみこす"が薬学科全体のそして先輩,

後輩を結ぶ,一本の太い辞とたることを夢みています｡

(佐藤進)

夫

一
過

郎

節

紀

克

川

本

藤

池

及

山

佐

小

負香蘭午4

O｢教養部をいかに過すか｣のアンケートを,何度も請求
されながらようやくまとめ終ったと思ったら,各種実習の

レポ-卜者き,植物の標本作り,更には試験も近いとあっ

て身体がもう一つ位欲しい様な毎日の忙しさだO今になっ

てみると,のLびり過した教養部時代がなっかしll,Dと同

時に,この忙しさをもう少し教養部に配分してもよいので

はないかという気もするがどうだろう｡ (目黒〕

3年編集委員 八 木 治 彦

嶺 韓 謙 一 郎

叫 形 修

飯 塚 義 夫

O｢あみこす｣第5号もいよいよ発刊の運びとなりました｡
学生美験重での編集会議で兎や20日鼠句意兵に悩まされた

り,アンケートの回収率の悪さを嘆いたりしましたが,様

高 橋 長 盛 堂 薬局

仙台市肴町五十一番地

電話 は34548番

々な仕事を通しての経験は有意義で楽しいものでしたO教

養部にいては到底知ることのできない事等を先輩の方々の

お話から知り,考えさせられもしました｡初め考えていた

ことの半分もできず,つくづく編集のむずかしさを知9ま

したD私達の非力さから多忙な3･4年生の方々に余計な

負担をかけてしまいました事をお詑び致します｡

(2年一同)

2年編集委員 雄

夫

子

子

子

子

駿

純

明

凱
宏

宣

海

原

松

戸

野

田

熱

幕

兼

宍

神

武

○とうとう大学に入って初めての夏休みの大半を広告取り

で過してしまった.日本橋本町の地図を書ける程に歩き廻

り先聾としての意見を聞かせられたり,時には暑い中を来

たのだからと麦茶を出してくれるとき,暑さも疲れも消え

る親切さを感じる｡がしかしこれも会社の宣伝の為かな?

(沖田･福見 ･西)

1年編集委員 沖 田 憲 政

福 見 宏

酉 俊 彼

大 久 保 礼 子

○最後に終始御協力下さいました諸先生方,並びに藷会社

及び皆様方に深く感謝致しますと非に,｢あみこす｣の今

後の発展を祈ります｡

表 紙 小 池 克 郎

奈 良 武 志

1961年12月20日 印刷

1961年12月22日 発行

あ み こす 5号

発 行 者 東北大学薬友会委員長

庄 司 堅 次 郎

編集責任者 佐 藤 達

印 刷 所 K.氏.針生印刷製本所

仙台市花京院通39
電話lZ)3388(2)6644
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EORTlSONE

こ こまで進 ん だ

抗 炎 症 ス テ ロ イ ド

DEXA拙ETHASONE

●プレドニンにより､糖質代謝作

用と電解質代謝作用が分離 きれ

●メタゾロンにより､さらに糖質

代謝作用と抗炎症作用との分離

が可能となった

単位当り質店

0.5mg錠 1錠 81円30銭
0,751ng錠 1錠 121円90銭

I.抗炎症作用は､メチルプレド三ゾロ
ン,トリアムシノロンの5倍以上強力
2. ナトリウム,水の貯留はみられない

3.糖尿病に対する影響が少なく､消化
結漁場の発生は極めて稀である｡

包装 :0.5喝錠および0.75mg錠
各 ･10錠,30錠,10､0錠

1000倍散 (o･1%) 25g,100g

大阪市道修町 塩野車製 薬 株 式会 社
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ドクターの杏 林

重･妊 娠 中 毒 症

田 正 ロ

ペハイ ド くベ ンチル-イ ドロ

クロロサイアザイ ド〉は弊社
の研究により創裂 された純国

産品 です｡

●少正(lE].1-4錠 )の経口埠
与で,利尿 ･除圧両効果が著
明でしか も体内の電解質バラ

ンスを乱 さない｡

●耐東性,副作用 (低カリウ
ム血症 )は極めて少な く長期
治蝶にも節遮断剤 との併用療

法に姫礎剤として安全で経済
的です｡

⑳
杏 林 薬 品 株 式 会 社
東京都中央区日本楯本町4-6
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☆新 持続 性 サ ル フ ァ剤 ☆

､ 包 装 25g lOOg′500g
薬価註王事 1g当り 31円805殴

1.純国産の新サル77剤 2.抗菌力は従来のサルファ剤同様
王重力で結核菌に対しても優れた抗菌力を示す 3,従来の持続

性サルフT剤に比し更に満足な血中濃度と持続性が期待できる

大阪市東区道倖町 田 辺 製 果 株 式 会 社 支店 束京･福岡･札幌




